
東
大
寺
二
月
堂
本
尊
光
背
図
像
考
―
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
を
参
照
し
て

は
じ
め
に

絶
対
の
秘
仏
で
あ
る
東
大
寺
二
月
堂
本
尊
十
一
面
観
音
像
（
大
観
音
）
に
も

と
付
属
し
、
現
在
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
る
銅
造
光
背
に
は
、
表
裏
全

面
に
み
ご
と
な
線
刻
で
様
々
の
図
像
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
光
背
は
頭
光

部
（
図
４
）
と
身
光
部
（
図
１
〜
３
）
か
ら
な
り
、
現
状
は
寛
文
七
年
（
一
六
六

七
）
の
二
月
堂
焼
失
時
に
焼
け
出
さ
れ
た
断
片
を
復
原
的
に
配（
１
）列
し
た
も
の
で

あ
る
た
め
欠
損
部
が
多
い
が
、
奈
良
朝
の
金
属
工
芸
の
名
作
と
し
て
の
み
な
ら

ず
、
数
少
な
い
当
時
の
仏
教
絵
画
の
現
存
作
品
と
し
て
も
、
は
か
り
し
れ
な
い

価
値
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
複
雑
な
図
相
の
も
つ
意
味
を
、
包

括
的
に
解
明
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
現
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
先
に
発
表
し
た

論（
２
）
考
（
以
下
「
前
稿
」
と
称
す
る
）
に
お
い
て
、
七
六
〇
年
代
頃
の
制
作
に
か
か
る

と
推
定
さ
れ
る
本
光
背
身
光
表
面
の
図
像
が
、『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
広
大

円
満
無
礙
大
悲
心
陀
羅
尼
経
』（
い
わ
ゆ
る
『
千
手
経
』
、
永
徽
〜
顕
慶
年
間
、
六
五

〇
〜
六
六
一
頃
漢
訳
）
及
び
『
華
厳
経
』
入
法
界
品
の
内
容
を
、
複
合
的
に
表
現

し
た
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
最
も
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
稿
は
そ
の
続
編

で
あ
り
、
前
稿
で
は
論
じ
尽
く
せ
な
か
っ
た
身
光
表
裏
の
諸
図
像
に
つ
い
て
、

全
面
的
に
解
釈
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
光
背
の
図
像
を
解

明
す
る
に
は
、
最
も
重
要
な
参
照
作
例
で
あ
る
東
大
寺
大
仏
の
蓮
弁
線
刻
図

（
図
６
）
に
つ
い
て
の
考
察
も
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
必
要

に
応
じ
て
同
図
に
対
す
る
叙
述
を
ま
じ
え
つ
つ
、
論
を
展
開
し
た
い
。

本
光
背
の
身
光
表
面
中
央
に
は
ひ
と
き
わ
大
き
く
千
手
観
音
像
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
同
図
の
基
本
構
想
は
数
あ
る
千
手
観
音
関
係
の
経
軌
の
う
ち
、『
千

手
経
』
前
半
部
に
説
か
れ
る
、
観
音
の
引
き
起
こ
す
奇
蹟
と
深
く
関
わ
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
議
論
を
始
め
る
前
に
ま
ず
、
そ
の
お
お
よ
そ
の
ス
ト
ー
リ

ー
を
再
確
認
し
て
お
こ
う
。

舞
台
は
補
陀
落
山
観
世
音
宮
殿
宝
荘
厳
道
場
。
釈
尊
の
説
法
を
聴
聞
す
べ
く
、

諸
尊
が
集
会
し
た
。
そ
の
と
き
諸
衆
の
中
に
い
た
観
音
菩
薩
が
、
突
然
光
明
を
放

っ
た
。

釈
尊
は
総
持
王
菩
薩
に
光
明
の
主
が
観
音
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
。
観
音
は
釈

尊
の
前
に
進
み
、
大
悲
心
陀
羅
尼
を
説
き
た
い
と
申
し
出
る
。
観
音
は
遠
い
過
去

に
お
い
て
、
過
去
仏
で
あ
る
千
光
王
静
住
如
来
か
ら
こ
の
陀
羅
尼
を
授
か
り
、
同

尊
か
ら
摩
頂
を
受
け
て
「
こ
の
心
呪
を
持
し
て
、
未
来
の
悪
世
の
衆
生
を
救
済
せ

よ
」
と
未
来
を
託
さ
れ
た
。
す
る
と
修
行
階
梯
は
初
地
よ
り
八
地
を
超
え
、
歓
喜

の
余
り
「
も
し
私
が
一
切
衆
生
を
救
う
に
堪
え
る
者
で
あ
る
な
ら
、
今
す
ぐ
千
手

千
眼
を
具
足
せ
し
め
よ
」
と
誓
言
を
発
し
た
瞬
間
、
千
手
を
具
足
し
て
千
手
観
音

と
な
り
、
十
方
の
大
地
が
震
動
し
、
十
方
の
千
仏
が
こ
と
ご
と
く
光
明
を
放
っ
て

稲

本

泰

生
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観
音
の
身
と
十
方
無
辺
の
大
地
を
照
ら
し
た
。
こ
れ
以
降
観
音
は
、
無
量
の
仏
所

に
お
い
て
重
ね
て
こ
の
陀
羅
尼
を
き
き
、
歓
喜
し
て
無
数
の
生
死
を
超
越
し
た
。

以
来
観
音
は
、
こ
の
陀
羅
尼
を
護
持
し
て
い
た
お
か
げ
で
常
に
仏
前
に
蓮
華
化
生

と
し
て
生
ま
れ
、
胎
蔵
の
身
を
受
け
な
か
っ
た
。

観
音
は
い
う
。「
こ
の
陀
羅
尼
を
受
持
し
た
い
者
は
、
ま
ず
衆
生
に
対
す
る
慈

悲
心
を
起
こ
し
、
以
下
の
願
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（「
南
無
観
世
音
」
以

下
の
偈
文
）。
発
願
後
、
私
の
名
を
と
な
え
、
私
の
師
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
を
思
い
、

し
か
る
後
に
陀
羅
尼
神
呪
を
唱
え
よ
。
そ
う
す
れ
ば
身
中
の
百
千
万
億
劫
の
生
死

重
罪
が
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
」。（
以
下
、
陀
羅
尼
の
功
徳
を
列
挙
）。
か
く
し
て

陀
羅
尼
の
文
言
が
述
べ
ら
れ
る
。

観
音
が
陀
羅
尼
を
説
き
終
わ
る
や
、
大
地
は
震
動
し
、
天
か
ら
宝
華
が
降
り
、

十
方
諸
仏
は
歓
喜
し
、
一
切
の
会
衆
の
階
位
が
向
上
（
四
沙
門
果
か
ら
十
地
ま

で
）
し
、
無
量
の
衆
生
が
菩
提
心
を
発
し（
３
）
た
。

前
稿
で
は
同
経
の
右
の
舞
台
設
定
に
着
目
し
て
、
図
像
解
釈
を
試
み
た
。
そ

の
主
な
論
点
、
な
ら
び
に
筆
者
の
見
解
を
簡
単
に
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

①
二
月
堂
光
背
の
身
光
表
面
中
心
部
の
図
像
構
成
は
、
中
央
に
千
手
観
音
（
周
囲
に

小
化
仏
が
充
満
）
を
お
き
、
そ
の
左
右
に
十
四
菩
薩
、
千
手
観
音
の
上
方
と
左
右

の
区
画
に
五
十
二
体
の
仏
坐
像
を
配
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
十
四

菩
薩
は
、『
千
手
経
』
の
舞
台
で
あ
る
補
陀
落
山
観
音
宮
殿
に
お
け
る
釈
迦
の
説

法
に
集
ま
っ
た
諸
菩
薩
の
う
ち
、
同
経
に
そ
の
代
表
と
し
て
名
称
が
列
挙
さ
れ
る

十
五
菩
薩
か
ら
、
主
役
で
あ
る
観
音
菩
薩
を
除
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
か
か

る
諸
菩
薩
の
構
成
は
千
手
観
音
関
係
の
他
の
経
軌
に
み
え
ず
、
本
光
背
が
『
千
手

経
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
の
有
力
な
根
拠
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
光
背

の
主
題
の
基
本
は
観
音
が
引
き
起
こ
す
「
神
変
」
―
大
悲
心
陀
羅
尼
な
る
陀
羅
尼

の
力
で
千
手
千
眼
を
具
備
し
、
光
明
を
放
ち
、
千
仏
を
化
現
さ
せ
る
―
で
あ
る
と

み
な
さ
れ
る
。

②
千
手
観
音
は
周
囲
の
五
十
二
仏
と
と
も
に
一
連
の
図
像
を
形
成
し
て
お
り
、
こ
れ

は
『
千
手
経
』
と
『
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」（
善
財
童
子
が
五
十
五
人
の
善
知
識

を
歴
参
し
、
さ
と
り
へ
の
階
梯
を
の
ぼ
っ
て
い
く
物
語
）
の
内
容
を
複
合
的
に
表

現
し
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
。
詳
細
は
前
稿
に
つ
い
て
み
ら
れ
た
い
が
、
こ
の
図

像
は
「
千
手
観
音
五
十
二
仏
図
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
善
財
童
子
の
歴
参

の
過
程
、
す
な
わ
ち
さ
と
り
に
至
る
ま
で
の
菩
薩
の
修
行
段
階
を
実
質
五
十
三

（
五
十
三
参
）
と
解
釈
す
る
、
中
国
華
厳
宗
の
大
成
者
で
あ
る
法
蔵
以
降
の
「
入

法
界
品
」
解
釈
に
基
づ
き
、
五
十
三
参
に
お
け
る
善
知
識
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
宗
教
体
験
を
、
一
つ
は
観
音
の
神
変
の
場
に
居
合
わ
せ
る
と
い
う
体
験

（
観
音
が
諸
仏
を
化
現
さ
せ
る
の
で
、
そ
こ
に
は
見
仏
体
験
も
含
ま
れ
る
）、
他

の
五
十
二
は
見
仏
体
験
と
し
て
（
善
知
識
そ
の
も
の
の
像
と
し
て
で
な
く
）
表
現

し
た
図
像
で
あ
る
蓋
然
性
が
最
も
高
い
と
判
断
さ
れ

（
４
）

る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
礼

拝
の
対
象
で
あ
る
大
観
音
（
観
音
は
善
財
が
歴
参
し
た
善
知
識
の
一
人
）
が
示
す

神
変
（
千
手
千
眼
を
備
え
る
な
ど
。
十
一
面
観
音
で
あ
る
大
観
音
の
潜
在
的
な
可

能
性
の
表
現
）
に
よ
っ
て
、
出
会
う
べ
き
そ
の
他
全
て
の
善
知
識
へ
の
歴
参
の
完

遂
が
五
十
二
仏
の
化
現
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
自
他
が
長
大
な
修
行
の
過
程
を
一
挙

に
ジ
ャ
ン
プ
し
て
、
完
全
な
る
さ
と
り
に
到
達
す
る
と
い
う
願
望
が
投
影
さ
れ
て

い
る
。

③
二
月
堂
光
背
の
図
像
の
成
立
背
景
に
は
、
狭
い
意
味
で
の
変
化
観
音
に
対
す
る
信

仰
だ
け
で
な
く
、
大
仏
建
立
の
理
念
を
支
え
、
創
建
期
の
東
大
寺
に
お
け
る
教
学

の
主
柱
を
な
し
た
と
み
な
さ
れ
る
、
法
蔵
の
系
譜
を
引
く
唐
代
の
華
厳
学
の
教
説

が
、
深
く
影
を
落
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
第
三
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
検
討
か
ら
か
な
り
の
修
正
が
必
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要
で
あ
る
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
（
第
二
章
で
詳
述
）
が
、
第
一
点
と
第
二
点
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
私
見
が
最
も
合
理
的
な
解
釈
で
あ
る
と
の
考
え
を
、
今

も
変
え
て
い
な

（
５
）

い
。
な
お
前
稿
で
は
雲
に
乗
っ
た
化
仏
を
線
刻
す
る
頭
光
（
図

４
）
に
対
し
て
の
言
及
を
行
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
第
一
点
に
挙
げ
た
、
千

仏
の
化
現
を
表
現
し
た
図
像
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
判
断
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
で
は
以
上
の
諸
点
を
ふ
ま
え
、
身
光
表
面
の
図
像
の
う
ち
、
前
稿

で
十
分
に
論
ず
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
も
の
か
ら
検
討
を
開
始
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

一
、
表
面
に
描
か
れ
た
千
手
観
音
の
眷
属

本
光
背
表
面
に
は
最
上
部
に
、
三
層
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
仏
菩
薩
図

（
図
１１
）
が
あ
る
。
こ
れ
と
よ
く
似
た
仏
菩
薩
図
は
裏
面
の
同
じ
位
置
に
も
描

か
れ
て
い
る
（
図
１２
。
構
成
は
表
面
と
異
な
る
）
の
で
、
両
者
を
ま
と
め
て
第
三
章

で
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
本
章
で
は
表
面
の
中
段
か
ら
下
段
に
か
け
て
の
図
像

の
う
ち
、
前
稿
で
私
見
の
大
要
を
述
べ
た
千
手
観
音
、
十
四
菩
薩
、
五
十
二
仏

以
外
の
、
総
勢
三
十
四
尊
か
ら
な
る
諸
衆
（
図（
６
）

５
）
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
三
十
四
尊
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
五
種
に
大
別
で
き
る
。

①

十
四
菩
薩
の
下
に
配
さ
れ
る
計
十
六
体
の
、
羽
衣
を
ま
と
っ
て
合
掌
す
る
人

物
像
。

②

そ
の
下
中
央
に
大
き
く
表
さ
れ
た
二
体
の
天
部
形
像
。
梵
天
・
帝
釈
天
と
み

な
さ
れ
る
。

③

そ
の
下
に
計
四
体
あ
ら
わ
さ
れ
る
、
天
衣
と
裙
を
ま
と
い
、
長
髪
を
肩
ま
で

垂
ら
し
た
天
部
像
。

④

②
の
左
右
に
各
二
体
配
さ
れ
る
、
計
四
体
の
神
将
像
（
現
存
す
る
の
は
脚
部

の
み
）。
四
天
王
と
み
な
さ
れ
る
。

⑤

④
の
下
に
左
右
各
四
体
、
計
八
体
配
さ
れ
る
巻
髪
ま
た
は
逆
髪
の
力
士
風
の

像
。

前
稿
で
も
若
干
ふ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
諸
尊
の
意
味
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
以
下
の
二
つ
の
方
向
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
ａ
）『
千
手
経
』
所
説
、
釈
尊
の
補
陀
落
山
説
法
時
の
諸
聖
衆
と
し
て
。

（
ｂ
）
二
十
八
部
衆
（
大
悲
心
陀
羅
尼
を
護
持
す
る
者
を
守
護
す
る
、
観
音
菩
薩

の
使
者
）
の
図
像
が
確
立
さ
れ
る
以
前
の
図
像
と
し
て
。

ま
ず
（
ａ
）
の
可
能
性
だ
が
、『
千
手
経
』
は
諸
菩
薩
以
外
の
諸
衆
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
な
諸
尊
を
列
挙
し
て
い
る
。

（
イ
）
無
量
無
数
大
声
聞
僧
（
上
首
は
十
地
摩
訶
迦
葉
）。（
ロ
）
無
量
梵
摩
羅
天

（
上
首
は
善
�
梵
摩
）。（
ハ
）
無
量
欲
界
諸
天
子
（
上
首
は
瞿
婆
伽
天
子
）。

（
ニ
）
無
量
護
世
四
王
（
上
首
は
提
頭
頼
�
）。（
ホ
）
無
量
天
龍
夜
叉
、
乾
闥
婆
、

阿
修
羅
、
迦
楼
羅
、
緊
那
羅
、
摩
�
羅
伽
、
人
非
人
等
（
上
首
は
天
徳
大
龍
王
）。

（
ヘ
）
無
量
欲
界
諸
天
女
（
上
首
は
童
目
天
女
）。（
ト
）
無
量
虚
空
神
、
江
海
神
、

泉
源
神
、
河
沼
神
、
薬
草
神
、
樹
林
神
、
舎
宅
神
、
水
神
、
火
神
、
地
神
、
風
神
、

土
神
、
山
神
、
石
神
、
宮
殿
等
神
。

こ
の
う
ち
四
天
王
は
光
背
の
図
像
と
一
致
す
る
が
、
図
像
に
は
比
丘
衆
な
ど

が
一
切
み
ら
れ
ず
、
そ
の
他
の
尊
名
・
尊
数
も
ほ
と
ん
ど
対
応
し
な
い
の
で
、

採
る
べ
き
で
は
な
い
解
釈
と
思
わ
れ
る
。
な
お
図
像
中
の
⑤
の
八
尊
は
一
見
、

こ
こ
に
も
一
部
そ
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
八
部
衆
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
法

隆
寺
五
重
塔
塑
像
や
興
福
寺
旧
西
金
堂
像
な
ど
の
図
像
的
特
徴
と
全
く
対
応
し

な
い
た
め
、
即
座
に
同
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
「
天
龍
八
部
」
な

い
し
「
八
部
衆
」
と
こ
の
図
像
の
関
係
に
は
微
妙
な
問
題
が
付
随
す
る
の
で
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
で
（
ｂ
）
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
ず
る
中
で
改
め
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て
言
及
し
た
い
。

次
に
（
ｂ
）
が
成
立
す
る
可
能
性
―
結
論
か
ら
先
に
い
え
ば
、
こ
の
（
ｂ
）
説
か

ら
、
正
し
い
図
像
解
釈
が
導
き
出
さ
れ
る
―
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。『
千

手
経
』
は
観
音
が
種
々
の
尊
格
を
遣
わ
し
て
大
悲
心
陀
羅
尼
（
大
悲
呪
）
を
護
持

す
る
者
た
ち
を
守
護
す
る
こ
と
を
、
以
下
の
偈
文
を
以
て
説
い
て
い
る
。

我
遣
密
跡
金
剛
士
、
烏
蒭
君
荼
鴦
倶
尸
、
八
部
力
士
賞
迦
羅
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
摩
醯
那
羅
延
、
金
剛
羅
陀
迦
毘
羅
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
婆
�
娑
楼
羅
、
満
善
車
鉢
真
陀
羅
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
薩
遮
摩
和
羅
、
鳩
闌
単
�
半
祇
羅
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
畢
婆
伽
羅
王
、
応
徳
毘
多
薩
和
羅
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
梵
摩
三
鉢
羅
、
五
部
浄
居
炎
摩
羅
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
釈
王
三
十
三
、
大
弁
功
徳
婆
怛
那
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
提
頭
頼
�
王
、
神
母
女
等
大
力
衆
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
毘
楼
鞍
叉
王
、
毘
楼
博
叉
毘
沙
門
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
金
色
孔
雀
王
、
二
十
八
部
大
仙
衆
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
摩
尼
跋
陀
羅
、
散
支
大
将
弗
羅
婆
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
難
陀
跋
難
陀
、
婆
伽
羅
龍
伊
鉢
羅
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
修
羅
乾
闥
婆
、
迦
楼
緊
那
摩
�
羅
、
常
当
擁
護
受
持
者
。

我
遣
水
火
雷
電
神
、
鳩
槃
荼
王
毘
舎
闍
、
常
当
擁
護
受
持
者（
Ｔ
２０
・
１０８
ｂ
）。

周
知
の
と
お
り
、
千
手
観
音
の
眷
属
と
し
て
い
わ
ゆ
る
二
十
八
部
衆
の
数
と

尊
名
が
初
め
て
確
定
さ
れ
る
の
は
、
伝
善
無
畏
（
六
三
七
―
七
三
五
）
訳
『
千
手

観
音
造
次
第
法
儀
軌
』（
以
下
『
儀
軌
』
と
略
称
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
二
十

八
部
衆
は
『
千
手
経
』
の
上
掲
の
文
言
に
再
解
釈
を
加
え
、
以
下
の
二
十
八
種

に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
密
迹
金
剛
士
、（
２
）
烏
蒭
君
荼
鴦
倶
尸
及
び
八
部
力
士
賞
迦
羅
、

（
３
）
魔
醯
那
羅
延
、（
４
）
金
毘
羅
陀
迦
毘
羅
、（
５
）
婆
�
娑
楼
那
、

（
６
）
満
善
車
鉢
真
陀
羅
、（
７
）
薩
遮
摩
和
羅
、（
８
）
鳩
蘭
単
�
半
祇
羅
、

（
９
）
畢
婆
伽
羅
王
、（
１０
）
応
徳
毘
多
薩
和
羅
、（
１１
）
梵
摩
三
鉢
羅
、

（
１２
）
五
部
浄
居
及
び
炎
摩
羅
、（
１３
）
釈
王
三
十
三
、（
１４
）
大
弁
功
徳
婆
怛
那
、

（
１５
）
提
頭
頼
�
王
、（
１６
）
神
母
女
等
大
力
衆
、（
１７
）
毘
楼
鞍
叉
王
、

（
１８
）
毘
楼
博
叉
王
、（
１９
）
毘
沙
門
天
王
、（
２０
）
金
色
孔
雀
王
、

（
２１
）
二
十
八
部
大
仙
衆
、（
２２
）
摩
尼
跋
陀
羅
、（
２３
）
散
支
大
将
弗
羅
婆
、

（
２４
）
難
陀
跋
難
陀
及
び
婆
伽
羅
龍
伊
鉢
羅
、

（
２５
）
修
羅
・
乾
闥
婆
・
迦
楼
羅
・
緊
那
羅
・
摩
�
羅
伽
、

（
２６
）
水
火
雷
電
の
四
神
、（
２７
）
鳩
槃
荼
王
、

（
２８
）
毘
舎
闍
（
Ｔ
２０
・
１３８
ａ
〜
１３９
ｂ
）。

し
か
し
な
が
ら
善
無
畏
訳
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
の
『
儀
軌
』
が
、
漢
訳
『
千
手

経
』
を
下
敷
き
に
中
国
で
偽
撰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い

こ
と
は
、
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
の
系
譜
に
関
す
る
山
田
明
爾
氏
の
研
究

（「
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
の
系
譜
―
諸
天
鬼
神
の
系
譜
研
究
の
一
環
と
し
て
―
」

『
龍
谷
大
学
論
集
』
三
九
九
、
一
九
七
二
。
以
下
「
山
田
一
九
七
二
」
と
略
称
）
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
も
述
べ
る
と
お
り
、『
儀
軌
』
の
記
載
に
は
複
数

の
尊
格
を
一
衆
と
し
て
数
え
て
い
た
り
、
一
尊
と
し
な
が
ら
も
複
数
の
尊
格
が

混
じ
っ
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
不
可
解
な
部
分
が
非
常
に
多
い
。
と
は
い
え
こ

れ
が
空
海
に
よ
る
将
来
以
降
、
長
ら
く
わ
が
国
に
お
け
る
二
十
八
部
衆
像
の
典

拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
日
本
・
定

深
撰
『
千
手
経
二
十
八
部
衆
釈
』（
一
一
〇
八
年
頃
。『
十
百
手
陀
羅
尼
守
護
者
名
号

略
釈
』
、
Ｔ
６１
・
７４９
ｂ
以
下
）
で
は
「
上
の
偈
讃
を
分
解
す
る
と
、
そ
こ
に
盛
ら
れ

た
尊
格
の
種
類
は
二
十
八
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
二
十
八
部
衆
を
説
く
『
儀

軌
』
の
解
釈
は
誤
っ
て
い
る
」（
定
深
は
偈
讃
に
説
か
れ
る
尊
格
を
四
十
九
部
に
整
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理
す
る
）
と
し
て
、
そ
の
解
釈
に
疑
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
『
儀

軌
』
が
早
く
に
紹
介
さ
れ
て
以
降
、
尊
名
の
異
同
は
あ
っ
て
も
二
十
八
と
い
う

枠
組
自
体
が
定
深
以
外
の
人
物
か
ら
疑
義
を
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ

が
強
い
規
範
性
を
保
っ
た
が
、
中
国
に
お
け
る
各
種
画
像
（
敦
煌
絵
画
な
ど
）
に

お
い
て
は
『
儀
軌
』
の
規
定
が
ほ
と
ん
ど
拘
束
力
を
も
た
ず
、
千
手
観
音
の
眷

属
は
か
な
り
自
由
な
造
形
化
が
行
わ
れ
た
模
様
で
、
そ
の
内
容
は
多
種
多（
７
）様
で

あ
る
（
山
田
一
九
七
二
、
５０
―
５７
頁
）。
ま
た
こ
の
二
十
八
部
衆
が
二
月
堂
光
背
の

諸
眷
属
の
一
々
と
対
応
し
な
い
こ
と
も
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

そ
の
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
ふ
た
た
び
本
光
背
の
三
十
四
尊
に
目
を
向
け
て
み

よ
う
。
ま
ず
『
千
手
経
』
の
偈
文
に
登
場
す
る
尊
格
の
う
ち
、
本
光
背
中
に
確

実
に
同
定
で
き
る
と
み
ら
れ
る
の
は
上
掲
の
②
④
の
図
像
、
す
な
わ
ち
提
頭
頼

�
王
（
持
国
天
）、
毘
楼
鞍
叉
王
（
増
長
天
）、
毘
楼
博
叉
（
広
目
天
）、
毘
沙
門

（
多
聞
天
）
の
四
天
王
、
梵
摩
三
鉢
羅
（
梵
天
）
と
釈
王
三
十
三
（
帝
釈
天
）
の
計

六
尊
で
あ
る
。
こ
の
六
尊
は
『
儀
軌
』
に
お
い
て
は
、
二
十
八
部
衆
の
中
に
組

み
込
ま
れ
た
尊
格
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
図
中
の
三
十
四
尊
か
ら
、
梵
釈
四

天
王
を
「
別
格
視
さ
れ
た
尊
格
」
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
引
け
ば
、
眷
属
の
数

は
二
十
八
尊
と
な
る
。
こ
の
二
十
八
尊
が
『
千
手
経
』
の
偈
文
中
の
「
二
十
八

部
大
仙
衆
」
と
い
う
文
言
、
及
び
後
世
の
「
二
十
八
部
衆
」
と
同
数
で
あ
る
こ

と
が
、
単
な
る
偶
然
の
一
致
で
あ
る
と
は
み
な
し
難
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

奈
良
朝
の
仏
教
界
に
お
い
て
、
梵
釈
四
天
王
が
仏
菩
薩
を
と
り
ま
く
諸
尊
の

中
で
、
別
格
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
大
仏
開
眼
前
後
の
東

大
寺
と
そ
の
周
辺
に
限
っ
て
も
、
法
華
堂
不
空
羂
索
観
音
像
の
周
囲
に
乾
漆
の

巨
像
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
開
眼
会
ま
で
に
大
仏
殿
に
安
置
さ
れ
た
六
宗
厨

子
の
六
基
全
て
の
扉
絵
に
こ
の
六
尊
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
、
天
平
宝
字
元
年

（
七
六
七
）
七
月
の
橘
奈
良
麻
呂
の
乱
の
鎮
圧
、
及
び
神
護
景
雲
三
年
（
七
六

九
）
五
月
に
厭
魅
を
行
っ
た
か
ど
で
行
わ
れ
た
県
犬
養
姉
女
の
配
流
な
ど
に
際

し
て
の
孝
謙
天
皇
の
宣
命
中
に
「
盧
舎
那
如
来
、
観
世
音
菩
薩
、
護
法
の
梵
天

・
帝
釈
・
四
天
王
の
不
可
思
議
威
神
の
力
に
依
る
」
と
い
っ
た
文
言
が
み
ら
れ

る
こ
と
な
ど
多
く
の
事（
８
）
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
容
易
に
推
測
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
二
月
堂
光
背
の
図
像
の
全
部
な
い
し
一
部
が
将
来
図
像
に
基
づ
い

て
い
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
以
上
の
諸
点
が
、
本
図
が
梵
釈

四
天
王
と
そ
の
他
の
二
十
八
尊
を
区
別
す
る
考
え
に
基
づ
い
て
描
か
れ
て
い
る

可
能
性
を
想
定
す
る
上
で
、
有
力
な
状
況
証
拠
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
仏
菩
薩
の
眷
属
の
名
称
を
列
挙
す
る
漢
訳
仏
典
中
に

し
ば
し
ば
「
二
十
八
部
諸
鬼
神
」
な
る
尊
格
が
登
場
し
、
か
つ
こ
れ
が
四
天
王

と
完
全
に
区
別
さ
れ
、
梵
釈
と
の
間
に
も
一
線
が
引
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
山
田
一
九
七
二
、
５７
―
（
９
）

６１
頁
）。
す
な
わ
ち
『
儀
軌
』
以
前

に
は
、「
二
十
八
」
の
数
を
以
て
一
括
り
に
さ
れ
る
諸
尊
の
中
に
、
明
確
に
梵
釈

四
天
王
を
組
み
込
む
考
え
は
見
受
け
ら
れ
な
い
模
様
で
あ
る
。

先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
敦
煌
絵
画
な
ど
に
お
い
て
は
千
手
観
音
の
眷
属
を

二
十
八
尊
（
部
）
と
す
る
『
儀
軌
』
の
規
定
は
守
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
敦
煌
絵
画
の
年
代
が
本
図
の
原
図
の
成
立
よ
り
下
る
と
み
な
さ
れ
る
点
、
そ

し
て
敦
煌
絵
画
の
千
手
観
音
関
連
図
像
の
眷
属
中
に
み
ら
れ
る
不
空
訳
『
摂
無

礙
大
悲
心
補
陀
落
海
会
軌
』（
こ
れ
は
二
十
八
部
衆
を
説
か
な
い
）
所
説
の
諸
尊
に

対
応
す
る
図（
１０
）
像
（
如
意
輪
観
音
、
慈
氏＝

弥
勒
菩
薩
、
不
空
羂
索
観
音
、
勢
至
菩
薩
、

婆
薮
仙
、
塗
香
菩
薩
等
）、
な
か
ん
ず
く
密
教
色
の
濃
厚
な
多
面
多
臂
像
が
本
図

の
眷
属
中
に
全
く
み
ら
れ
な
い
点
を
考
慮
し
て
、
二
月
堂
光
背
が
不
空
以
前
の

中
国
仏
教
界
に
お
け
る
千
手
観
音
図
像
の
様
相
、
さ
ら
に
は
伝
善
無
畏
訳
『
儀

軌
』
の
成
立
以
前
の
状
況
（
も
し
く
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
が
適
用
さ
れ
て
い
な

い
状
況
）
を
反
映
し
た
図
像
、
或
い
は
中
国
以
外
の
地
で
独
自
の
『
千
手
経
』
解
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釈
に
基
づ
い
て
構
想
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
と
想
定
し
た
場
合
は
ど
う
か
。
も
し

「
千
手
観
音
の
眷
属
に
二
十
八
を
構
成
単
位
と
す
る
尊
格
を
配
す
る
、
と
い
う

認
識
は
本
光
背
の
制
作
背
景
に
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
二
十
八
尊
は
梵
釈
四

天
王
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
方
向
で
そ
の
意
味
内
容
を
整
合
的
に
解

釈
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、「
二
十
八
」
と
い
う
数
を
重
視
す
る
一
方
で
、
無
理
に

『
儀
軌
』
を
あ
て
は
め
ず
と
も
、
こ
の
図
像
を
整
合
的
に
解
釈
で
き
る
可
能
性

が
開
け
て
く
る
の
で
あ
り
、
本
図
に
お
け
る
眷
属
群
像
の
意
味
を
、
体
系
的
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
改
め
て
『
千
手
経
』
の
偈
文
と
二
月
堂
光

背
の
図
像
の
照
合
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
同
経
の
「
二
十
八
部
大
仙

衆
」
の
文
言
と
光
背
図
像
中
の
①
、
す
な
わ
ち
十
六
体
の
羽
衣
を
ま
と
っ
た
人

物
群
を
取
り
上
げ
よ
う
。
そ
の
像
容
は
明
ら
か
に
中
国
的
な
神
仙
の
姿
に
基
づ

い
て
お
り
、
経
中
の
「
仙
」
の
言
葉
に
ぴ
た
り
と
適
合
す
る
。
し
か
し
な
が
ら

『
千
手
経
』
の
文
言
の
み
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
な
ら
ば
、
図
像
の
人
数
が

「
二
十
八
」
に
一
致
し
な
い
と
い
う
現
象
は
生
じ
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
別
の
角
度
か
ら
の
説
明
が
要
求
さ
れ
よ
う
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
智
通
訳
『
千
眼
千
臂
観
世
音
菩
薩
陀
羅
尼
神
呪

経
』（
い
わ
ゆ
る
『
千
臂
経
』
）
及
び
そ
の
別
本
、
さ
ら
に
菩
提
流
志
訳
『
千
手
千

眼
観
世
音
菩
薩
姥
陀
羅
尼
身
経
』
の
三（
１１
）
本
に
み
ら
れ
る
記
載
で
あ
る
。
こ
の
三

本
は
同
本
異
訳
で
あ
り
、『
千
手
経
』
と
は
系
統
を
異
に
す
る
も
の
だ
が
、
い
ず

れ
も
行
者
が
「
天
龍
八
部
鬼
神
」
を
呼
召
す
る
た
め
の
印
を
結
び
、
陀
羅
尼
を

唱
え
る
と
、「
二
十
八
部
鬼
神
」
が
や
っ
て
来
て
、
行
者
の
傍
ら
に
坐
し
て
そ
の

陀
羅
尼
を
聴
く
と
説（
１２
）
く
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
内
訳
に
は
一
切
言
及
が
な
い
。

つ
ま
り
「『
千
手
経
』
で
は
諸
天
善
神
を
他
の
箇
所
に
羅
列
す
る
こ
と
は
し
て

も
、
そ
の
部
数
を
数
え
る
意
図
は
な
か
っ
た
。
一
方
『
陀
羅
尼
神
呪
経
』（
『
千
臂

経
』）
系
で
は
八
部
や
二
十
八
部
の
名
数
を
意
識
し
て
い
た
が
、
そ
の
部
名
を

挙
げ
る
発
想
を
も
た
な
か
っ
た
。
千
手
観
音
の
召
呼
に
応
ず
べ
き
眷
属
群
の
理

解
に
は
、
こ
の
二
系
統
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
山
田
一
九
七
二
、
５６

頁
）」
の
で
あ
る
。

本
図
の
図
像
構
想
に
あ
た
っ
て
の
根
本
的
な
所
依
経
典
が
『
千
手
経
』
で
あ

る
こ
と
は
、
前
稿
で
の
考
察
か
ら
明
ら
か
だ
が
、
以
上
の
点
に
鑑
み
る
と
、
陀

羅
尼
を
行
ず
る
者
の
守
護
尊
格
の
数
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、『
千
臂
経
』
系
の

経
典
が
参
照
さ
れ
、
そ
の
文
言
が
優
先
さ
れ
た
可
能
性
が
著
し
く
大
き
い
と
考

え
ざ
る
を
得
な
い
。『
千
臂
経
』
系
の
三
本
で
は
、
こ
の
「
天
龍
八
部
の
呼
召
」

と
は
別
に
「
大
梵
天
王
」
及
び
「
三
十
三
天
」
を
呼
召
す
る
た
め
の
印
契
と
陀

羅
尼
が
説
か
れ
て
お（
１３
）
り
（
三
十
三
天
の
呼
召
の
項
で
は
「
釈
梵
諸
天
が
常
に
来
て
、

侍
衛
す
る
」
と
あ
る
）、「
二
十
八
部
鬼
神
」
と
梵
釈
が
別
個
に
考
え
ら
れ
て
い
た

と
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
四
天
王
が
諸
経
に
お
い
て
「
二
十
八
部
諸
鬼
神
」
と
常

に
別
に
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
、
先
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
の

三
十
四
尊
は
、『
千
手
経
』
に
列
挙
さ
れ
る
諸
衆
の
う
ち
梵
釈
四
天
王
を
、
以
上

の
点
に
配
慮
し
て
二
十
八
部
（
『
千
臂
経
』
系
の
経
典
に
基
づ
く
）
か
ら
除
外
し
た

上
で
別
に
図
化
し
、
か
つ
諸
尊
の
最
終
的
な
像
容
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
『
千

手
経
』
の
記
載
が
適
用
さ
れ
る
（
十
六
体
の
神
仙
が
「
仙
」
と
し
て
図
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
わ
か
る
）
と
い
う
流
れ
で
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
全
て
が

陀
羅
尼
を
護
持
す
る
者
を
守
護
す
る
尊
格
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
残
さ
れ
た
③
の
四
尊
と
⑤
の
八
尊
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
が

可
能
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
⑤
の
八
尊
だ
が
、
こ
こ
で
は
本
眷
属
図
像
の
衆
数
決

定
に
あ
た
っ
て
参
照
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
『
千
臂
経
』
系
の
三
本
に
お
い
て
、

「
天
龍
八
部
鬼
神
」
を
呼
召
す
る
と
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
や
っ
て
来
る
の
が

「
二
十
八
部
鬼
神
」
で
あ
る
と
い
う
、
奇
妙
な
不
一
致
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
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注
目
し
た
い
。
こ
の
文
言
を
読
ん
で
二
月
堂
光
背
の
図
像
を
構
想
し
た
者
（
も

し
く
は
、
構
想
の
基
礎
と
な
る
経
典
解
釈
を
行
っ
た
者
）
は
恐
ら
く
当
惑
し
、「
二
十

八
部
」
の
中
に
「
八
部
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
た
結
果
、
図
像
で
は
二
十

八
尊
の
中
に
こ
の
八
尊
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
、
容
易
に
推
測
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
図
像
は
「
天
龍
八
部
」
の
文
言
に
忠

実
に
、
い
わ
ゆ
る
八
部
衆
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

け
れ
ど
も
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
姿
は
奈
良
朝
の
八
部
衆
の
図
像
と
著

し
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
し
か
る
べ
き
説
明
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。

筆
者
は
こ
の
現
象
も
、
本
図
の
構
想
に
際
し
て
、
衆
数
の
決
定
に
あ
た
っ
て

は
『
千
臂
経
』
系
の
記
載
が
重
ん
じ
ら
れ
る
一
方
で
、
諸
尊
の
像
容
決
定
に
あ

た
っ
て
は
『
千
手
経
』
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
る
。
す
な

わ
ち
『
千
手
経
』
の
「
八
部
力
士
」
の
文
言
が
、
い
わ
ゆ
る
八
部
衆
に
含
ま
れ

る
修
羅
・
乾
闥
婆
・
迦
楼
羅
・
緊
那
羅
・
摩
�
羅
伽
が
別
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
優
先
さ
れ
た
結
果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
な
す
訳
で
あ
る
。

二
臂
で
天
衣
と
裳
を
着
用
す
る
服
制
、
諧
謔
味
を
帯
び
て
は
い
る
も
の
の
忿
怒

形
に
属
す
る
面
貌
表
現
な
ど
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
名
に
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
八
尊
の
焔
髪
な
い
し
巻
髪
形
の
頭
髪
、
う
ち
一
体

が
着
用
す
る
獣
皮
な
ど
は
、
単
に
「
力
士
」
の
言
葉
だ
け
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
図
像
の
成
立
背
景
に
存
在
し
た
可
能
性
を
も
つ
尊
格
と
し
て
、
ま
ず
想

起
さ
れ
る
の
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
九
そ
の
他
に
み
え
る
「
火
頭
金
剛
」
の
類

で
あ
ろ
う
。
奈
良
朝
に
お
い
て
は
「
火
頭
菩
薩
」
の
造
像（
１４
）
例
が
あ
り
、「
金
剛
」

と
「
力
士
」
が
互
換
性
を
有
し
う
る
語
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
像
容
に
共
通

項
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
点
を
考
慮
し
て
も
、
八
尊
の
一
体
一
体
の
名
称
に

明
確
な
説
明
を
加
え
る
こ
と
は
困
難
な
が
ら
、
そ
の
可
能
性
は
十
分
に
検
討
に

値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

火
頭
金
剛
は
一
般
に
烏
枢
沙
摩
明
王
と
同
尊
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、『
大
仏

頂
首
楞
厳
経
』
巻
五
に
そ
の
説
が
説
か
れ
る
ほ
か
、『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
九
の

「
画
烏
枢
沙
摩
像
法
」
の
条
で
は
「
火
頭
金
剛
」
の
名
で
像
法
が
説
か
れ
て
い

（
１５
）
る
。『
千
手
経
』
の
偈
文
は
、
経
文
に
直
に
あ
た
っ
た
場
合
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま

で
が
一
群
の
尊
格
と
し
て
括
ら
れ
る
か
判
断
に
苦
し
む
も
の
で
、
い
か
よ
う
に

も
解
釈
で
き
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
仮
に
「
八
部
力
士
賞
迦
羅
」
の
文

言
が
、
直
前
の
「
我
遣
密
跡
金
剛
士
、
烏
蒭
君
荼
鴦
倶
尸
」
と
一
連
の
も
の
と

み
な
さ
れ
た
と
考
え
た
場
合
、
烏
蒭
（
烏
枢
沙
摩
明
王
）、
君
荼
（
軍
荼
利
明
王
）、

鴦
倶
尸
（
馬
頭
明
王
）
と
い
っ
た
明
王
系
の
尊
格
が
、
こ
の
「
八
部
力
士
」
の
う

ち
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
敦
煌
画
の
千
手
観
音
図
の
眷
属
中
に

は
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
「
火
頭
金
剛
」
が
し
ば
し
ば
登（
１６
）
場
す
る
。
そ
の
像
容
は
完

全
に
純
密
の
尊
像
と
し
て
通
用
す
る
多
臂
の
明
王
の
姿
で
、
八
尊
構
成
で
は
な

い
が
、「
青
面
金
剛
（
碧
毒
金
剛
）」
と
と
も
に
造
形
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
同

尊
と
み
な
さ
れ
る
烏
枢
沙
摩
明
王
は
「
烏
蒭
澁
摩
菩
薩
」
と
し
て
先
の
不
空
訳

『
摂
無
礙
大
悲
心
補
陀
落
海
会
軌
』
に
み
え
る
も
の
で
（
Ｔ
２０
・
１３３
ａ
）、
図
像

化
に
際
し
て
は
、
直
接
的
に
は
こ
れ
が
参
照
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
千
手
観

音
の
眷
属
と
し
て
造
形
化
さ
れ
る
こ
と
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
二
月
堂
光
背
の

原
図
が
構
想
さ
れ
た
頃
以
来
の
規
定
を
引
き
ず
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は

な
か
ろ
う
。

以
上
の
諸
点
か
ら
、
二
月
堂
光
背
の
こ
の
八
尊
に
は
純
密
将
来
以
前
の
、
現

存
す
る
日
本
最
古
の
明
王
系
の
尊
格
と
み
な
し
う
る
図
像
が
、
含
ま
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
ら
明
王
系
尊
格
の
像
容
に
関
し
て
は
、
諸

経
軌
の
記
載
の
間
に
異
同
が
あ
り
、
烏
枢
沙
摩
明
王
を
例
に
と
る
と
、
そ
の
像
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容
は
一
面
・
三
面
・
二
臂
・
四
臂
・
六
臂
・
八
臂
と
多
種
多
様
で
あ
る
（『
陀

羅
尼
集
経
』
の
場
合
は
四
臂
）。
こ
の
た
め
本
図
の
八
尊
が
な
ぜ
一
面
二
臂
の
姿

を
と
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
に
対
し
て
も
当
然
な
が
ら
よ
り
深
い
検
討
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
本
図
の
構
想
に
あ
た
っ
て
、

先
の
偈
文
の
「
八
部
力
士
」
が
「
密
跡
・
金
剛
士
」
を
含
む
と
解
釈
さ
れ
て
い

た
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
明
王
系
尊
格
の
姿
を
優
先
し
つ
つ
も
「
力
士
」
の
語

か
ら
連
想
さ
れ
る
像
容
と
の
調
整
が
図
ら
れ
た
結
果
、
個
々
の
経
軌
に
み
ら
れ

る
規
定
は
厳
密
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
て
お
き
た（
１７
）
い
。

次
に
③
の
四
尊
だ
が
、『
千
臂
経
』
系
の
「
二
十
八
部
諸
鬼
神
」
及
び
『
千
手

経
』
の
「
二
十
八
部
大
仙
衆
」
か
ら
「
天
龍
八
部
」
を
除
い
た
結
果
生
ず
る
、

「
そ
の
他
の
大
仙
衆
」
が
十
六
体
の
神
仙
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

以
上
の
考
察
か
ら
確
定
で
き
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
は
「
天
龍
八
部
」
か
ら

「
八
部
力
士
」
を
除
い
た
尊
格
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
「
そ
の
他

大
勢
」
か
ら
除
外
さ
れ
る
だ
け
の
、
必
然
性
を
有
し
て
い
る
尊
格
と
考
え
る
訳

で
あ
る
。
尊
名
の
確
定
を
『
千
手
経
』
の
偈
讃
の
み
か
ら
行
う
こ
と
は
難
し
い

が
、
後
の
敦
煌
の
千
手
観
音
図
像
で
千
手
観
音
の
直
下
に
描
か
れ
る
場
合
が
あ

（
１８
）
り
（
本
図
で
も
最
下
部
中
央
の
位
置
に
表
現
さ
れ
る
）、
ま
た
唐
代
の
中
国
や
わ
が

国
に
お
け
る
仏
教
関
係
の
祈
祷
、
特
に
祈
雨
の
場
で
重
視
さ
れ
た
龍
神
・
龍
王

の
類
、
す
な
わ
ち
同
経
に
い
う
と
こ
ろ
の
難
陀
・
跋
難
陀
・
婆
伽
羅
龍
・
伊
鉢

羅
の
四
体
の
龍
王
な
ど
が
有
力
候
補
に
な
る
だ
ろ
う
（
同
経
に
は
「
梵
釈
四
天
王

神
仙
龍
王
」
の
文
言
も
あ
る
。
Ｔ
２０
・
１０９
ａ
）。
た
だ
し
本
図
の
図
像
に
、
龍
で
あ
る

こ
と
を
示
す
標
識
が
な
い
点
は
、
こ
の
考
え
の
大
き
な
弱
点
と
な
る
の
で
、
こ

れ
以
上
の
詮
索
は
慎
み
た
い
。

以
上
、
二
月
堂
光
背
表
面
の
三
十
四
尊
の
眷
属
図
像
の
解
読
を
行
い
、
そ
の

内
容
を
ほ
ぼ
確
定
し
た
が
、
こ
の
図
像
は
、
千
手
観
音
信
仰
の
中
核
に
大
悲
心

陀
羅
尼
が
存
し
た
こ
と
を
、
改
め
て
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
再

度
注
目
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
眷
属
の
中
で
特
に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
、
人

数
も
多
い
神
仙
の
図
像
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
が
単
な
る
神
仙
で
は
な
く
、
陀

羅
尼
信
仰
と
密
接
に
関
わ
り
、
雑
密
経
典
に
も
頻
出
す
る
「
持
明（
１９
）
仙
」「
持
呪

仙
」
の
類
と
し
て
表
現
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
光
背
の
前
に
立
つ

大
観
音
は
十
一
面
観
音
だ
が
、
奈
良
朝
の
同
尊
に
対
す
る
信
仰
の
根
本
経
典
で

あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
玄
奘
訳
『
十
一
面
神
呪
心（
２０
）
経
』
に
は
、
観
音
が
無
量
の
「
持

呪
神
仙
」
と
と
も
に
仏
所
に
至
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
持
明
仙
は
後
に
胎

蔵
界
曼
荼
羅
の
外
金
剛
部
院
に
も
登（
２１
）
場
す
る
が
、
菩
薩
形
な
い
し
童
子
形
を
と

る
そ
の
姿
は
本
光
背
の
図
像
と
著
し
く
異
な
り
、
両
者
間
の
図
像
的
脈
絡
は
全

く
存
在
し
な
い
。
ま
た
「
仙
」
は
ア
シ
タ
仙
や
婆
薮
仙
の
図
像
が
物
語
る
と
お

り
、
仏
教
図
像
で
は
老
相
の
バ
ラ
モ
ン
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、

本
図
の
「
大
仙
衆
」
が
中
国
以
西
に
図
像
的
源
流
を
有
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

は
明
白
で
あ
り
、
漢
訳
の
経
文
の
言
葉
か
ら
そ
の
姿
が
想
像
さ
れ
、
中
国
的
神

仙
と
し
て
描
か
れ
る
に
至
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
図
の
眷
属
が
、
わ
が
国
で
後
世
行
わ
れ
た
二
十
八
部
衆
像
の
先
蹤
を
な
す

図
像
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
後
世
の
作
例
と
の
間
に
は
、（
梵
釈
四
天
王

を
除
く
）
二
十
八
と
い
う
数
の
点
で
は
一
致
す
る
も
の
の
、
図
像
的
脈
絡
に
お

い
て
は
大
き
な
断
絶
が
あ
り
、
本
図
が
図
像
面
で
直
接
的
な
影
響
を
後
代
に
及

ぼ
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
た
だ
し
先
述
の
『
儀
軌
』
と
は
著
し
く
異
な
っ
た

内
容
を
も
つ
と
は
い
え
、
二
十
八
と
い
う
衆
数
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
点
は

明
白
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
敦
煌
画
な
ど
と
全
く
違
っ
た
性
質
を
備
え
て

い
る
と
い
う
事
実
は
、
本
図
の
原
図
が
成
立
し
た
地
域
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ

り
、
そ
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
千
手
観
音
造
像
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
さ
ら
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
我
が
国
で
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
の
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帰
国
後
ま
ず
興
福
寺
に
入
り
、
の
ち
に
大
安
寺
に
止
住
し
た
入
唐
僧
の
道
慈

（
？
―
七
四
四
）
が
『
千
手
経
』
の
注
釈
書
と
み
な
さ
れ
る
『
千
手
千
眼
経（
２２
）
疏
』

（
現
存
せ
ず
）
を
撰
述
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
、
こ
の
種
の
注
釈
書
の
記
述
と

本
図
の
図
様
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
を
、
当
時
の
東
大
寺

（
及
び
前
身
寺
院
）
と
大
安
寺
の
周
辺
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
解
釈
と
変
化
観
音

信
仰
の
関
係
に
眼
を
配
り
つ
つ
考
え
る
作
業
は
必
須
だ
が
、
と
も
あ
れ
以
上
の

考
察
か
ら
、
こ
の
図
像
が
、
観
音
が
神
変
に
よ
っ
て
放
つ
光
明
の
う
ち
に
、
大

悲
心
陀
羅
尼
を
護
持
す
る
者
を
守
る
眷
属
（
総
計
三
十
四
尊
）
が
召
喚
さ
れ
、
出

現
す
る
様（
２３
）
子
の
描
写
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
表
面
の
図
像
全

体
が
こ
の
陀
羅
尼
の
護
持
と
、
そ
れ
が
生
む
絶
大
な
効
果
を
主
題
と
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
、
裏
面
の
「
世
界
図
」
―
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
と
の
関
連

で
は
次
に
、
身
光
裏
面
（
現
状
で
は
図
様
は
東
大
寺
所
蔵
の
拓
本
に
よ
っ
て
み
る

ほ
か
な
い
）
の
い
わ
ゆ
る
「
世
界
図
」（
図
３
）
の
解
釈
に
入
る
こ
と
と
し
た
い
。

そ
の
さ
し
あ
た
っ
て
の
全
体
の
意
味
を
『
千
手
経
』
所
説
の
観
音
菩
薩
の
神
変

と
関
連
づ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
同
経
の
以
下
の
よ
う
な
文
言
が
こ
れ
に
対
応

し
よ
う
。

時
観
世
音
菩
薩
、
於
大
会
中
密
放
神
通
、
光
明
照
曜
十
方
刹
土
。
及
此
三
千
大
千

世
界
皆
金
色
。
天
宮
龍
宮
諸
尊
神
宮
、
皆
悉
震
動
。
江
河
大
海
鉄
囲
山
須
弥
山
、

土
山
黒
山
亦
皆
大
動
。
日
月
珠
火
星
宿
之
光
、
皆
悉
不
現
（
Ｔ
２０
・
１０６
ａ
）。

す
な
わ
ち
こ
の
世
界
図
は
、
観
音
が
大
悲
呪
の
力
で
放
つ
光
明
が
全
世
界
を

照
射
す
る
瞬
間
を
表
現
し
た
も
の
、
換
言
す
れ
ば
光
明
が
ゆ
き
わ
た
る
範
囲
を

可
視
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
上
記
の
よ
う
な
『
千
手

経
』
の
文
言
の
簡
略
な
描
写
に
比
し
て
、
本
図
が
は
る
か
に
豊
富
な
内
容
を
含

ん
で
い
る
こ
と
は
瞭
然
で
あ
り
、
当
然
の
事
な
が
ら
も
と
と
な
る
図
像
が
あ
っ

た
、
あ
る
い
は
他
の
経
論
の
所
説
を
取
り
込
ん
で
図
様
が
成
立
し
た
と
み
な
さ

れ
る
。
本
章
で
は
こ
の
点
に
関
し
て
、
二
月
堂
光
背
世
界
図
を
構
成
す
る
諸
要

素
の
う
ち
か
な
り
の
部
分
が
、
年
代
的
に
や
や
先
行
す
る
と
目
さ
れ
る
大
仏
蓮

弁
線
刻（
２４
）
図
（
図
６
）
と
共
通
し
て
い
る
点
に
鑑
み
て
、
両
図
像
に
目
を
配
り
つ
つ
、

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）
色
界
諸
天
の
図
像
、
及
び
大
仏
蓮
弁
に
お
け
る
無
色
界
の

有
無
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に
両
図
の
研
究
史
上
、
常
に
重
大
な
論
点
で
あ
り
続
け
て
き
た
、
天

界
の
図
像
に
対
す
る
解
釈
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
は
多

く
の
先
行
研
究
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
成
果
の
一
つ
と
目
さ
れ
る
松
本
伸
之
氏

の
説
（
「
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
線
刻
画
の
図
様
に
つ
い
て
」『
南
都
仏
教
』
五
五
、
一
九
八

六
、
以
下
「
松
本
一
九
八
六
」
と
略
称
）
に
ま
ず
注
目
し
た
い
。
松
本
論
文
で
は
既

往
の
諸
説
に
網
羅
的
な
検
討
が
加
え
ら
れ
（
研
究
史
の
詳
細
は
同
論
文
を
参
照
さ

れ
た
い
）、
そ
の
批
判
を
行
い
つ
つ
新
た
な
知
見
を
盛
り
込
ん
だ
解
釈
が
提
示

さ
れ
て
い
る
。
従
来
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
は
主
に
『
華
厳
経
』
及
び
『
梵
網
経
』

の
所
説
と
図
様
の
照
応
関
係
、
と
い
う
観
点
か
ら
解
釈
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

同
氏
は
い
く
つ
か
の
図
様
を
、
そ
れ
ま
で
全
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
『
大
智
度

論
』
の
所
説
に
対
応
し
て
い
る
と
み
な
し
、「
本
図
は
『
大
智
度
論
』
の
所
説
を

中
心
と
し
て
成
っ
た
三
千
大
千
三
界
図
に
、『
梵
網
経
』
の
経
説
を
加
え
て
成
立

し
た
図
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
結
論
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
氏
は
大
仏
蓮

弁
の
天
界
の
図
像
が
、
界
線
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
二
十
五
層
に
、
最
上
部
に
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大
き
く
表
さ
れ
た
仏
菩
薩
図
を
加
え
た
計
二
十
六
層
か
ら
な
っ
て
い
る
と
み
な

し
、
上
段
か
ら
順
に
無
色
界
四
天
、
色
界
十
八
天
、
欲
界
中
の
空
居
の
四
天
を

表
現
し
た
も
の
と
考
え
て
、
各
々
の
数
が
『
智
度
論
』（
及
び
『
梵
網
経
』
）
の
説

に
一
致
す
る
と
説
く
。
こ
の
う
ち
下
の
四
層
が
欲
界
六
天
の
う
ち
空
居
の
四
天

で
あ
る
と
い
う
点
に
関
し
て
は
従
来
か
ら
研
究
者
の
意
見
の
一
致
を
み
て
い
る

の
で
あ
り
、
筆
者
も
全
く
異
存
は
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
色
界
と
無
色
界
に

対
す
る
理
解
で
あ
り
、
以
下
の
考
察
で
は
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

と
す
る
。

色
界
諸
天
の
階
級
・
構
成
は
元
来
禅
定
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
転
生
の
場
に
対

応
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
内
訳
に
関
し
て
は
諸
経
論
の
所
説
の
間
に
著
し
い
異

同
が
あ
る
。
こ
の
た
め
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
（
及
び
二
月
堂
光
背
線
刻
図
）
の
色
界

図
像
の
典
拠
を
ど
こ
に
求
め
る
か
に
よ
っ
て
、
天
界
全
体
の
構
成
に
対
す
る
解

釈
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
諸
先
学
に
よ
っ
て
多
様
な
説
が
提
出

さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
図
相
か
ら
出
発
し
て
考
え
れ
ば
、
松
本
氏
も
指
摘
す
る
と
お

り
、
大
仏
蓮
弁
の
界
線
で
区
画
さ
れ
る
二
十
五
層
の
天
界
の
う
ち
、
何
も
描
か

れ
な
い
上
の
三（
２５
）
層
と
、
菩
薩
頭
（
一
部
仏
頭
も
み
ら
れ
る
）
や
宮
殿
が
描
か
れ
た

以
下
の
二
十
二（
２６
）
層
と
の
間
に
は
、
明
確
な
区
別
が
存
在
し
て
い
た
と
判
断
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
先
述
し
た
と
お
り
、
同
氏
は
上
の
三
層
に
、
最
上
部
の
仏
菩
薩

の
い
る
部
分
を
加
え
て
計
四
層
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
、
こ
れ
を
無
色

界
四
処
に
比
定
す
る
。
こ
の
解
釈
に
対
し
て
は
近
年
吉
村
怜
氏
（「
東
大
寺
大
仏

の
仏
身
論
―
蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
の
構
造
に
つ
い
て
―
」『
仏
教
芸
術
』
二
四
六
、
一
九

九
九
。
以
下
「
吉
村
一
九
九
九
」
と
略
称
）
か
ら
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
筆
者
も

そ
の
批
判
を
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
本
図
及

び
二
月
堂
光
背
に
は
無
色
界
は
描
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

と
は
い
え
下
の
二
十
二
層
が
欲
界
六
天
の
う
ち
地
居
二
天
を
除
い
た
四
天
、

及
び
色
界
諸
天
を
十
八
層
で
表
現
し
た
図
像
で
あ
る
と
み
な
す
点
に
関
し
て
は

―
こ
の
見
解
は
夙
に
小
野
玄
妙（
２７
）

氏
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
が
―
松
本
説
が
最
も
有

力
な
見
解
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
か
く
考
え
な

い
限
り
、
二
十
二
層
で
天
界
を
表
現
す
る
二
月
堂
光
背
の
図
像
に
対
す
る
説
明

が
、
全
く
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
二
十
二
層
の
全
て
に
菩
薩

形
が
充
満
し
て
い
る
本
光
背
の
図
像
と
、
下
二
十
二
層
の
み
に
形
あ
る
存
在
と

し
て
菩
薩
形
と
宮
殿
が
表
現
さ
れ
て
い
る
大
仏
蓮
弁
の
図
像
の
共
通
項
は
、
決

し
て
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
図
の
制
作
環
境
か
ら
み
て
、

そ
の
図
像
に
著
し
く
異
な
っ
た
天
界
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い

か
ら
で
あ
る
。

で
は
こ
の
十
八
層
で
表
現
さ
れ
た
色
界
図
像
の
教
理
的
根
拠
は
、
ど
こ
に
求

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
松
本
氏
は
そ
れ
を
『
大
智
度
論
』（
及
び
『
梵
網
経
』）

と
考
え
た
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
大
仏
の
構
想
の
中
核
に
存
し
た
『
華
厳
経
』（
六

十
華
厳
）
に
列
挙
さ
れ
る
色
界
諸
天
の
名
称
と
そ
の
数
に
注
目
し
た
い
。
同
経

巻
十
三
の
会
衆
に
関
す
る
文
言
に
は
、
八
部
衆
な
ど
諸
衆
の
あ
と
に
色
界
諸
天

の
名
称
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
（
Ｔ
９
・
４８１
ｃ
〜
４８２
ａ
）、
こ
の
文
言
か
ら
、
同
経

所
説
の
色
界
諸
天
は
通
常
以
下
の
二
十
一
天
を
指
す
と
解
さ
れ
て
い
る
（
望
月

『
仏
教
大
辞
典
』
色
界
の
項
な
ど
）。

初
禅＝

梵
身
天
・
梵
輔
天
・
梵
眷
属
天
・
大
梵
天
。

二
禅＝

光
天
・
少
光
天
・
無
量
光
天
・
光
音
天
。

三
禅＝
浄
天
・
少
浄
天
・
無
量
浄
天
・
遍
浄
天
。

四
禅＝

密
身
天
・
少
密
身
天
・
無
量
密
身
天
・
密
果
天
。

（
四
禅
中
の
）
五
浄
居
天＝

無
煩
天
・
無
熱
天
・
善
現
天
・
善
見
天
・
阿
迦
尼
�
天
。
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こ
の
理
解
に
基
づ
い
て
、
松
本
論
文
・
吉
村
論
文
を
含
む
ほ
ぼ
全
て
の
先
行

研
究
が
、「『
華
厳
経
』
に
拠
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
色
界
は
二
十
一
層
で
表
現
さ

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の

考
え
を
解
釈
の
前
提
と
す
る
限
り
、
図
相
か
ら
出
発
し
て
そ
の
意
味
内
容
の
読

解
を
行
お
う
と
す
る
松
本
論
文
が
、
同
経
を
典
拠
か
ら
除
外
し
た
結
論
に
到
達

す
る
の
は
、
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
か
つ
て
岩
上
智
量（
２８
）
氏
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
如
く
、
右
の
色
界
二
十
一
天
説
を
強
引
に
図
様
に
あ
て
は
め
よ
う
と
す
る

と
、
大
仏
蓮
弁
の
上
三
層
の
何
も
描
か
れ
な
い
層
の
中
に
色
界
が
含
ま
れ
て
い

る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
図
様
に
そ
ぐ
わ
な
い
き
わ
め
て
不

自
然
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
月
堂
光
背
に
至
っ
て

は
、
完
全
に
解
釈
不
能
の
状
態
に
陥
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
筆
者
は
、「
経
文
に
列
挙
さ
れ
る
天
の
名
称
の
数
」
と
「
図
化

さ
れ
た
天
界
の
階
層
数
」
を
、
単
純
に
同
一
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
国
華
厳
宗
の
代
表
的
な
論
著
の
一

つ
で
あ
る
法
蔵
『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
七
の
、
以
下
の
文
言
で
あ
る
。

（
前
略
）
前
（
四
十
四
の
人
天
衆
）
の
中
の
先
の
十
五
は
欲
界
の
人
と
天
の
八
部

等
、
後
の
二
十
九
は
、
色
界
の
天
等
な（
２９
）

り
。
然
れ
ど
も
余
処
に
四
禅
の
中
に
於
い

て
各
お
の
三
天
有
り
と
説
く
に
、
此
れ
各
お
の
四
あ
る
者
は
、
皆
一
は
此
れ
総
に

し
て
、
余
の
三
は
是
れ
別
な
る
が
故
也
。
初
禅
中
の
梵
眷
属
天
、
二
禅
中
の
光
天
、

三
禅
中
の
浄
天
、
四
禅
の
密
身
天
を
謂
う
。
此
の
各
お
の
是
れ
総
な
る
が
故
に
同

じ
か
ら
ざ
る
也
。
又
た
四
禅
中
の
少
密
身
は
、
余
処
に
て
は
説
き
て
福
愛
天
と
名

け
、
無
量
密
身
は
、
是
れ
福
生
天
と
称
す
。
密
果
は
是
れ
果
宝
天
に
し
て
、
亦
た

広
果
と
名
く
。
第
四
禅
天
は
身
行
を
断
じ
、
出
入
息
無
き
を
以
て
の
故
に
、
倶
に

密
と
名
く
る
也
。
次
に
五
浄
居
天
あ
り
。
後
に
更
に
百
万
億
種
種
天
と
云
う
者
は
、

応
に
是
れ
無
色
界
天
な
る
べ
し
。
既
に
し
て
名
を
顕
は
さ
ず
。
或
い
は
一
切
に
通

ず
る
也
（
Ｔ
３５
・
２３６
ｃ
）。

こ
の
文
言
は
、
前
出
の
『
六
十
華
厳
』
巻
十
三
の
、
色
界
二
十
一
天
が
列
挙

さ
れ
た
箇
所
に
注
釈
を
施
し
た
部
分
で
あ
り
、
こ
こ
で
法
蔵
は
『
六
十
華
厳
』

巻
十
三
の
色
界
二
十
一
天
の
う
ち
、
初
禅
・
二
禅
・
三
禅
・
四
禅
に
属
す
る
十

六
天
の
各
禅
の
う
ち
一
つ
を
「
総
」
と
し
て
除
外
し
、
実
質
十
二
天
と
み
な
す

べ
き
で
あ
る
と
の
説
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
五
浄
居
天
を
加
え
て
、

最
終
的
に
二
十
一
天
を
十
七
天
に
再
編
成
し
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
数
は
図
像
化
さ
れ
て
い
る
十
八
層
に
ぐ
っ
と
近
く
な
る
。
こ
の
説
は
か
つ

て
岩
上
氏
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
図
像
解
釈
に
は
適
用
さ
れ

ず
、
そ
の
後
中
国
の
華
厳
教
学
の
理
解
が
奈
良
朝
で
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い

う
仏
教
史
の
通
説
に
従
っ
て
、
忘
れ
去
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
筆
者
は
こ
の
法
蔵
の
解
釈
は
、
両
図
の
色
界
図
像
を
考
え
る
上
で
、

や
は
り
非
常
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
思
う
。
た
だ
し
こ
れ
だ
け
で
は
、

大
仏
蓮
弁
・
二
月
堂
光
背
の
色
界
の
階
層
数
に
一
つ
足
り
な
い
。
そ
こ
で
問
題

と
な
る
の
が
、
同
書
巻
二
の
以
下
の
文
言
で
あ
る
。

摩
醯
首
羅
な
る
者
は
、
智
論
に
依
ら
ば
此
れ
大
自
在
天
と
云
う
。
八
臂
三
眼
有
り
、

大
白
牛
に
騎
し
、
大
千
界
の
雨
�
の
数
を
知
る
。
大
千
界
中
に
於
い
て
最
も
極
め

て
自
在
に
し
て
更
に
過
ぐ
る
も
の
無
き
を
以
て
の
故
に
、
名
を
立
つ
る
也
。
又
た

智
論
第
一
（
九
の
誤
り
）
に
云
く
、「
第
四
禅
に
八
種
有
り
。
五
種
は
是
れ
阿
那
含

の
住
處
に
し
て
、
是
れ
浄
居
な
り
。
三
種
は
是
れ
凡
聖
共
に
居
る
。
八
処
を
過
ぎ

て
、
十
住
の
菩
薩
の
住
處
有
り
、
亦
た
浄
居
と
名
け
、
大
自
在
天
王
と
号
す
」
と
。

此
れ
に
由
り
て
当
に
知
る
べ
し
。
浄
居
の
名
に
四
種
有
り
。
一
は
報
の
純
浄
に
約

す
る
も
の
、
此
れ
凡
聖
に
通
ず
。
二
は
徳
の
過
凡
に
約
す
る
も
の
、
此
れ
唯
だ
那

含
等
の
み
な
り
。
三
は
因
に
約
す
る
も
の
に
し
て
、
十
住
の
菩
薩
有
り
と
云
う
が

如
し
。
十
住
の
菩
薩
は
即
ち
是
れ
十
地
な
り
。
十
地
の
中
に
は
是
れ
第
十
地
の
摂
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〈
報
果
〉
也
。
四
は
果
に
約
す
る
も
の
に
し
て
、
此
の
中
に
三
乗
中
の
報
身
の
浄

土
等
有
り
と
謂
う
。
故
に
此
の
名
を
立
つ
る
也
。
又
た
智
論
に
准
ず
れ
ば
、
八
天

の
外
に
更
に
別
に
十
住
の
菩
薩
の
天
、
有
る
也
（
Ｔ
３５
・
１３６
ｂ
）。

こ
の
引
用
文
は
『
六
十
華
厳
』
巻
一
・
世
間
浄
眼
品
の
会
衆
に
登
場
す
る

「
摩
醯
首
羅
天
」（
Ｔ
９
・
３９７
ａ
）
に
注
し
た
箇
所
で
あ
る
。
右
の
引
用
文
に
お

い
て
法
蔵
は
、『
大
智
度
論
』
巻
九
の（
３０
）
説
を
大
々
的
に
引
用
し
て
説
明
を
加
え
て

い
る
。
同
論
に
よ
る
と
色
界
第
四
禅
に
は
八
種
の
天
が
あ
る
と
い
い
、
こ
の
う

ち
下
層
の
三
種
に
お
い
て
は
凡
聖
が
共
存
し
、
上
の
五
種
に
は
聖
者
た
る
阿
那

含
の
み
が
住
し
て
お
り
、
後
者
を
浄
居
天
と
呼
ん
で
い
る
。
い
わ
ゆ
る
四
沙
門

果
は
預
流
果
・
一
来
果
・
不
還
果
・
阿
羅
漢
果
を
さ
す
が
、
こ
の
「
阿
那
含
」

と
は
も
う
二
度
と
人
間
界
に
戻
っ
て
こ
な
い
者
、
す
な
わ
ち
不
還
果
を
証
し
た

者
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
八
処
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
、
こ
れ
ま
た
浄
居

の
名
で
呼
ば
れ
、
大
自
在
天
王
と
号
す
る
、
十
地
の
菩
薩
の
住
処
が
あ
る
と
い

う
。
仮
に
法
蔵
が
『
六
十
華
厳
』
巻
十
三
所
説
の
色
界
二
十
一
天
を
実
質
十
七

天
と
み
な
す
自
身
の
理
解
に
加
え
、『
智
度
論
』
の
説
を
取
り
入
れ
て
、
そ
の
さ

ら
に
上
に
「
十
地
菩
薩
の
住
処
」
た
る
摩
醯
首
羅
天
（『
智
度
論
』
の
呼
称
で
は
大

自
在
天
）
が
位
置
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
立
証
で
き
る
な
ら
ば
、
二

月
堂
光
背
及
び
大
仏
蓮
弁
の
色
界
の
図
像
が
、
法
蔵
と
同
様
の
理
解
に
沿
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
―
す
な
わ
ち
唐
の
華
厳
学
の
説
に
直
結
す
る
説
が
奈
良
朝
で

も
採
用
さ
れ
て
い
た
―
と
い
う
結
論
に
、
一
気
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
『
探
玄
記
』
が
『
華
厳
経
』
を
絶
対
視
し
、
そ
の
他
の
諸
経

論
の
説
を
低
く
位
置
づ
け
る
著
作
ゆ
え
当
然
の
こ
と
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

こ
の
文
言
で
は
先
に
み
た
実
質
十
七
天
で
構
成
さ
れ
る
と
す
る
色
界
諸
天
と
摩

醯
首
羅
天
の
関
係
は
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
八
天
の
外
に
更
に
別
に
十
住
の

菩
薩
の
天
有
り
」
と
す
る
『
智
度
論
』
の
説
は
、
あ
く
ま
で
異
説
と
し
て
引
用

す
る
の
み
に
と
ど
め
る
、
と
い
っ
た
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
ま
た
『
六
十
華
厳
』

巻
一
に
は
「
摩
醯
首
羅
天
等
の
無
量
の
浄
居
天
」
と
い
う
記
載
（
Ｔ
９
・
３９７
ａ
。

こ
の
経
文
に
対
す
る
注
釈
が
右
の
『
探
玄
記
』
巻
二
の
引
用
文
）
が
あ
り
、
同
巻
二
十

七
・
十
地
品
に
は
「
是
名
菩
薩
摩
訶
薩
第
十
法
雲
地
。
菩
薩
住
是
地
、
多
作
摩

醯
首
羅
天
王
」（
同
５７４
ｃ
）
と
い
う
記
載
が
あ
る
の
だ
が
、
摩
醯
首
羅
天
が
「
十

地
の
菩
薩
が
多
く
こ
の
天
に
な
る
」
と
し
て
経
文
で
特
別
視
さ
れ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
巻
九
に
お
け
る
『
十
地
経
論
』
の
「
摩
醯
首

羅
智
処
」
の（
３１
）
語
を
釈
し
た
箇
所
で
、

摩
醯
と
は
此
に
大
と
云
い
、
首
羅
と
は
此
に
自
在
と
云
う
。
智
処
に
四
義
有
り
。

（
略
）
二
に
は
此
処
に
五
那
含
天
あ
り
、
是
れ
聖
人
の
所
生
の
処
な
り
。
聖
人
は

智
に
勝
る
が
故
に
智
処
と
云
う
（
Ｔ
３５
・
２８４
ａ
）。

と
述
べ
て
お
り
、
摩
醯
首
羅
天
を
五
那
含
天
す
な
わ
ち
五
浄
居
天
の
中
に
含

め
て
考
え
、
独
立
し
た
一
天
と
認
め
る
『
智
度
論
』
の
説
を
採
っ
て
い
な
い
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
中
国
華
厳
宗
第
二
祖
智
儼
、
及
び
第
四
祖
澄
観
の

色
界
の
内
訳
に
つ
い
て
の
解（
３２
）
釈
を
参
照
し
て
も
、
前
者
は
『
華
厳
経
』
の
文
言

を
そ
の
ま
ま
挙
げ
る
だ
け
で
、
法
蔵
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
色
界
諸
天
を
十
七
天

に
要
約
す
る
考
え
は
み
ら
れ
ず
、
後
者
も
実
質
的
に
法
蔵
と
同
じ
考
え
を
述
べ

る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中
国
の
華
厳
学
の
理
解
か
ら
は
、
大
自
在
天＝

摩
醯
首
羅
天
を
色
界
中
の
一
階
層
と
認
め
る
と
い
う
発
想
は
出
て
こ
な
い
と
考

え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
い
さ
さ
か
唐
突
の
感
を
与
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
玄
奘
訳

『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
四
の
、
以
下
の
記
載
に
目
を
向
け
た
い
。

復
次
色
界
有
十
八
処
。
謂
梵
衆
天
、
梵
前
益
天
、
大
梵
天
、
此
三
、
由
軟
中
上
品

熏
修
初
静
慮
故
。
少
光
天
、
無
量
光
天
、
極
浄
光
天
、
此
三
、
由
軟
・
中
・
上
品

熏
修
第
二
静
慮
故
。
少
浄
天
、
無
量
浄
天
、
遍
浄
天
、
此
三
、
由
軟
・
中
・
上
品
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熏
修
第
三
静
慮
故
。
無
雲
天
、
福
生
天
、
広
果
天
、
此
三
、
由
軟
中
上
品
熏
修
第

四
静
慮
故
。
無
想
天
、
即
広
果
摂
、
無
別
処
所
。
復
有
諸
聖
住
止
不
共
五
浄
宮
地
。

謂
無
煩
、
無
熱
、
善
現
、
善
見
、
及
色
究
竟
、
由
軟
・
中
・
上
・
上
勝
・
上
極
品

熏
修
第
四
静
慮
故
。
復
有
超
過
浄
宮
大
自
在
住
処
、
有
十
地
菩
薩
。
由
熏
修
第
十

地
故
、
得
生
其
中
（
Ｔ
３０
・
２９５
ａ
）。

こ
の
説
は
十
地
の
菩
薩
の
住
処
た
る
大
自
在
天
（
大
自
在
住
処
）
が
、
五
浄

居
天
の
上
に
位
置
す
る
と
い
う
点
で
は
『
智
度
論
』
の
説
と
同
じ
で
あ
り
、
こ

れ
を
除
い
た
残
り
十
七
天
は
漢
訳
名
称
の
違
い
を
無
視
す
れ
ば
、『
華
厳
経
』
の

二
十
一
天
を
十
七
に
要
約
す
る
法
蔵
の
説
と
も
同
じ
な
の
だ
が
、
と
も
あ
れ
か

か
る
記
載
が
、
法
蔵
が
論
難
の
対
象
と
し
た
法
相
教
学
に
お
い
て
最
も
重
視
さ

れ
た
論
書
の
一
つ
で
あ
る
『
瑜
伽
論
』
に
み
え
る
点
は
、
大
い
に
注
目
し
て
よ

か
ろ
う
。
右
の
引
用
文
の
末
尾
の
文
言
に
関
し
て
、
慈
恩
大
師
基
は
そ
の
著

『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
七
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。

瑜
伽
の
第
四
に
云
く
、
復
た
浄
居
を
超
過
せ
る
大
自
在
の
住
処
有
り
て
、
十
地
の

菩
薩
有
り
。
極
め
て
第
十
地
を
熏
修
す
る
に
由
る
が
故
に
其
の
中
に
生
ず
る
こ
と

を
得
と
。
即
ち
華
厳
に
云
く
、
妙
浄
土
有
り
。
三
界
を
出
過
す
。
第
十
地
の
菩
薩

其
の
中
に
生
ず
べ
し
と
。
亦
即
ち
十
地
に
云
は
く
、
現
報
利
益
仏
位
を
受
く
る
が

故
に
。
後
報
利
益
摩
醯
首
羅
地
処
に
生
ず
る
が
故
に
。
梵
に
摩
醯
首
羅
と
云
う
。

即
ち
瑜
伽
に
云
う
所
の
大
自
在
な
り
。
第
十
地
の
菩
薩
な
り
。
第
十
地
の
菩
薩
将

に
成
仏
せ
ん
と
す
る
時
、
色
究
竟
の
上
に
行
き
、
大
宝
蓮
華
に
坐
し
、
正
覚
を
成

ず
る
が
故
に
、
此
の
土
を
感
得
す
。
既
に
成
仏
し
已
れ
ば
、
土
便
ち
無
辺
な
り
。

便
ち
別
処
無
し
（
Ｔ
４５
・
３７０
ａ
）。

こ
こ
で
は
『
華
厳
経
』
及
び
『
十
地
経
論
』
の
関
連
箇
所
に
も
言（
３３
）
及
を
行
っ

た
上
で
、
色
究
竟
天
の
さ
ら
に
上
に
お
い
て
十
地
の
菩
薩
が
成
仏
す
る
と
の
説

―
す
な
わ
ち
こ
こ
に
仏
の
他
受
用
土＝

報
土
が
実
在
す
る
と
の
説
―
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
「
色
頂
に
お
け
る
成
仏
」
と
い
う
説
に
関
し
て
、
法
蔵

は
『
華
厳
五
教
章
』（『
華
厳
一
乗
教
義
分
斉
章
』）
巻
三
に
お
い
て
、
そ
れ
を
「
始

教
の
説
」
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
厳
し
い
批
判
を
加
え
る
。

其
の
釈
迦
佛
の
随
他
受
用
の
実
報
の
浄
土
は
、
或
い
は
摩
醯
首
羅
天
に
在
り
、
化

身
は
百
億
の
閻
浮
提
に
充
満
す
、
是
れ
所
化
の
分
斉
な
り
と
説
く
こ
と
あ
り
。
梵

網
経
及
び
対
法
輪
等
に
説
く
が
如
し
。
当
に
知
る
べ
し
。
此
れ
は
始
教
に
約
し
て

以
て
説
く
（
略
）。
下
も
に
随
っ
て
説
か
ざ
る
を
以
て
の
故
に
、
娑
婆
は
唯
だ
是
れ

化
な
る
こ
と
を
顕
さ
ん
が
為
の
故
に
、
是
の
故
に
当
に
知
る
べ
し
、
色
頂
の
身
も

亦
た
実
報
に
あ
ら
ず
（
Ｔ
４５
・
４９７
ｃ
〜
４９８

（
３４
）

ａ
）。

右
に
掲
げ
た
基
と
法
蔵
の
説
の
相
違
は
、
摩
醯
首
羅
天
（
及
び
そ
こ
に
お
け
る

成
仏
）
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
が
、
法
相
教
学
・
華
厳
教
学
双

方
の
根
本
的
な
立
脚
点
に
関
わ
る
争
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
中
国
の

み
な
ら
ず
新
羅
及
び
奈
良
朝
の
仏
教
界
に
お
い
て
も
、
当
然
応
分
の
議
論
が
な

さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
よ
か
ろ
う
。

そ
の
点
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
、
法
蔵
が
論
難
の
対
象
と
し
た
法
相
教
学

が
設
定
す
る
、
大
自
在
天
（
摩
醯
首
羅
天
）
を
含
め
た
十
八
と
い
う
色
界
諸
天
の

数
が
、
大
仏
蓮
弁
及
び
二
月
堂
光
背
の
色
界
の
階
層
数
に
一
致
す
る
と
い
う
事

実
に
改
め
て
注
目
す
る
と
、
両
図
が
興
福
寺
を
拠
点
に
展
開
し
た
法
相
系
の
図

像
の
系
譜
を
引
き
、
そ
れ
を
華
厳
を
奉
ず
る
者
た
ち
が
追
認
し
た
図
像
な
の
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
、
当
然
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
こ
で
想

起
さ
れ
る
の
は
、
前
章
末
尾
で
言
及
し
た
道
慈
が
興
福
寺
に
止
住
し
、
天
平
六

年
（
七
三
四
）
完
成
の
西
金
堂
造
営
を
主
導
し
た
（
彼
は
『
最
勝
王
経
』
の
将
来
者

と
も
目
さ
れ
る
）
可
能
性
が
高
い
こ（
３５
）
と
、
及
び
天
平
七
年
に
唐
よ
り
帰
国
し
た
法
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相
系
の
玄
�
（
？
―
七
四
六
）
が
千
手
観
音
を
含
む
変
化
観
音
信
仰
の
普
及
に
重

大
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
東
大
寺
前
身
寺
院
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
た
と
推
定
さ
れ（
３６
）
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
二
月
堂
光
背
の
前
に

立
っ
て
い
た
大
観
音
は
十
一
面
観
音
と
み
ら
れ
、
玄
奘
に
よ
る
『
十
一
面
神
呪

心
経
』
の
訳
出
、
法
相
宗
第
二
祖
の
慧
沼
に
よ
る
同
経
の
義
疏
の
撰
述
、
と
い

う
中
国
に
お
け
る
流
れ
も
、
こ
の
見
方
に
有
利
に
作
用
し
よ（
３７
）
う
。

け
れ
ど
も
大
仏
蓮
弁
の
場
合
、
仮
に
そ
の
色
界
図
像
が
先
行
し
て
存
在
し
た

法
相
系
の
唐
本
図
像
に
基
づ
い
て
い
た
と
み
な
し
て
も
、
天
平
感
宝
元
年
（
七

四
九
）
閏
五
月
二
〇
日
の
聖
武
天
皇
の
詔（
３８
）
勅
に
み
え
る
、「
花
厳
経
を
本
と
す

る
」
と
い
う
宣
言
に
象
徴
さ
れ
る
、
同
経
を
別
格
視
す
る
風
潮
の
中
で
、
天
皇

や
東
大
寺
の
僧
た
ち
が
主
体
的
に
そ
れ
を
承
認
し
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
だ
け

の
根
拠
を
示
さ
な
い
限
り
、
右
の
解
釈
が
説
得
力
を
も
た
な
い
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
ま
た
二
月
堂
光
背
の
造
立
が
、
玄
�
が
仏
教
界
を
主
導
し
た
時
期

か
ら
少
な
く
と
も
二
十
年
は
経
過
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
も
無
視
で
き
な

い
。
両
図
の
制
作
年
代
は
別
途
考
察
を
要
す
る
が
、
通（
３９
）
説
に
従
え
ば
二
月
堂
光

背
の
方
が
若
干
新
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
筆
者
も
特

に
異
論
は
な
く
、
二
月
堂
光
背
に
お
け
る
色
界
図
像
は
、
や
は
り
大
仏
蓮
弁
の

基
礎
と
な
っ
た
説
を
前
提
に
し
て
い
る
と
考
え
る
方
が
は
る
か
に
理
に
適
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
前
稿
に
お
い
て
示
し
た
と
お
り
、
二
月
堂
光
背
表
面
の
「
千
手

観
音
五
十
二
仏
図
」
は
、『
六
十
華
厳
』
入
法
界
品
の
補
訳
以
降
に
行
わ
れ
た
、

法
蔵
の
『
探
玄
記
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
入
法
界
品
」
解
釈
に
基
づ
い
て
成

立
し
た
図
像
で
あ
る
蓋
然
性
が
最
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
も

仮
に
本
図
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
い
え
る
よ
う
な
法
相
系
の
図
像
が
存
在
し
た
と

し
て
も
、
仏
の
数
が
五
十
二
に
設
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
と
し
て
は
、
や
は

り
『
華
厳
経
』
別
格
視
の
風
潮
を
想
定
す
る
の
が
隠
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
中
国
の
華
厳
教
学
・
法
相
教
学
に
お
け
る
色
界

の
構
成
に
対
す
る
解
釈
を
そ
の
ま
ま
両
図
の
色
界
図
像
に
あ
て
は
め
よ
う
と
す

る
と
、
と
も
に
大
き
な
難
題
に
直
面
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
筆
者
は
こ
の
ほ
ど
、
こ
の
問
題
を
解
く
鍵
と
な
る
表
現
を
、
二
月
堂
光

背
の
図
像
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
同
光
背
の
色
界
十
八
層
の
う
ち
、
上

の
六
層
に
配
さ
れ
た
菩
薩
像
に
は
全
て
化
仏
が
な
い
の
に
対
し
、
下
の
十
二
層

に
欲
界
中
の
空
居
の
四
天
を
加
え
た
計
十
六
層
の
菩
薩
の
宝
冠
に
は
、
例
外
と

目
さ
れ
る
四（
４０
）
体
を
除
き
、
こ
と
ご
と
く
化
仏
が
表
現
さ
れ
て
い
る
（
図
９
）。
こ

の
化
仏
の
有
無
の
問
題
は
従
来
看
過
さ
れ
、
ま
た
大
仏
蓮
弁
に
は
み
ら
れ
な
い

表
現
だ
が
、
そ
こ
に
は
化
仏
を
も
つ
菩
薩
の
い
る
層
と
、
も
た
な
い
菩
薩
の
い

る
層
の
間
に
明
確
な
一
線
が
引
か
れ
、
決
定
的
な
相
違
が
存
在
す
る
と
い
う
考

え
が
、
当
然
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
上
の
六
層
の
菩
薩
が
化
仏
を
も
た
な
い
こ
と
が
「
五

浄
居
天
プ
ラ
ス
一
天
」
の
標
識
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た

色
界
の
構
成
に
関
す
る
諸
説
か
ら
判
断
し
て
、
ほ
ぼ
疑
い
を
容
れ
な
い
。
そ
し

て
プ
ラ
ス
さ
れ
う
る
一
天
が
、（
ａ
）
十
地
の
菩
薩
の
住
処
た
る
摩
醯
首
羅
天＝

大
自
在
天
。
か
、（
ｂ
）『
瑜
伽
論
』
そ
の
他
多
数
の
経
論
に
言
及
の
あ
る
無
想

天
。
の
い
ず
れ
か
に
絞
ら
れ
る
こ
と
も
、
明
白
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
後
者
の

無
想
天
は
『
華
厳
経
』
所
説
の
色
界
諸
天
中
に
み
え
な
い
た
め
、
智
儼
・
法
蔵

・
澄
観
の
三
者
と
も
色
界
諸
天
に
含
め
て
い
な
い
。
一
方
法
相
宗
の
側
で
も
、

先
に
引
い
た
『
瑜
伽
論
』
の
文
言
に
お
い
て
「
無
想
天
は
広
果
天
に
含
ま
れ
る

た
め
、
別
に
所
処
な
し
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
は
一
天

（
よ
り
正
確
に
は
「
一
処
」
）
と
数
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
無
想

天
は
、
色
界
諸
天
の
中
で
も
際
だ
っ
て
特
殊
な
扱
い
を
う
け
る
存
在
で
あ
る
。

初
唐
の
仏
教
類
書
で
あ
る
道
世
撰
『
法
苑
珠
林
』
巻
二
に
は
、『
阿
毘
達
磨
大
毘
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婆
沙
論
』
に
拠
っ
て
色
界
十
八
天
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
（
Ｔ
５３
・
２８２
ｂ
〜
ｃ
）、

無
想
天
は
広
果
天
（
『
六
十
華
厳
』
で
の
名
称
は
密
果
天
）
と
五
浄
居
天
の
間
に
登

場
し
、
原
注
で
広
果
天
と
「
同
階
別
処
」
で
あ
る
旨
記
さ
れ
る
。
道
世
は
こ
の

十
八
天
（
大
自
在
天＝

摩
醯
首
羅
天
は
含
ま
れ
な
い
）
の
う
ち
五
浄
居
天
を
「
唯
だ

聖
の
み
住
す
」「
唯
だ
那
含
羅
漢
の
み
住
す
る
所
也
」
と
す
る
一
方
、
無
想
天
と

大
梵
天
を
「
唯
だ
凡
の
み
住
す
」
と
し
て
、
浄
居
天
の
直
前
に
挙
げ
ら
れ
る
無

想
天
に
つ
い
て
は
「
唯
だ
是
れ
外
道
の
み
住
す
」
と
述
べ
て
、
凡
聖
が
共
に
住

む
他
の
諸
天
と
区（
４１
）
別
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
（
ｂ
）
説
が
成
立
す
る
と
な
れ
ば
、

両
図
の
色
界
図
像
の
成
立
背
景
に
、『
華
厳
経
』
所
説
の
色
界
二
十
一
天
に
含
ま

れ
な
い
無
想
天
を
あ
え
て
図
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
存
し
、
か
つ

図
化
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
特
殊
性
に
鑑
み
て
広
果
天
と
は
別
に
一
階
層
が
設
け

ら
れ
、
こ
の
場
合
に
限
っ
て
一
処
に
一
階
層
を
配
当
す
る
と
い
う
原
則
が
破
ら

れ
て
い
る
可
能
性
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
（
ａ
）（
ｂ
）
二
説
の
い
ず
れ
を
採
る
か
で
、
二
月
堂
光
背
の
図
像
中
で

特
別
視
さ
れ
て
い
る
上
六
層
の
意
味
づ
け
は
、
か
な
り
異
な
っ
た
も
の
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
ま
ず
（
ａ
）
を
採
っ
た
場
合
、
菩
薩
形
が
化
仏
を
も
た
な
い
こ
と

が
、
こ
の
六
層
が
聖
境
と
し
て
の
浄
居
天
で
あ
る
こ
と
を
示
す
標
識
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
十
地
の
菩
薩
の
住
処
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
い

境
地
に
あ
る
者
は
化
仏
を
要
し
な
い
、
と
い
う
意
味
づ
け
（
し
た
が
っ
て
下
層
の

諸
菩
薩
の
化
仏
は
、
観
音
が
頭
上
に
い
た
だ
く
も
の
と
は
性
格
が
異
な
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
）
が
な
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
（
ｂ
）
を
採
っ

た
場
合
、
上
五
層
は
外
道
の
住
む
無
想
天
と
一
括
り
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

化
仏
が
な
い
こ
と
が
禅
定
の
レ
ベ
ル
で
高
い
境
地
に
あ
る
こ
と
を
示
す
一
方
で
、

（
小
乗
の
）
聖
者
及
び
外
道
は
仏
の
力
を
借
り
る
こ
と
が
な
い
、
仏
の
救
い
が

及
び
に
く
い
、
或
い
は
仏
と
な
る
た
め
の
必
要
条
件
を
備
え
て
い
な
い
と
い
っ

た
点
に
お
い
て
下
層
の
諸
菩
薩
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
内
容
を
含
ん
で

い
る
可
能
性
を
も
、
想
定
す
る
必
要
が
生
じ
て
こ
よ
う
。

そ
こ
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
先
に
も
若
干
ふ
れ
た
十
地
の
菩

薩
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
摩
醯
首
羅
天
な
い
し
摩
醯
首
羅
智
処
の
両
図
構
想

時
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
及
び
両
図
の
最
上
部
に
位
置
す
る
仏
菩
薩
図
と
色
界

図
像
な
い
し
図
像
全
体
と
の
関
係
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
最
大
の
焦
点
が
、
大

仏
蓮
台
及
び
蓮
弁
線
刻
図
の
構
想
の
根
本
的
な
所
依
経
典
と
な
っ
た
『
華
厳

経
』
と
『
梵
網
経
』（
ほ
か
な
ら
ぬ
摩
醯
首
羅
天
宮
を
説
処
と
す
る
）
の
相
関
関
係
を
、

奈
良
朝
の
仏
教
界
が
い
か
に
認
識
し
て
い
た
か
、
と
い
う
問
題
に
存
す
る
と
考

え
る
。
こ
の
問
題
は
次
節
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
が
、
以
上
の
考
察
か
ら
確
実

に
い
え
る
の
は
、
①
両
図
の
色
界
図
像
の
内
訳
が
、
基
本
と
な
る
色
界
十
七
天

に
特
殊
な
一
天
と
し
て
摩
醯
首
羅
天
ま
た
は
無
想
天
の
い
ず
れ
か
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
、
二
つ
の
可
能
性
に
限
定
で
き
る
こ
と
。
②
両
図
に
お
け
る

色
界
の
図
像
構
成
の
根
拠
を
直
接
中
国
の
華
厳
教
学
の
説
に
求
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、『
華
厳
経
』
所
説
の
二
十
一
天
を
十
七
天
に
再
編
成
す
る
法
蔵
の
説

（
そ
の
中
に
摩
醯
首
羅
天
・
無
想
天
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
こ
の
説
は
同
経
の
色
界
二

十
一
天
説
が
、
実
質
的
に
『
倶
舎
論
』
な
ど
の（
４２
）

説
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
表
明

し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
）
に
鑑
み
れ
ば
、
か
か
る
理
解
が
図
像
構
想
の
ベ
ー
ス

に
存
在
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
、
少
な
く
と
も
構
想
に
あ
た
っ
て
『
華
厳

経
』
の
説
が
無
視
さ
れ
た
な
ど
と
は
決
し
て
い
え
な
い
こ
と
。
の
二
点
で
あ
る
。

さ
て
、
両
図
の
天
界
図
像
に
お
い
て
、
欲
界
の
空
居
四
天
と
色
界
十
八
天
の

合
計
二
十
二
天
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
以
上
の
考
察
か
ら
確
定
的
だ
が
、

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
大
仏
蓮
弁
に
は
こ
の
二
十
二
段
と
最
上
部
に
大
き
く

描
か
れ
る
仏
菩
薩
図
の
間
に
、
何
も
描
か
れ
な
い
三
層
が
存
在
す
る
。
ま
た
こ

の
三
層
は
二
月
堂
光
背
に
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
図
像
は
一
体
何
を
意
味
す
る

55 鹿園雜集 6 (2004)



も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
改
め
て
前
掲
の
松
本
伸
之
氏
の
説
を
確
認
し
て
お

く
と
、
同
説
で
は
大
仏
蓮
弁
の
何
も
表
現
さ
れ
な
い
三
層
に
、
最
上
部
の
仏
菩

薩
図
を
加
え
て
計
四
層
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
、
こ
れ
を
無
色
界
四
天

と
考
え
る
。
右
の
解
釈
に
対
し
て
は
近
年
吉
村
怜
氏
に
よ
っ
て
疑
義
が
提
出
さ

れ
た
が
、
氏
の
批
判
は
甚
だ
説
得
力
に
富
む
の
で
、
以
下
に
引
用
す
る
。

松
本
説
は
大
胆
な
仮
説
で
、
二
十
五
段
の
天
界
を
さ
ら
に
上
段
の
釈
迦
説
法
図
に

ま
で
一
天
を
プ
ラ
ス
し
二
十
六
天
だ
と
す
る
。
つ
ま
り
松
本
説
は
、
無
色
界
の
頂

＝

非
想
非
非
想
処
で
釈
迦
が
説
法
さ
れ
た
と
い
う
設
定
だ
が
、『
華
厳
経
』
の
会

座
の
最
高
処
は
欲
界
の
頂
、
他
化
自
在
天
で
、『
梵
網
経
』
は
色
界
の
頂
、
摩
醯
首

羅
天
で
説
か
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
無
色
界
の
頂
で
説
法
し
た
と
い
う
例
は

な
い
。
こ
う
し
た
問
題
は
所
依
の
経
典
を
示
さ
ぬ
限
り
主
張
で
き
な
い
部
類
に
属

す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
何
も
描
か
れ
な
い
か
ら
無
色
界
だ
と
し
た
根
本
定
義
と

も
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
吉
村
一
九
九
九
・
５９
頁
）。

松
本
説
で
は
最
上
部
の
中
尊
如
来
像
を
「『
梵
網
経
』
の
千
葉
の
千
釈
迦
で

あ
り
、
か
つ
三
千
大
千
世
界
を
統
べ
る
釈
迦
」
と
み
な
す
解
釈
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
解
釈
自
体
は
筆
者
も
正
し
い
と
考
え
る
が
、
吉
村
氏
の
指
摘
ど
お
り

無
色
界
頂
で
釈
迦
が
説
法
す
る
と
い
う
例
は
な
く
、
こ
の
最
上
部
を
無
色
界
に

属
す
る
と
す
る
見
解
は
、
や
は
り
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
中

間
の
三
層
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

は
じ
め
に
こ
の
三
層
に
「
形
あ
る
存
在
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
」
点
を
重
視

し
て
、
こ
れ
が
無
色
界
に
相
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
を
改
め
て
検
討
し

て
み
た
い
。
先
に
『
六
十
華
厳
』
巻
十
三
に
列
挙
さ
れ
る
二
十
一
の
色
界
諸
天

を
十
七
天
に
要
約
す
る
法
蔵
の
解
釈
を
み
た
が
、
こ
れ
に
類
す
る
、
無
色
界
の

四
天
な
い
し
四
処
（
空
無
辺
処
・
識
無
辺
処
・
無
所
有
処
・
非
想
非
非
想
処
）
を
三

天
（
三
処
）
に
約
し
て
説
明
す
る
と
い
う
よ
う
な
理
解
は
、
諸
経
論
に
も
諸
注
釈

書
に
も
管
見
の
限
り
、
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
一
方
で
例
え
ば
『
倶
舎

論
』
巻（
４３
）
八
に
は
、
こ
の
四
処
の
名
称
を
列
挙
し
な
が
ら
も
、「
無
色
界
の
中
に
は

都
べ
て
処
あ
る
こ
と
な
く
、
色
法
な
き
を
以
て
方
処
あ
る
こ
と
な
し
」「
此
の
四

は
処
に
上
下
有
る
に
由
る
に
非
ず
」
と
い
っ
た
説
明
が
あ
る
。
こ
の
説
明
に
素

直
に
従
え
ば
、「
無
色
界
の
四
天
（
四
処
）
は
、
界
線
を
以
て
区
切
ら
れ
る
空
間

と
し
て
図
像
化
す
る
こ
と
自
体
が
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
ま
た
唐
代
の
仏
教
界
に
お
け
る
無
色
界
諸
天
に
対
す
る
言
及
を
一

瞥
す
れ
ば
、
そ
の
扱
い
は
総
じ
て
小
さ
く
、
か
つ
低
い
地
位
（
大
乗
仏
教
に
お
け

る
価
値
体
系
に
お
い
て
は
）
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
。
例
え
ば（
４４
）
基
は

『
梵
網
経
』
の
会
衆
に
無
色
界
の
諸
天
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
し
、

そ
の
教
え
が
三
界
五
趣
の
衆
生
か
ら
無
色
界
天
の
み
を
除
い
た
二
界
五
趣
の
み

に
及
ぶ
（
無
色
界
諸
天
は
教
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
）
と
し
、
法（
４５
）
蔵
も

先
に
挙
げ
た
『
探
玄
記
』
の
『
六
十
華
厳
』
巻
十
三
の
注
釈
箇
所
で
、
会
衆
の

中
に
「
無
色
界
の
百
万
億
の
諸
天
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
一
方
で
、

「
菩
薩
は
無
色
天
に
生
ぜ
ず
」「
無
色
天
は
教
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

明
言
し
て
い
る
。
ま
た
先
に
引
い
た
『
探
玄（
４６
）
記
』
の
、『
十
地
経
論
』
の
「
摩
醯

首
羅
智
処
」
の
語
を
釈
し
た
箇
所
で
も
、
法
蔵
は
こ
れ
を
「
世
間
の
中
の
最
高

の
勝
処
」
と
述
べ
て
お
り
、
無
色
界
に
つ
い
て
の
言
及
を
行
わ
な
い
。
こ
れ
ら

諸
点
を
総
合
す
れ
ば
、
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
の
色
界
諸
天
の
上
に
位
置
す
る
こ
の

三
層
を
無
色
界
に
比
定
す
る
立
場
に
と
っ
て
、
不
利
な
材
料
ば
か
り
が
目
立
つ

こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
同
図
に
は
無
色
界
は
描
か
れ
て
い
な
い
と

考
え
る
の
が
、
や
は
り
穏
当
な
判
断
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
二
月

堂
光
背
の
世
界
図
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
無
色
界
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
事
実
と
も
よ
く
合
致
す
る
。
た
だ
し
両
図
に
お
け
る
無
色
界
省
略
の
真
の
理

由
を
特
定
す
る
に
は
、
な
お
検
討
す
べ
き
問（
４７
）
題
（「
図
化
が
不
可
能
で
あ
る
」
と
の
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考
え
と
、「
図
化
が
不
要
で
あ
る
」
と
の
考
え
は
、
厳
密
に
分
け
て
扱
う
必
要
が
あ
ろ

う
）
が
少
な
く
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
保
留
と
し
て
お
く
。

か
く
し
て
大
仏
蓮
弁
の
何
も
描
か
れ
な
い
三
層
の
意
味
を
改
め
て
考
え
る
必

要
が
生
ず
る
が
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
前
出
吉
村
氏
に
よ
る
き
わ
め
て
重
要

な
指
摘
が
あ
る
。
氏
は
蓮
弁
の
界
線
で
仕
切
ら
れ
る
階
層
の
総
数
が
二
十
五
層

で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、「
こ
の
二
十
五
段
の
平
行
線
は
空
居
二
十
五
天
（
欲
界

の
空
居
四
天
と
『
六
十
華
厳
』
巻
十
三
に
よ
る
色
界
二
十
一
天
。
筆
者
注
）
を
示
し
て

い
る
が
、
同
時
に
、
仏
の
放
光
の
表
現
で
は
な
い
か
」
と
の
見
解
を
述
べ
て
お

ら
れ
る
（
吉
村
一
九
九
九
・
６１
頁
）。
こ
の
見
解
の
う
ち
前
半
部
分
が
成
立
し
え

な
い
こ
と
は
、
本
節
で
先
に
行
っ
た
検
討
か
ら
明
ら
か
だ
が
、
こ
と
後
半
部
分

に
関
し
て
は
、
ま
こ
と
に
斬
新
な
卓
見
で
あ
る
と
考
え
る
。
氏
は
『
六
十
華

厳
』
巻
五
・
如
来
光
明
覚
品
に
説
か
れ
る
、
仏
が
足
裏
の
相
輪
か
ら
放
つ
光
明

を
二
十
五
重
の
も
の
と
解
す
る
、
智
儼
の
『
捜
玄
記
』
な
ら
び
に
法
蔵
の
『
探

玄
記
』
の
説（
４８
）
明
を
挙
げ
て
、
こ
れ
が
こ
の
図
像
に
対
応
し
て
い
る
と
す
る
。
こ

の
二
十
五
重
の
光
明
は
、
第
一
重
の
光
が
三
千
大
千
世
界
を
照
ら
し
、
そ
れ
が

ど
ん
ど
ん
拡
張
さ
れ
て
最
終
的
に
最
後
の
第
二
十
五
重
が
「
虚
空
法
界
に
等
し

い
数
の
一
切
の
世
界
」
を
照
ら
す
と
い
う
も
の
で
、
同
氏
も
指
摘
す
る
と
お
り
、

経
文
の
記
載
を
厳
密
に
適
用
す
れ
ば
、
欲
界
・
色
界
の
諸
天
は
第
一
重
の
光
の

照
ら
す
範
囲
の
中
に
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大
仏
蓮
弁

の
図
像
と
対
応
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
本
図
に
お
け
る
最
上
部
の
如
来
と
二

十
五
重
の
階
層
の
位
置
関
係
は
、
如
来
の
足
裏
か
ら
放
た
れ
る
光
明
が
下
方
の

世
界
を
照
ら
す
と
い
う
話
に
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
本
図
に
お
い
て
無
限
の
広

が
り
を
も
つ
二
十
五
重
の
光
明
が
、
層
状
に
表
現
さ
れ
た
天
界
図
像
と
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
角

度
か
ら
の
図
像
解
釈
が
成
立
す
る
蓋
然
性
は
、
き
わ
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
を
総
合
す
れ
ば
、
大
仏
蓮
弁
に
お
い
て
は
、
天
界
の
階
層
の
実
数
よ
り

も
二
十
五
重
の
光
明
表
現
を
優
先
し
た
図
像
構
成
が
行
わ
れ
た
結
果
、
空
白
の

三
層
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
今
の
と
こ
ろ
、
最
も

整
合
的
に
図
相
を
解
釈
で
き
る
見
解
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
吉
村
氏

は
、
二
月
堂
光
背
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
十
五
重
の
光
明
表
現
が
意
図
さ
れ
て

い
る
と
み
な
す
。
つ
ま
り
二
十
二
層
の
天
界
に
上
の
仏
菩
薩
が
い
る
三
層
を
加

え
、
計
二
十
五
重
の
光
明
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
訳
だ
が
、
筆
者
は
こ

の
可
能
性
も
十
分
に
存
在
す
る
と
判
断
す
る
。
大
仏
蓮
弁
の
場
合
、
最
上
段
の

仏
が
光
明
を
放
つ
主
体
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
み
な
せ
ば
、
仏
菩
薩
図
を
二

十
五
重
の
放
光
と
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
二
月
堂
光
背
で
は
上

部
の
仏
菩
薩
の
居
る
場
所
が
二
十
五
重
の
光
明
の
中
に
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
本
品
が
光
背
で
あ
る
以
上
、
当
然
舟
形
の
全
体
が
大
観
音
像
も
し

く
は
表
面
中
央
の
千
手
観
音
が
放
つ
光
明
を
表
現
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
点

に
鑑
み
て
も
、
三
層
の
仏
菩
薩
図
を
二
十
五
重
の
光
明
の
中
に
含
め
て
考
え
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
本
光
背
の
千
手
観
音
五
十
二
仏
図
と

『
華
厳
経
』
な
い
し
華
厳
教
学
と
の
関
連
性
を
認
め
る
、
前
稿
で
述
べ
た
私
見

の
妥
当
性
は
さ
ら
に
補
強
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
２
）
色
界
図
像
と
最
上
段
の
仏
菩
薩
図

と
こ
ろ
で
大
仏
の
蓮
台
の
構
成
お
よ
び
蓮
弁
の
図
相
の
解
釈
を
め
ぐ
る
研
究

史
に
お
い
て
は
、
周
知
の
と
お
り
そ
の
典
拠
が
『
華
厳
経
』
で
あ
る
か
『
梵
網

経
』
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
、
大
仏
が
華
厳
教
主
で
あ
る
か
梵
網
教
主
で
あ

る
か
と
い
う
問
題
や
、
仏
体
と
台
座
の
鋳
造
の
先
後
関
係
の
問
題
と
も
か
ら
ん

で
、
最
大
の
論
点
に
な
っ
て
き
た
（
研
究
史
の
詳
細
は
吉
村
一
九
九
九
参
照
）。
こ
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こ
で
深
入
り
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
梵
網
経
』
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
同
経
所
説
の
蓮
華
台
蔵
世
界
は
、

『
華
厳
経
』
所
説
の
蓮
華
蔵
世
界
に
比
し
て
著
し
く
単
純
で
あ
る
分
、
視
覚
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
や
す
く
、
造
形
化
が
容
易
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
ま
た

「
盧
舎
那
仏
の
坐
す
千
葉
の
蓮
華
の
蓮
弁
の
一
枚
一
枚
が
一
世
界
で
あ
り
、
そ

こ
に
盧
舎
那
仏
の
化
身
で
あ
る
千
の
釈
迦
が
あ
ら
わ
れ
、
各
世
界
に
は
百
億
の

須
弥
山
、
百
億
の
日
月
、
百
億
の
四
天
下
、
百
億
の
南
閻
浮
提
が
あ
っ
て
、
百

億
の
菩
薩
釈
迦
（
千
の
釈
迦
の
化
身
）
が
い
る
」
と
い
う
そ
の（
４９
）
説
は
、
台
座
の
構

成
及
び
蓮
弁
の
図
相
に
非
常
に
よ
く
対
応
す
る
（
こ
の
百
億
は
図
像
で
は
七
、
ま

た
千
は
二
十
八
と
い
う
数
に
要
約
さ
れ
て
い
る
）。
ま
た
松
本
氏
も
指
摘
す
る
と
お

り
、
最
上
段
の
仏
の
頭
上
か
ら
出
た
雲
気
の
上
に
乗
る
供
養
相
の
化
仏
の
表
現

も
、
同
経
の
所
説
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
松
本
一
九
八
六
・

（
５０
）

５７
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
、
先
に
み
た
二
十
五
重
の
放
光
や
、
最
下

部
の
大
蓮
華
と
香
水
海
の
表
現（
５１
）
は
『
華
厳
経
』
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
図

像
の
成
立
に
あ
た
っ
て
は
、
や
は
り
両
経
の
説
が
折
衷
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

前
節
で
大
仏
蓮
弁
及
び
二
月
堂
光
背
の
色
界
図
像
が
、
中
国
の
華
厳
教
学
の

説
を
直
接
継
承
し
た
も
の
と
は
考
え
難
い
こ
と
を
述
べ
た
が
、
法
蔵
の
説
が

『
華
厳
経
』
の
蓮
華
蔵
世
界
と
『
梵
網
経
』
の
蓮
華
台
蔵
世
界
を
厳
密
に
区
別

す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
新
羅
の
元
暁
（
六
一
七
―
六
八
六
）
に
お
い
て

は
両
者
を
区
別
せ
ず
、
こ
れ
を
一
体
化
さ
せ
た
解
釈
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
か

る
解
釈
が
奈
良
朝
の
華
厳
学
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
東
大
寺
大
仏
の
構
想

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
、
以
前
か
ら
指（
５２
）
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
吉
津
宜
英（
５３
）
氏
は
、
奈
良
朝
の
華
厳
学
が
「
元
暁
・
法
蔵
融
合
形
態
」
を
と

っ
て
い
た
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
氏
の
説
を
要
約
す
る
と
、
元
暁
の
思
想
が

『
華
厳
経
』
を
一
乗
満
教
と
し
つ
つ
も
、
唯
識
三
乗
を
も
許
容
し
、
全
面
的
な

会
通
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
取
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
法
蔵
に
よ
っ
て

厳
し
く
批
判
さ
れ
た
が
、
後
続
す
る
新
羅
の
太
賢
ら
の
著
作
に
お
い
て
は
両
師

を
融
合
し
た
思
想
形
態
が
認
め
ら
れ
、
日
本
か
ら
新
羅
に
留
学
し
、
帰
国
後
大

安
寺
に
い
た
と
み
ら
れ
る
審
詳
が
良
弁
（
六
八
九
―
七
七
三
）
の
要
請
に
よ
っ
て

天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
十
月
八
日
に
金
鍾
寺
で
『
華
厳
経
』
を
初
講
（
『
東
大
寺

要
録
』
巻
五
所
引
「
東
大
寺
華
厳
別
供
縁
起
」）
し
た
際
の
内
容
も
、
同
様
の
形
態

を
と
っ
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
前
節
で
述
べ
た
両
図
の
色
界
図
像
が
中
国
の
華
厳
学
の
説
と
完
全
に
は
一

致
し
な
い
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
も
、
奈
良
朝
の
華
厳
学
な
い
し
そ
れ
と
密
接

に
関
わ
る
新
羅
の
祖
師
の
説
と
、
法
蔵
の
教
学
の
間
に
温
度
差
が
あ
っ
た
こ
と

を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
改
め
て
両
図
の
色
界
図
像
を
解
読
す
る
上
で
鍵
と
な
る
摩
醯
首
羅
天

の
扱
い
に
注
目
す
べ
く
、
新
羅
の
仏
教
者
の
著
作
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
ま
ず

奈
良
朝
の
仏
教
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
元
暁
の
場
合
、
そ
の

『
起
信
論
疏
』
に
色
頂
成
仏
に
関
す
る
詳
細
な
言
及
が
あ
る
が
、
こ
と
摩
醯
首

羅
天
の
位
置
に
関
し
て
は
、
色
究
竟
天
と
摩
醯
首
羅
天
を
分
け
、
空
間
に
占
め

る
位
置
関
係
に
お
い
て
後
者
が
前
者
の
上
に
あ
る
と
す
る
『
智
度
論
』『
瑜
伽

論
』
の
説
が
引
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
摩
醯
首
羅
智
処
が
色
究
竟
天
に
含
ま
れ
る

と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
明（
５４
）
白
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
唯
識
学
の
大

家
と
し
て
の
顔
を
も
つ
太
賢
の
『
大
乗
起
信
論
内
義
略
探
記
』
の
場
合
は
、
摩

醯
首
羅
智
処
に
お
け
る
成
仏
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

若
依
始
教
、
是
実
報
身
。
故
瑜
伽
第
四
云
。
復
有
超
過
浄
居
大
自
在
住
処
、
有
十

地
菩
薩
。
由
極
熏
修
第
十
地
故
、
得
生
其
中
。
即
華
厳
云
、
有
妙
浄
土
、
出
過
三

界
、
第
十
地
菩
薩
当
生
其
中
。
又
十
地
論
云
、
現
報
利
益
、
受
仏
位
故
、
後
報
利
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益
、
摩
醯
首
羅
智
処
生
故
也
。
等
覚
菩
薩
将
成
仏
時
、
往
色
究
竟
天
上
、
坐
大
宝

蓮
華
、
成
正
覚
故
。
既
成
仏
已
、
上
便
無
辺
、
更
無
別
処
（
Ｔ
４４
・
４２１
ａ
〜
ｂ
）。

こ
の
箇
所
は
先
に
み
た
基
の
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
引

用
し
た
も
の
だ
が
、
太
賢
は
法
蔵
と
同
じ
く
、
や
は
り
こ
の
説
を
「
始
教
の

説
」
と
し
て
お
り
、
法
蔵
の
『
探
玄
記
』
に
『
智
度
論
』
の
説
が
引
か
れ
て
い

た
の
と
同
様
に
、
五
浄
居
天
の
上
に
さ
ら
に
「
大
自
在
住
処
」
を
お
く
『
瑜
伽

論
』
の
説
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
も
の
の
、
こ
れ
を
一
天
と
す
る

解
釈
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
新
羅
の
祖
師
た
ち
の
著
書
か
ら
も
、
右

に
見
た
限
り
で
は
、
二
月
堂
光
背
及
び
大
仏
蓮
弁
の
二
十
二
段
の
天
界
の
最
上

層
を
、
即
座
に
摩
醯
首
羅
天
と
み
な
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
解
釈
は
導

き
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
大
仏
蓮
弁
最
上
部
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
摩
醯
首
羅
天
宮
（『
梵
網
経
』

の
説
処
）
で
説
法
す
る
釈
迦
の
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う（
５５
）
説
が
、
古

く
か
ら
存
在
す
る
。
先
に
み
た
『
華
厳
経
』
の
蓮
華
蔵
世
界
と
『
梵
網
経
』
の

蓮
華
台
蔵
世
界
を
一
体
化
さ
せ
た
元
暁
の
説
や
、
こ
の
図
像
中
の
仏
の
頭
部
か

ら
出
る
化
仏
の
表
現
が
『
梵
網
経
』
の
文
言
に
一
致
す
る
点
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、

少
な
く
と
も
こ
の
最
上
部
に
お
け
る
仏
の
図
像
化
に
際
し
て
、
摩
醯
首
羅
天
宮

で
説
法
す
る
釈
迦
の
姿
が
意
識
さ
れ
て
い
た
蓋
然
性
は
、
や
は
り
き
わ
め
て
高

い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
単
に
空
間
に
占
め
る
位
置
関
係
に
お

い
て
摩
醯
首
羅
天
を
特
別
視
す
る
と
い
う
考
え
の
み
な
ら
ず
、
摩
醯
首
羅
天
が

仏
の
居
場
所
で
あ
る
と
い
う
点
、
す
な
わ
ち
そ
の
境
地
に
お
い
て
特
別
視
さ
る

べ
き
場
所
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
、
こ
の
最
上
層
の
仏
菩
薩
図
に
反
映
さ
れ
て

い
る
可
能
性
も
、
当
然
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
て
こ
よ
う
。
摩
醯
首
羅
天
を
仏

の
報
土
と
す
る
説
が
図
像
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
は
よ

り
深
い
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
同
じ
こ
と
は
二
月
堂
光
背
の
色

界
図
像
と
そ
の
上
の
仏
菩
薩
図
の
関
係
に
つ
い
て
も
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
二
月
堂
光
背
の
色
界
図
像
の
上
六
層
に
お
い
て
み
ら
れ
る
、
化
仏
の

有
無
の
意
味
の
問
題
に
再
度
注
目
し
た
い
。
前
節
に
挙
げ
た
二
つ
の
可
能
性
の

う
ち
、（
ａ
）
説
を
採
れ
ば
二
十
二
層
の
色
界
の
最
上
層
は
摩
醯
首
羅
天
と
な
り
、

（
ｂ
）
説
を
採
れ
ば
こ
れ
が
色
究
竟
天
（『
六
十
華
厳
』
の
呼
称
で
は
阿
迦
尼
�

天
）
と
な
る
。
ま
ず
（
ａ
）
説
の
場
合
、
最
上
層
の
釈
迦
仏
の
居
場
所
と
し
て
表

現
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
摩
醯
首
羅
天
が
、
色
界
図
像
中
の
一
層
に
も
重
複

し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
奇
妙
な
現
象
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
二
月
堂
光
背
で
は
、
仮
に
摩
醯
首
羅
天
の
層
が
色
界
中
の
最
上
段
に
描
か
れ

て
い
た
と
み
な
し
て
も
、
そ
れ
は
下
の
五
層
の
浄
居
天
と
基
本
的
に
同
一
の
図

像
を
以
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
色
界
中
の
最
上
層
」
と
し
て
の
表
現
以

上
の
、
積
極
的
な
意
味
づ
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
さ
ら

に
『
華
厳
経
』
の
教
説
が
造
立
背
景
の
根
本
に
存
し
、
中
国
の
法
相
教
学
の
説

が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
が
た
い
大
仏
の
場
合
も
、
蓮
弁
線
刻

図
の
色
界
最
上
層
と
仏
菩
薩
図
の
間
に
は
、
両
者
の
隔
た
り
を
象
徴
す
る
か
の

よ
う
な
何
も
描
か
れ
な
い
三
層
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
色
界
最
上
層
は
特
別
視

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
以
上
諸
点
が
い
ず
れ
も
（
ａ
）
説
に

と
っ
て
非
常
に
不
利
な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も

同
説
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
条
件
と
し
て
、「『
摩
醯
首
羅
天
を
色
界
最

上
天
と
認
め
る
こ
と
』
と
、『
摩
醯
首
羅
天
が
十
地
の
菩
薩
が
成
仏
す
る
場
所
、

す
な
わ
ち
報
土
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
別
格
視
さ
れ
る
こ
と
』
が
別
次

元
に
属
す
る
事
柄
と
考
え
ら
れ
た
」、
あ
る
い
は
「
摩
醯
首
羅
智
処
は
色
界
中

の
独
立
し
た
一
天
で
は
な
い
が
、『
智
度
論
』『
瑜
伽
論
』
な
い
し
法
相
教
学
の

説
、
あ
る
い
は
『
華
厳
経
』
の
文
言
を
尊
重
し
て
、
図
化
に
あ
た
っ
て
は
独
立

し
た
一
階
層
と
し
て
表
現
し
、
か
つ
そ
れ
を
『
単
な
る
色
界
の
一
階
層
』
な
い
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し
『
成
仏
を
遂
げ
る
以
前
の
、
十
地
の
菩
薩
の
居
場
所
』
と
し
て
の
表
現
に
と

ど
め
、
仏
の
居
場
所
と
は
分
け
て
扱
う
」
と
い
っ
た
、
き
わ
め
て
複
雑
な
理
解

が
存
在
し
、
か
つ
そ
れ
が
図
像
構
想
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
証
明

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、（
ｂ
）
説
を
採
っ
た
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
ま
ず
注
目
し
た

い
の
は
『
梵
網
経
』
に
三
度
み
え
る
「
十
八
梵
天
、
六
欲
天
子
」
と
い
う
文
言

（
Ｔ
２４
・
１００４
ａ
、
ｂ
、
１００８
ｂ
）
で
あ
る
。
こ
の
文
言
は
大
仏
蓮
弁
（
及
び
二
月
堂
光

背
）
の
色
界
図
像
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
古
来
『
梵
網
経
』
が
「
色
界
十
八
天
説

を
と
っ
て
い
る
」
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
同
経
に
は

会
衆
の
名
称
を
列
挙
す
る
中
で
こ
の
言
葉
が
登
場
す
る
の
み
で
、
色
界
の
構
成

の
内
訳
に
関
す
る
文
言
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
太
賢
『
梵
網
経
古
迹
記
』
は
、

こ
の
「
十
八
梵
天
」
の
語
を
釈
し
て
、

十
八
梵
者
、
色
界
衆
也
。
謂
三
静
慮
各
有
三
天
、
第
四
有
九
故
。
無
想
初
後
許
有

心
故
（
Ｔ
４０
・
７０２
ｃ
）。

と
い
う
。
つ
ま
り
太
賢
は
こ
の
「
十
八
梵
天
」
の
語
を
、
摩
醯
首
羅
天
で
は

な
く
無
想
天
を
含
め
た
色
界
諸
天
の
総
称
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の

で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
前
出
の
法
蔵
の
説
に
み
ら
れ
た
、『
華
厳
経
』
の
色
界
二

十
一
天
を
実
質
十
七
天
に
要
約
す
る
理
解
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
容

易
に
推
測
で
き
る
。
先
に
ふ
れ
た
太
賢
の
教
学
史
上
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
鑑

み
れ
ば
、
こ
の
理
解
は
当
時
の
新
羅
及
び
奈
良
朝
に
共（
５６
）
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
当
時
の
教
学
で
は
、
従
来
の
研
究
（
例
え
ば
松
本
論

文
）
が
「
色
界
十
八
天
説
を
採
る
経
論
」
と
し
て
一
括
り
に
し
て
い
た
『
梵
網

経
』、『
智
度
論
』、『
瑜
伽
論
』
の
三
者
の
色
界
説
が
、「
十
八
」
と
い
う
見
か
け

上
の
総
数
は
同
じ
だ
が
、
そ
の
内
訳
に
関
し
て
は
異
質
の
も
の
（
後
二
者
は
大
自

在
天＝

摩
醯
首
羅
天
を
一
天
と
数
え
る
）
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
、

著
し
く
高
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

大
仏
蓮
弁
線
刻
図
に
お
い
て
『
梵
網
経
』
が
根
本
的
な
所
依
経
典
の
一
つ
と

し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
み
た
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
点
に
鑑
み
れ

ば
、「
無
想
天
は
独
立
し
た
一
処
を
も
た
な
い
が
、『
梵
網
経
』
の
会
衆
で
あ
る

十
八
梵
天
に
含
ま
れ
る
点
、
及
び
外
道
が
涅
槃
処
と
す
る
と
い
う
そ
の
特
異
な

性
格
に
配
慮
し
て
、
図
化
に
あ
た
っ
て
は
独
立
し
た
一
層
と
し
て
表
現
さ
れ

た
」
と
い
う
、（
ａ
）
説
を
採
っ
た
場
合
に
比
べ
て
は
る
か
に
分
か
り
易
い
説
明

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
、（
ａ
）（
ｂ
）
両
説
を
天
秤

に
か
け
た
場
合
、（
ｂ
）
説
が
成
立
す
る
可
能
性
の
方
が
圧
倒
的
に
大
き
い
と
判

断
し
た
い
。

こ
こ
で
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
釈
尊
が
口
か
ら
無
量
の
光
明
を
放

ち
、
十
八
梵
天
・
六
欲
天
子
を
含
む
諸
衆
が
仏
の
誦
す
る
大
乗
戒
を
聴
聞
し

た
」
と
い
う
『
梵
網
経
』
の
文（
５７
）
言
と
図
像
の
関
係
で
あ
る
。
先
述
し
た
と
お
り

両
図
に
お
け
る
光
明
表
現
は
、
当
時
の
『
華
厳
経
』
解
釈
に
基
づ
く
、
仏
の
足

裏
か
ら
放
た
れ
る
二
十
五
重
の
光
明
を
強
く
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
右

の
『
梵
網
経
』
の
所
説
は
こ
れ
と
光
の
出
所
を
異
に
す
る
が
、
か
か
る
経
文
の

端
的
な
記
載
に
鑑
み
れ
ば
、
両
図
の
色
界
図
像
が
「
菩
薩
戒
の
教
え
が
（
無
想
天

・
浄
居
天
を
含
む
）
色
界
十
八
天
全
て
に
及
ぶ
」
こ
と
を
示
す
と
い
う
側
面
を
持

っ
て
い
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
二

月
堂
光
背
に
お
け
る
色
界
諸
天
の
化
仏
の
有
無
は
、「
浄
居
天
・
無
想
天
の
六

天
以
外
の
諸
天
だ
け
が
菩
薩
戒
を
受
け
ら
れ
る
」
と
い
う
階
級
差
別
を
示
す
標

識
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
図
に
お
い
て
上
の
六
天
が
特
別
視
さ
れ
、

そ
れ
が
化
仏
を
も
た
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
真
の
意
味
は
、

化
仏
の
意
味
自（
５８
）
体
に
つ
い
て
の
検
討
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
奈
良
朝
の
仏
教
界

に
お
け
る
浄
居
天
及
び
無
想
天
に
対
す
る
理
解
・
評
価
の
実
態
を
、
大
乗
戒
の
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受
容
過
程
の
全
体
像
を
視
野
に
入
れ
て
解
明
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。
と
は
い
え
両
図
の
色
界
図
像
が
、
諸
天
が
空
間
に
占
め
る
位
置
の

上
下
関
係
だ
け
で
な
く
、
そ
の
境
地
に
お
け
る
序
列
を
特
に
重
視
す
る
理
解
に

基
づ
い
て
成
立
し
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
無
想
天
が
独
立
し
た
一
層
と
し

て
図
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、「
空
間
の
上
で
は
色
究
竟
天
に
含
ま
れ
る
筈
の

摩
醯
首
羅
天
宮
」
で
説
法
す
る
釈
迦
が
、
色
界
図
像
か
ら
突
出
し
た
場
所
に
表

現
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
摩
醯
首
羅
天
を
一
天
と
認
め
る
『
智
度

論
』『
瑜
伽
論
』
の
説
に
配
慮
し
た
図
像
化
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
）
を
、
と

も
に
整
合
的
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
の
記
載
と
図
像
固
有
の
論
理
の
間
に
し
ば
し
ば
生
ず
る
開
き
も
し

く
は
矛
盾
を
い
か
に
説
明
す
る
か
、
と
い
う
問
題
は
図
像
解
釈
に
つ
き
も
の
だ

が
、
と
も
あ
れ
両
図
の
最
終
的
な
成
立
背
景
と
し
て
は
、『
華
厳
経
』
を
最
上
の

経
典
と
み
な
す
風
潮
の
中
で
、
中
国
の
華
厳
学
の
説
を
尊
重
し
、
受
容
し
つ
つ

も
、
図
像
構
想
に
あ
た
っ
て
は
他
の
経
論
―
特
に
『
梵
網
経
』
―
の
説
を
考
慮
し

て
、
中
国
華
厳
の
説
を
弾
力
的
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
（
あ

る
い
は
諸
宗
兼
学
の
風
潮
）
を
想
定
す
る
の
が
、
最
も
無
理
の
な
い
解
釈
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
仏
造
立
に
際
し
て
盧
舎
那
仏
に
関
す
る
両
経
の
所
説
が

重
ね
合
わ
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
両
図
に
お
い
て
無
色

界
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
前
節
で
挙
げ
た
基
の
『
梵
網
経
』
解
釈
に
お

け
る
同
界
に
対
す
る
認
識
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
種
の
世
界
図
の
構
想
の
基

本
に
、
仏
菩
薩
の
教
化
・
救
済
の
及
ぶ
範
囲
、
あ
る
い
は
光
明
の
波
及
す
る
範

囲
を
明
確
に
図
化
す
る
と
い
う
考
え
（「
三
界
の
構
造
を
正
確
に
図
解
す
る
」
と
い

う
認
識
に
基
づ
い
た
場
合
と
、
食
い
違
っ
た
図
像
を
生
む
こ
と
も
あ
り
う
る
）
が
、
天

界
図
像
の
成
立
に
影（
５９
）
響
を
与
え
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
少

な
く
と
も
図
像
表
現
の
レ
ベ
ル
で
は
、『
華
厳
経
』
の
色
界
二
十
一
天
説
を
実
質

十
七
天
と
み
な
す
法
蔵
の
如
き
解
釈
に
立
っ
た
上
で
、「
天
界
中
の
独
立
し
た

一
層
と
し
て
無
想
天
を
図
化
す
る
」
こ（
６０
）
と
が
、
新
羅
な
い
し
わ
が
国
の
華
厳
学

者
た
ち
の
間
で
容
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
両
図
の

天
界
図
像
の
内
訳
に
関
す
る
長
年
の
論
争
は
、
私
見
を
以
て
終
止
符
を
打
て
る

と
確（
６１
）
信
す
る
。

以
上
が
色
界
図
像
に
つ
い
て
の
筆
者
の
結
論
だ
が
、
両
図
の
成
立
過
程
に
関

し
て
は
、
最
終
的
に
八
世
紀
中
葉
の
東
大
寺
で
大
仏
及
び
二
月
堂
本
尊
の
造
立

が
行
わ
れ
る
に
至
る
ま
で
に
、
段
階
的
に
図
相
が
成
立
し
た
可
能
性
（
中
国
な

い
し
韓
国
に
原
図
が
あ
っ
た
と
し
て
、
二
月
堂
光
背
の
如
来
像
を
五
十
二
に
設
定
す
る

こ
と
、
あ
る
い
は
天
界
の
階
層
数
に
微
調
整
を
加
え
る
と
い
っ
た
程
度
の
改
変
は
、
教

理
的
裏
付
け
が
与
え
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
、
容
易
に
な
し
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）
を
も

想
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
時
期
と
地
域
、
教
学
的
背
景
等
の
問
題
に
対
し

て
は
、
さ
ら
な
る
探
究
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
以
上
検
討
し
て
き
た
諸
点
の
う

ち
、
特
に
摩
醯
首
羅
天
及
び
色
頂
成
仏
に
対
す
る
解
釈
は
、
単
に
両
図
の
図
像

解
釈
及
び
仏
教
史
上
の
位
置
づ
け
を
左
右
す
る
の
み
な
ら
ず
、
奈
良
朝
の
東
大

寺
周
辺
に
お
い
て
み
ら
れ
る
、
以
下
の
よ
う
な
重
要
な
諸
現
象
と
も
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
。

（
ａ
）
金
鍾
寺
（
及
び
金
鍾
山
房
）
の
「
金
鍾
」
な
る
語
が
、『
六
十
華
厳
』
十
地

品
の
、
十
地
の
菩
薩
が
灌
頂
を
受
け
る
際
の
香
水
を
入
れ
る
容
器
で
あ
る
「
金

鍾
」
に
由
来
す
る
こ
と
（
Ｔ
９
・
５７２
ｂ
）。

（
ｂ
）
法
華
堂
の
現
本
尊
、
不
空
羂
索
観
音
の
三
目
八
臂
の
像
容
が
摩
醯
首
羅
天

の
姿
と
共
通
し
、
そ
の
点
に
お
い
て
『
華
厳
経
』
に
説
く
十
地
の
菩
薩
の
姿
（
Ｔ

９
・
５７４
ｃ
）
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
ｃ
）
奈
良
朝
の
仏
教
界
に
お
い
て
は
千
手
観
音
と
不
空
羂
索
観
音
が
し
ば
し
ば

一
対
の
如
く
扱
わ
れ
、
両
尊
を
盧
舎
那
仏
の
脇
侍
と
し
て
ま
つ
る
事
例
も
あ
る
が
、
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こ
れ
が
当
時
行
わ
れ
た
変
化
観
音
信
仰
と
『
華
厳
経
』
信
仰
が
一
体
化
し
た
信
仰

形
態
（
二
月
堂
光
背
表
面
に
お
け
る
『
千
手
経
』
と
「
入
法
界
品
」
の
複
合
的
図

像
は
そ
の
典
型
で
あ
る
）
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
こ（
６２
）

と
。

こ
の
う
ち
（
ａ
）（
ｂ
）
の
二
点
は
東
大
寺
及
び
そ
の
前
身
寺
院
、
さ
ら
に
そ

こ
で
行
わ
れ
た
観
音
信
仰
と
『
華
厳
経
』
の
十
地
思
想
の
密
接
な
関
連
性
を
物

語
る
事
実
と
し
て
、
浅
井
和
春（
６３
）
氏
が
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、（
ｃ
）
は
古
く

か
ら
先
学
の
注（
６４
）
目
を
集
め
て
き
た
も
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
東
大
寺
前
身
寺
院
に

お
け
る
教
学
が
『
華
厳
経
』
を
主
柱
と
し
た
も
の
へ
と
移
行
し
て
い
く
過
程
、

そ
の
主
導
者
が
玄
�
か
ら
良
弁
へ
と
交
代
す
る
過
程
、
か
か
る
動
き
と
変
化
観

音
信
仰
の
受
容
・
展
開
の
関
係
な
ど
を
跡
づ
け
よ
う
と
す
る（
６５
）
際
、
き
わ
め
て
重

要
な
論
点
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
唐
・
新
羅
・
日
本
の
三
国
に
ま
た
が
る
仏
教
史

・
美
術
史
上
の
大
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
年
諸
説
乱
立
の
様
相
を
呈
し
て

い
る
、
前
身
寺
院
以
来
の
東
大
寺
に
お
け
る
尊
像
構
成
の
教
理
的
根
拠
、
伽
藍

の
整
備
過
程
と
現
存
諸
仏
の
造
立
過
程
・
安
置
堂
宇
の
相
互
関
係
な
ど
に
関
す

る
議
論
に
も
、
そ
の
解
釈
い
か
ん
で
甚
大
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
諸
点
に
つ
い
て
は
東
ア
ジ
ア
全
体
の
華
厳
学
の
展
開
の
み
な
ら
ず
、
他

の
学
派
に
お
け
る
『
華
厳
経
』『
十
地
経
論
』『
梵
網
経
』
解
釈
の
問
題
な
ど
に

ま
で
踏
み
込
ん
で
そ
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
筆

者
は
現
状
で
は
そ
の
任
に
た
え
な
い
た
め
、
問
題
提
起
を
行
う
に
留
め
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
大
仏
蓮
弁
最
上
部
の
図
像
に
お

い
て
は
、
釈
迦
仏
は
二
十
二
体
の
菩
薩
に
よ
っ
て
囲
繞
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
菩

薩
群
像
が
二
十
二
尊
で
描
か
れ
て
い
る
点
に
関
し
て
は
、
松
本
論
文
が
非
常
に

興
味
深
い
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
同
氏
は
こ
の
表
現
の
根
拠
を
、
釈
尊
の
説
法

の
場
に
居
合
わ
せ
た
諸
菩
薩
の
代
表
と
し
て
二
十
二
の
菩
薩
名
を
列
挙
す
る

『
大
品
般
若
経
』
の
文
言
に
対
す
る
、『
大
智
度
論
』
巻
七
の
以
下
の
注
釈
に
求

め
る
（
松
本
一
九
八
六
・
６０（
６６
）

頁
）。

是
の
如
き
等
の
諸
菩
薩
は
、
仏
と
共
に
王
舎
城
耆
闍
崛
山
中
に
住
す
。
問
う
て
曰

く
、
是
の
如
く
菩
薩
衆
は
多
き
も
、
何
を
以
て
独
り
二
十
二
菩
薩
の
名
の
み
を
説

く
か
。
答
へ
て
曰
く
、
諸
菩
薩
は
無
量
千
万
億
に
し
て
、
説
き
て
尽
く
す
べ
か
ら

ず
。
若
し
都
て
説
け
ば
、
文
字
に
て
は
載
す
こ
と
能
は
ざ
る
所
な
り
（
Ｔ
２５
・
１１１

ａ
）。

同
論
は
、
霊
鷲
山
に
お
け
る
説
法
に
際
し
て
釈
尊
を
囲
繞
し
た
諸
菩
薩
に
関

し
て
、
経
文
は
な
ぜ
二
十
二
菩
薩
の
み
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
の
か
と
い
う
問

い
に
対
し
て
、
諸
菩
薩
は
無
数
で
あ
り
、
そ
の
全
て
を
挙
げ
る
こ
と
が
不
可
能

だ
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
答
え
を
示
し
て
い
る
が
、
大
仏
蓮
弁
最
上
部
の
菩
薩

の
総
数
で
あ
る
二
十
二
と
い
う
数
が
、
右
の
『
智
度
論
』
の
説
と
一
致
す
る
と

い
う
松
本
説
は
一
見
必
然
性
が
感
じ
ら
れ
ず
、
こ
れ
が
偶
然
の
一
致
に
す
ぎ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
向
き
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
二
月
堂

光
背
及
び
大
仏
蓮
弁
の
図
像
は
、
両
者
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
は
天
界
の
階

層
数
、
二
十
五
重
の
放
光
、
七
金
山
、
四
大
洲
な
ど
、
前
者
に
関
す
る
も
の
で

は
千
手
観
音
の
手
の
本
数
、
菩
薩
の
衆
数
、
三
十
四
尊
の
眷
属
、
五
十
二
仏
、

十
八
地
獄
（
次
節
参
照
）
と
い
っ
た
具
合
に
、
数
合
わ
せ
の
問
題
に
き
わ
め
て
敏

感
な
図
像
構
成
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
そ
の
点
を
考
慮
す
れ

ば
、
大
仏
蓮
弁
の
画
面
中
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
こ
の

菩
薩
群
像
の
、
数
の
意
味
を
説
明
で
き
る
唯
一
の
見
解
で
あ
る
松
本
説
は
、
な

お
捨
て
が
た
い
魅
力
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
右
の
『
智
度

論
』
の
説
の
真
意
は
、
限
ら
れ
た
二
十
二
の
菩
薩
の
名
を
挙
げ
つ
つ
も
、
こ
の

二
十
二
が
無
数
を
含
意
し
て
い
る
、
と
い
う
点
に
存
す
る
。
二
月
堂
光
背
表
面

の
千
手
観
音
の
脇
侍
菩
薩
と
し
て
、『
千
手
経
』
に
「
無
央
数
の
菩
薩
」
の
代
表

と
し
て
列
挙
さ
れ
る
十
四
の
菩
薩
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
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ば
、
同
様
の
原
理
に
沿
っ
て
、「
諸
菩
薩
は
描
き
き
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
代
表
的

な
二
十
二
体
が
描
か
れ
て
い
る
の
み
な
の
だ
が
、
そ
の
背
後
に
無
数
の
菩
薩
の

存
在
を
読
み
と
り
な
さ
い
」
と
い
う
意
図
の
も
と
に
こ
の
図
像
が
描
か
れ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
松
本
氏
も
注
目
す
る
と
お
り
、
こ
の
『
智
度
論
』
の

説
に
対
し
て
法
蔵
が
『
探
玄
記
』
巻
二
の
中
で
論
評
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
『
六
十
華
厳
』
冒
頭
の
会
衆
を
列
挙
し
た
箇
所
で
「
與
十
仏
世
界

微
塵
数
等
大
菩
薩
等
倶
」
と
し
て
、
そ
の
代
表
格
と
し
て
二
十
尊
の
菩
薩
の
名

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
箇（
６７
）
所
に
注
し
た
部
分
で
あ
る
。

智
論
に
云
く
、『
問
う
、
菩
薩
は
甚
だ
多
き
も
、
何
を
以
て
列
す
る
こ
と
少
な
き

か
。
答
ふ
、
菩
薩
は
無
量
に
し
て
説
き
て
尽
く
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
都
て
を
列
す

れ
ば
、
文
字
に
て
は
載
し
難
し
（
中
略
）』
と
。
解
し
て
云
く
、
此
れ
は
娑
婆
世
界

に
約
し
て
説
く
。
華
蔵
の
衆
に
就
か
ば
、
文
の
如
し
と
知
る
べ
し
（
Ｔ
３５
・
１３３
ｂ
）。

松
本
氏
は
こ
の
文
言
に
つ
い
て
、
他
の
仏
典
に
み
ら
れ
な
い
『
智
度
論
』
特

有
の
二
十
二
菩
薩
説
が
『
探
玄
記
』
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
、
同
説
の
重

要
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
氏
は
そ
の

一
方
で
法
蔵
が
「
『
大
智
度
論
』
所
説
を
『
娑
婆
世
界
』
に
約
し
て
説
か
れ
た
も

の
と
し
て
解
し
、『
華
蔵
衆
』
に
つ
い
て
は
『
華
厳
経
』
の
経
文
に
即
す
べ
き

だ
」
と
説
い
て
い
る
と
し
て
、「
華
厳
教
義
か
ら
す
る
菩
薩
数
は
あ
く
ま
で
も

『
華
厳
経
』
の
経
文
、
す
な
わ
ち
同
経
中
随
所
に
説
く
『
微
塵
数
』
と
い
う
衆

数
に
従
う
べ
き
だ
と
し
、『
大
智
度
論
』
の
菩
薩
数
説
を
い
わ
ば
一
段
と
低
位
な

説
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
―
ゆ
え
に
、
蓮
弁
画
の
二
十
二
菩
薩
像
が
、
法
蔵

に
代
表
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
純
粋
華
厳
教
学
の
立
場
か
ら
で
は
、
成
立
し
が
た
い

図
相
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
（
松
本
一
九
八
六
・
６０
頁
）。
た

し
か
に
中
国
の
華
厳
学
の
説
と
、
こ
の
『
智
度
論
』
の
説
は
相
容
れ
な
い
よ
う

に
み
え
る
。

け
れ
ど
も
前
節
及
び
本
節
で
検
討
し
た
如
く
、
色
界
図
像
の
構
想
に
、
法
蔵

の
説
に
修
正
を
加
え
た
（
も
し
く
は
他
の
説
と
の
会
通
を
図
っ
た
）
わ
が
国
な
い
し

新
羅
の
華
厳
学
の
解
釈
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
同
様
の

現
象
が
こ
の
菩
薩
群
像
に
み
ら
れ
る
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
む
し
ろ
法

蔵
の
著
作
に
『
智
度
論
』
の
こ
の
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
評

価
す
る
方
向
で
、
考
察
を
行
う
の
が
筋
な
の
で
は
な
い
か
、
と
の
印
象
を
も
つ
。

松
本
説
が
成
立
す
る
か
否
か
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
こ
の
『
智
度
論
』
の
文
言

を
「
娑
婆
世
界
に
約
し
て
説
く
」
と
す
る
法
蔵
の
説
の
如
き
解
釈
を
逆
手
に
と

っ
て
、
蓮
弁
の
一
枚
一
枚
を
広
義
の
娑
婆
世（
６８
）
界
と
解
し
、「
蓮
弁
上
の
、
盧
舎
那

仏
の
化
身
た
る
千
の
釈
迦
仏
を
囲
繞
す
る
菩
薩
を
描
く
際
の
数
と
し
て
は
、
む

し
ろ
二
十
二
こ
そ
が
ふ
さ
わ
し
い
」
と
い
っ
た
考
え
が
新
羅
・
日
本
の
華
厳
学

に
お
い
て
存
在
し
た
か
ど
う（
６９
）
か
（
法
蔵
の
周
辺
で
、
図
像
表
現
の
レ
ベ
ル
で
は
容
認

さ
れ
た
可
能
性
も
検
討
に
値
し
よ
う
）
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
の

検
証
が
今
後
の
課
題
と
な（
７０
）
る
。
ま
た
最
上
部
の
仏
菩
薩
図
の
位
置
づ
け
に
あ
た

っ
て
は
、
前
節
で
述
べ
た
、
摩
醯
首
羅
天
を
十
地
の
菩
薩
が
成
仏
す
る
場
所
と

す
る
説
が
、
当
時
の
仏
教
界
で
い
か
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
が
深

く
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
本
図
の
図
像
が
『
梵
網
経
』『
華
厳

経
』
両
経
の
説
を
折
衷
し
た
も
の
で
あ
る
点
を
考
慮
し
て
、
①
前
節
で
引
い
た

『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
の
文
言
中
に
も
み
え
る
、「
仏
の
妙
浄
土
が
三
界
を
超
越

す
る
」
と
い
う
説
が
、
図
像
の
成
立
時
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

た
か
（
す
な
わ
ち
摩
醯
首
羅
天
が
三
界
中
に
含
ま
れ
る
場
所
と
表
象
さ
れ
て
い
た
の
か
、

そ
れ
を
超
え
た
場
所
と
解
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
）、
②
仏
身
論
（
盧
舎
那
仏

の
化
身
た
る
千
釈
迦
が
報
身
と
し
て
の
属
性
を
備
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ど

う
か
）
や
行
位
説
（
特
に
十
地
と
そ
れ
以
上
の
階
位
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
解
釈
）
と
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図
像
の
関
係
、
な
ど
に
つ
い
て
も
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ（
７１
）
る
。
こ
の
た
め
こ

こ
で
は
や
や
曖
昧
な
説
明
で
は
あ
る
が
、
最
上
段
の
仏
は
ひ
と
ま
ず
「
盧
舎
那

仏
の
化
身
た
る
千
の
釈
迦
に
し
て
、
摩
醯
首
羅
天
宮
に
あ
っ
て
、
三
千
大
千
世

界
を
統
べ
る
釈
迦
」
で
あ
る
と
い
う
に
留
め
て
お
き
た
い
。

と
は
い
え
本
節
で
の
考
察
か
ら
、
上
段
の
二
十
二
菩
薩
図
を
含
め
た
大
仏
蓮

弁
の
図
相
が
、
仮
に
松
本
氏
の
い
う
よ
う
に
「
『
大
智
度
論
』
に
基
づ
い
て
成
立

し
た
三
千
大
千
世
界
図
」
を
基
本
に
し
て
（『
梵
網
経
』
の
説
を
加
味
し
て
）
成
立

し
た
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
中
国
・
新
羅
・
日
本
に
わ
た

っ
て
展
開
し
た
華
厳
学
、
及
び
そ
の
中
に
お
け
る
『
梵
網
経
』
解
釈
の
展
開
と

い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
経
由
し
た
も
の
（
結
果
的
に
『
智
度
論
』
に
対
応
す
る
図
像
が

残
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
同
論
が
図
像
の
最
終
的
な
決
定
に
あ
た
っ
て
第
一
の
仏
典

と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、『
華
厳
経
』
を
最
高
の
経
典
と
み

な
す
者
た
ち
の
側
が
主
体
的
に
『
智
度
論
』
の
説
を
再
解
釈
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い

る
）
と
し
て
理
解
し
う
る
、
と
い
う
方
向
性
は
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

（
３
）
二
月
堂
光
背
の
地
獄
図
及
び
須
弥
山
図

で
は
次
に
二
月
堂
光
背
裏
面
の
最
下
部
に
描
か
れ
た
、
現
存
作
例
と
し
て
は

本
邦
最
古
の
地
獄
図
（
図
１０
）
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
地
獄
図

は
大
仏
蓮
弁
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
、
様
々
な
責
め
苦
を
描
写
す
る
後
世
の

作
例
に
比
べ
、
火
の
山
を
な
ら
べ
て
亡
者
や
人
骨
を
配
し
た
だ
け
の
至
っ
て
シ

ン
プ
ル
な
図
像
だ
が
、
そ
れ
が
い
か
な
る
教
説
に
基
づ
い
て
い
る
か
を
解
明
し

た
先
行
研
究
は
な
い
。

地
獄
に
関
す
る
諸
説
の
中
で
最
も
一
般
的
に
流
布
し
た
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る

八
大
地
獄
の
説
で
あ
ろ
う
。
仮
に
『
倶
舎
論
』
巻
八
に
沿
っ
て
各
地
獄
の
名
称

を
列
挙
す
る
な
ら
ば
、
「
等
活
地
獄
、
黒
縄
地
獄
、
衆
合
地
獄
、
号
叫
地
獄
、
大

叫
地
獄
、
炎
熱
地
獄
、
大
熱
地
獄
、
無
間
地
獄
」（
Ｔ
２９
・
４１
ａ
）
と
な
る
。
た
だ

し
こ
の
名
称
に
は
諸
経
論
の
間
で
異
同
が
あ
り
、
一
例
と
し
て
『
正
法
念
処

経
』
巻
四
の
説
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、「
活
地
獄
、
黒
縄
地
獄
、
合
地
獄
、
叫
喚
地

獄
、
大
叫
喚
地
獄
、
焦
熱
地
獄
、
大
焦
熱
地
獄
、
阿
鼻
地
獄
」（
Ｔ
１７
・
１８
ｂ
）
と

な
る
。
そ
の
位
置
関
係
（
異
説
は
あ
る
が
、
一
般
的
な
も
の
）
を
高
田
修
氏
の
言

（
７２
）
葉
を
借
り
て
説
明
す
る
と
、「
こ
れ
ら
の
八
大
地
獄
は
わ
れ
わ
れ
人
間
の
住
む

世
界
の
地
下
深
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
無
間
（
阿
鼻
）
地
獄
を
最
下
と
し
て
八
地
獄

が
層
々
相
重
な
っ
て
存
し
、
そ
の
下
方
の
も
の
ほ
ど
広
い
と
説
か
れ
る
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
二
月
堂
光
背
の
地
獄
図
は
十
八
の
火
の
山
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
八
大
地
獄
と
は
数
が
合
わ
な
い
。
ま
た
人
間
界
の
真
下
に
あ
る
と
い
う
と

い
う
点
で
は
、
図
像
は
右
の
説
明
に
よ
く
一
致
す
る
も
の
の
、
八
大
地
獄
が
垂

直
方
向
に
並
ん
で
い
る
と
い
う
位
置
関
係
に
お
い
て
は
、
全
く
合
わ
な
い
。
し

た
が
っ
て
こ
の
八
大
地
獄
説
は
、
本
図
像
に
み
ら
れ
る
火
の
山
の
数
と
、
直
接

的
に
は
関
係
し
な
い
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、

八
大
地
獄
説
と
は
系
統
を
異
に
す
る
、
十
八
と
い
う
数
を
基
本
単
位
と
し
て
地

獄
を
説
明
す
る
一
群
の
経
典
の
存
在
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
最
も
詳
細
な
記
述

が
み
ら
れ
る
『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
五
の
説
で
あ
る
。

阿
鼻
地
獄
、
縦
広
正
等
八
千
由
旬
。
七
重
鉄
城
、
七
層
鉄
網
、
下
十
八
鬲
（
隔
）、

周
匝
七
重
、
皆
是
刀
林
。
七
重
城
内
復
有
剣
林
。
下
十
八
鬲
、
鬲
八
万
四
千
重
。

於
其
四
角
有
四
大
銅
狗
。（
略
）
有
十
八
獄
卒
、
頭
羅
刹
頭
、
口
如
夜
叉
（
下
略
）

（
Ｔ
１５
・
６６８
ｃ
）。

こ
こ
で
は
阿
鼻
地
獄
に
十
八
鬲
が
あ
り
、
十
八
の
獄
卒
が
い
る
と
い
い
、
後

に
続
く
小
地
獄
の
説
明
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
十
八
と
い
う
数
を
単
位
に
そ
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の
構
成
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
「
鬲
」（「
隔
」
と
す
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
同
義

で
あ
る
）
と
い
う
の
は
三
本
脚
の
煮
炊
き
用
の
調
理
器
具
の
こ
と
と
み
な
さ
れ
、

中
国
に
は
実
際
に
こ
の
形
の
調
理
器
具
を
以
て
地
獄
の
図
像
を
表
現
し
て
い
る

事（
７３
）
例
が
あ
る
。
二
月
堂
光
背
の
地
獄
図
は
煮
え
た
ぎ
る
釜
で
は
な
く
火
の
山
を

以
て
表
現
さ
れ
、
ま
た
経
文
に
詳
細
に
説
か
れ
る
獄
卒
や
阿
鼻
城
の
描
写
も
な

い
が
、
基
本
的
な
構
成
と
い
う
点
で
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
説
に
対
応
し
て
い
る

と
い
え
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
が
阿
鼻
地
獄
の
み
に
つ

い
て
長
々
と
説
明
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
よ
り
一
般
的
な
八
大
地
獄
説
に

お
い
て
は
、
阿
鼻
地
獄
は
八
つ
の
地
獄
の
う
ち
、
最
下
層
に
位
置
す
る
場
所
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
二
月
堂
光
背
の
地
獄
図
の
構
想
は
、
八
大
地

獄
説
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
最
下
層
に
し
て
最
悪
の
世
界
で
あ
る
阿
鼻
（
無

間
）
地
獄
の
み
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
図
像
化
が
行
わ
れ
、
図
様
決
定
に
際

し
て
阿
鼻
地
獄
に
関
す
る
最
も
詳
細
な
説
明
が
み
ら
れ
る
『
観
仏
三
昧
海
経
』

の
説
が
採
用
さ
れ
た
、
と
い
う
流
れ
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
本
図
で
は
八
大
地
獄
の
う
ち
上
の
七
つ
は
省
略
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
本
図
に
お
い
て
餓
鬼
道
や
畜
生
道
と

い
っ
た
、
六
道
世
界
の
一
部
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
よ
く
対
応
す
る
。

な
お
本
図
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
唐
・
新
羅
・
奈
良
朝
で
は
必
ず
し
も
メ
ジ

ャ
ー
な
経
典
と
は
い
え
な
い
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
『
観
仏
三
昧
海
経
』

を
持
ち
出
す
こ
と
は
脈
絡
が
な
い
、
と
の
印
象
を
も
た
れ
る
向
き
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
右
の
阿
鼻
地
獄
に
つ
い
て
の
説
は
『
経
律
異
相
』
巻
五
十
（
Ｔ
５３

・
２６２
ｃ
以
下
）
や
『
法
苑
珠
林
』
巻
七
（
同
３１４
ｃ
〜
３１５
ａ
）
と
い
っ
た
類
書
に
も
、

八
大
地
獄
に
関
す
る
記
述
に
続
け
て
大
き
く
紙
面
を
割
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
直
接
各
種
経
論
を
博
捜
せ
ず
と
も
、
こ
れ
ら
を
参
照
す
れ
ば

容
易
に
こ
の
説
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
う
る
。
つ
ま
り
唐
代
も

し
く
は
奈
良
朝
の
時
点
で
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
説
が
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
可
能
（
７４
）

性
も
、
十
分
に
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
唐
代
の
仏
教
界
で
し
ば
し
ば
経
変
の
素
材
と
な
る
な
ど
、
非
常
に

重
視
さ
れ
た
『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
巻
四
に
は
、
こ
の
問
題
な
ら
び
に
二
月
堂

光
背
の
全
体
構
想
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
、
以
下
の
よ
う
な
文

言
が
あ
る
。

爾
時
世
尊
大
衆
圍
遶
、
供
養
恭
敬
尊
重
讃
歎
。
爾
時
如
来
�
怡
微
笑
。
従
其
面
門

放
大
光
明
。
青
黄
赤
白
。
名
曰
大
悲
、
遠
照
十
方
。
上
至
阿
迦
膩
�
天
、
下
至
十

八
地
獄
、
照
提
婆
達
多
身
。
身
諸
苦
痛
即
得
安
寧
（
Ｔ
３
・
１４２
ｂ
）。

右
の
文
言
で
は
、
釈
迦
仏
が
放
つ
光
明
が
上
は
阿
迦
膩
�
天
す
な
わ
ち
色
究

竟
天
、
下
は
「
十
八
地
獄
」
に
達
し
て
提
婆
達
多
の
身
を
照
ら
し
た
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
提
婆
達
多
は
未
遂
に
終
わ
っ
た
と
は
い
え
釈
尊
の
殺
害
を
企

て
る
な
ど
し
て
地
獄
に
落
ち
た
、
極
悪
人
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
者
な
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
点
を
重
視
す
れ
ば
中
国
に
お
い
て
「
十
八
地
獄
」
な
る
言
葉
が
最

も
罪
深
い
者
の
落
ち
る
「
阿
鼻
（
無
間
）
地
獄
」
の
同
義
語
と
み
な
さ
れ
て
い
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
一
例
の
み
を
以
て
断
定
を
行
う
こ
と

は
控
え
た
い
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
二
月
堂
光
背
の
図
像
の
原
図
構
想
時

に
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
説
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
な
く
名
称
だ
け
で
地
獄
の
図

様
が
決
定
さ
れ
た
可
能（
７５
）
性
も
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
今
後
検
討
に
値
し
よ
う
。

ま
た
こ
の
光
明
が
「
大
悲
」
と
名
付
け
ら
れ
、
こ
れ
が
唐
代
に
千
手
観
音
の

異
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
あ
っ
た
「
大
悲
観（
７６
）
音
」、
及
び
千
手
観
音
信

仰
の
中
核
に
存
す
る
大
悲
心
陀
羅
尼
を
連
想
さ
せ
る
点
、
さ
ら
に
仏
の
光
明
が

及
ぶ
範
囲
を
説
明
す
る
際
に
「
色
界
の
頂
上
か
ら
地
獄
ま
で
」
と
い
う
表
現
を

用
い
、
こ
れ
が
本
光
背
の
図
像
と
ぴ
た
り
対
応
す
る
点
も
興
味
深
い
。
右
の
文

言
が
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
も
の
の
、
か
か
る
理
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解
が
当
時
の
仏
教
界
に
共
通
す
る
認
識
と
し
て
、
二
月
堂
光
背
の
図
像
成
立
に

際
し
、
基
本
的
な
枠
組
を
与
え
た
可
能
性
は
、
十
分
に
想
定
し
て
よ
か
ろ
う
。

こ
れ
と
関
連
し
て
重
要
な
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
『
華
厳
経
』
の
、
仏
が
足
下
か

ら
放
つ
光
明
の
及
ん
だ
場
所
を
列
挙
し
た
箇
所
で
、
色
界
諸
天
に
関
し
て
は
最

後
に
「
色
究
竟
天
」
の
名
称
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
仏
菩
薩
の
足
下

の
光
明
が
地
獄
を
照
ら
す
こ
と
を
述
べ
た
箇
所
で
、「
阿
鼻
地
獄
」
の
名
が
特
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
両
図
の
構
想
に
際
し
て
、
同
経
所
説
の
光
明
の
及

ぶ
範
囲
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
可
能（
７７
）
性
も
高
い
。
と
も
あ
れ
以
上
の
考
察
か

ら
、
二
月
堂
光
背
の
地
獄
図
が
仏
菩
薩
の
放
つ
光
明
な
い
し
教
化
・
救
済
が
及

ぶ
最
低
ラ
イ
ン
を
示
す
と
い
う
明
確
な
目
的
に
沿
っ
て
、
阿
鼻
地
獄
の
み
を
図

像
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
定
で
き
る
。

続
い
て
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
及
び
二
月
堂
光
背
裏
面
の
い
ず
れ
に
も
み
ら
れ
る

須
弥
山
図
（
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
前
者
の
下
層
の
七
枚
の
蓮
弁
上
に
描
か
れ
た
も
の
、

及
び
後
者
の
天
界
と
地
獄
の
間
の
部
分
を
さ
す
こ
と
と
す
る
）
に
目
を
向
け
る
こ
と

に
し
た
い
。
前
者
に
お
い
て
は
蓮
弁
一
枚
に
つ
き
七
つ
の
須
弥
山
図
、
後
者
に

お
い
て
は
一
つ
の
須
弥
山
図
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
前
者
に
み
ら
れ
な
い
図
様

が
若
干
、
後
者
に
み
ら
れ
る
（
後
で
検
討
す
る
）
点
を
除
け
ば
、
そ
の
構
成
は
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
須
弥
山
図
を
構
成
す
る
諸
要
素
を
仏
典
中
の
記
載
に
同
定
す
る
作
業
は
、

先
行
研
究
に
お
い
て
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

こ
こ
で
は
松
本
伸
之
氏
が
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
の
図
像
解
釈
に
際
し
、
色
界
の
階

層
数
及
び
最
上
部
の
二
十
二
菩
薩
図
と
と
も
に
、
本
図
の
典
拠
を
『
大
智
度

論
』
と
す
る
根
拠
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
、
四
大
洲
に
中
洲
・
小
洲
が
付
属
す

る
点
、
及
び
閻
浮
提
の
無
熱
悩
池
か
ら
出
る
四
大
河
の
流
出
口
に
表
現
さ
れ
る

四
獣
頭
（
及
び
そ
の
方
位
）
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
て
お
き
た
い
（
松
本
一
九
八
六

・
６０
―
６２
頁
）。
こ
の
二
つ
の
要
素
は
確
か
に
『
智
度
論
』
の
記（
７８
）
載
に
対
応
し
て

お
り
、
特
に
右
の
小
洲
は
『
智
度
論
』
の
他
に
は
『
大
毘
婆
沙
論
』
に
言
及
が

あ
る
程
度
で
（
松
本
一
九
八
六
の
注
（
７
）
参
照
）、『
法
苑
珠
林
』
に
も
み
ら
れ
な

い
。
ま
た
四
獣
頭
の
表
現
は
二
月
堂
光
背
に
お
い
て
、
よ
り
明
瞭
に
表
現
さ
れ

て
お
り
、
位
置
関
係
も
『
智
度
論
』
説
に
一
致
す
る
（
図
８
）。

右
の
事
実
は
両
図
特
に
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
の
原
型
と
し
て
「『
大
智
度
論
』

の
所
説
を
中
心
と
し
て
成
っ
た
三
千
大
千
三
界
図
」
を
想
定
す
る
松
本
説
に
、

有
利
な
材
料
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
点
は
、
両
図
の
図

像
が
最
終
的
に
『
華
厳
経
』（
及
び
『
梵
網
経
』）
を
奉
ず
る
者
た
ち
の
厳
し
い
チ

ェ
ッ
ク
を
経
て
決
定
さ
れ
た
、
と
い
う
私
見
の
成
否
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
こ
と
は
本
章
第
一
節
・
第
二
節
に
お
け
る
考
証
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
仮
に
「
『
大
智
度
論
』
の
所
説
を
中
心
と
し
て
成
っ
た
三
千
大
千
世
界
図
」

が
源
流
に
存
在
し
、
結
果
的
に
同
論
に
一
致
す
る
要
素
が
両
図
の
上
に
残
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
や
は
り
『
華
厳
経
』『
梵
網
経
』
を
核
と
し
た
両
図
の

基
本
構
想
に
抵
触
し
な
い
範
囲
内
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

右
の
須
弥
山
図
の
図
様
は
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
先
に
吉
村
説
に
賛
同
す

る
立
場
で
『
華
厳
経
』
所
説
の
二
十
五
重
の
放
光
が
本
図
に
表
現
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
三
千

大
千
世
界
の
詳
し
い
説
明
が
「
放
光
釈
論
」（
巻
七
〜
九
）
の
章
に
お
い
て
み
ら

れ
る
点
で
あ（
７９
）
る
。
す
な
わ
ち
図
像
構
想
時
に
お
け
る
同
論
依
用
の
背
景
に
は

「
仏
教
的
世
界
観
を
理
論
的
に
説
明
す
る
た
め
に
、
世
界
の
構
成
が
描
写
さ
れ

て
い
る
」
点
の
み
な
ら
ず
、「
仏
の
光
明
が
照
ら
す
対
象
と
し
て
、
世
界
の
内
訳

を
描
写
す
る
」
と
い
う
体
裁
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
強
く
作
用
し
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
発
想
の
根
本
に
『
華
厳
経
』
の
光
明
思

想
に
対
す
る
強
い
関
心
が
存
在
し
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
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本
図
の
図
様
の
最
終
決
定
の
場
で
、『
華
厳
経
』『
梵
網
経
』
が
主
、『
智
度
論
』

が
従
、
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
は
、
や
は
り
き
わ
め
て
高
い
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
両
図
に
み
え
る
『
智
度
論
』
と
対
応
す
る
諸
要
素
が
最
終
的
に

採
用
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
が
、
先
行
し
て
存
在
し
た
形
象
に
華
厳
を
奉
ず
る
者

た
ち
の
理
解
が
追
い
つ
い
て
い
く
、
と
い
う
流
れ
を
た
ど
っ
た
の
か
、
華
厳
を

奉
ず
る
者
た
ち
の
側
の
理
解
が
先
行
し
、
既
存
の
モ
チ
ー
フ
を
積
極
的
に
再
解

釈
し
て
取
り
込
む
（
あ
る
い
は
新
た
な
モ
チ
ー
フ
を
生
み
だ
す
）
と
い
う
流
れ
を
た

ど
っ
た
の
か
は
に
わ
か
に
決
定
し
が
た
い
も
の
の
、
こ
の
こ
と
は
疑
え
な
い
。

ま
た
以
上
の
諸
点
は
、
前
節
で
ふ
れ
た
大
仏
蓮
弁
最
上
部
の
二
十
二
菩
薩
図
が

『
智
度
論
』
に
依
拠
し
て
い
る
可
能
性
を
認
め
る
見
解
を
、
間
接
的
に
補
強
す

る
材
料
で
も
あ
る
。

次
に
二
月
堂
光
背
裏
面
の
図
像
の
う
ち
、
大
仏
蓮
弁
に
み
え
な
い
図
像
の
い

く
つ
か
に
注
目
し
、
補
足
的
な
検
討
を
加
え
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
須
弥

山
の
両
側
か
ら
、
日
月
を
支
え
る
阿
修
羅
の
手
が
伸
び
て
い
る
点
（
図
８
）
を
取

り
上
げ
た
い
が
、『
六
十
華
厳
』
巻
七
に
は
以
下
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

①
如
阿
修
羅
化
作
身
、
金
剛
地
上
安
其
足
。
海
水
至
深
僅
半
身
、
其
首
広
大
如
須

弥
。
彼
有
貪
欲
瞋
恚
癡
、
乃
能
現
是
大
神
力
。
況
伏
魔
怨
照
世
燈
、
而
不
能
現
大

神
変
（
Ｔ
９
・
４３９
ｃ
）。

阿
修
羅
と
須
弥
山
が
一
体
化
し
た
図
像
は
、
雲
岡
・
敦
煌
を
は
じ
め
と
す
る

北
魏
時
代
以
来
の
多
く
の
作
例
が
雄
弁
に
物
語
る
と
お
り
、
古
い
伝
統
を
も
つ

モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
に
『
華
厳
経
』
を
持
ち
出
し
て
説
明
す
る
必
要

は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
図
像
は
千
手
観
音
を
主
役
と

す
る
表
面
と
裏
面
の
世
界
図
の
接
点
を
考
え
る
上
で
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
材

料
を
提
供
す
る
と
思
わ
れ
る
。
同
経
で
は
右
の
文
言
の
直
後
に
、
以
下
の
よ
う

な
偈
讃
を
続
け
る
。

②
天
阿
修
羅
共
戦
時
、
帝
釈
自
在
難
思
議
。
随
阿
修
羅
軍
衆
数
、
現
身
等
彼
而
交

戦
。
諸
阿
修
羅
発
是
念
、
釈
提
桓
因
来
向
我
。
必
取
我
身
五
種
縛
、
阿
修
羅
衆
大

恐
怖
。
帝
釈
現
身
有
千
眼
、
手
執
金
剛
出
火
焔
。
被
甲
持
杖
自
荘
厳
、
阿
修
羅
見

即
退
散
。
彼
以
微
少
功
徳
力
、
猶
能
摧
破
大
怨
敵
。
何
況
救
度
一
切
者
、
無
量
功

徳
不
自
在
（
下
略
）（
Ｔ
９
・
４３９
ｃ
）。

帝
釈
と
阿
修
羅
が
交
戦
し
、
帝
釈
が
千
眼
の
姿
に
変
じ
て
阿
修
羅
を
調
伏
し

た
と
い
う
話
は
様
々
な
経（
８０
）
論
に
み
え
る
が
、『
華
厳
経
』
で
は
巨
大
な
阿
修
羅
の

姿
、
そ
し
て
そ
れ
に
打
ち
勝
つ
帝
釈
の
力
は
い
ず
れ
も
菩
薩
の
徳
や
力
の
強
大

さ
を
示
す
譬
喩
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
法
蔵
も
『
探
玄
記
』
に
お

い
て
そ
れ
に
沿
っ
た
説（
８１
）
明
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
い
さ
さ
か

想
像
を
交
え
る
こ
と
に
な
る
と
は
い
え
、
神
変
に
よ
っ
て
現
出
す
る
姿
で
あ
る

「
千
眼
の
帝
釈
天
」
と
「
千
眼
の
観
音
」
が
相
互
の
連
想
を
促
す
関
係
に
あ
っ

て
、
こ
れ
を
『
千
手
経
』
と
『
華
厳
経
』
を
結
ぶ
接
点
の
一
つ
と
み
な
す
理
解

が
本
図
の
構
想
の
背
後
に
存
在
し
た
可
能（
８２
）
性
も
、
考
慮
に
値
す
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

大
仏
蓮
弁
に
な
く
、
二
月
堂
光
背
裏
面
の
み
に
み
ら
れ
る
図
像
と
し
て
今
一

つ
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
東
西
か
ら
飛
来
し
た
菩
薩
に
迎
え
ら
れ
、

剃
髪
裸
形
の
化
生
童
子
が
雲
に
乗
っ
て
飛
び
去
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
点

（
図
７
）
で
あ
る
。
こ
の
表
現
も
、
光
背
表
面
の
典
拠
と
な
っ
て
い
る
『
千
手

経
』
の
説
に
密
接
に
関
わ
る
図
像
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
解
釈
し
た
い
。

『
千
手
経
』
の
、
観
音
菩
薩
が
千
光
王
静
住
如
来
か
ら
大
悲
呪
（
大
悲
心
陀
羅

尼
）
を
授
け
ら
れ
て
以
来
、
同
呪
護
持
の
功
徳
に
よ
っ
て
一
度
も
胎
生
の
か
た

ち
で
生
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
常
に
蓮
華
化
生
と
し
て
仏
前
に
転
生
し
続
け
た

と
い
う
話
は
冒
頭
で
み
た
と
お
り
だ
が
、
同
経
は
同
様
の
可
能
性
が
、
同
呪
を

誦
持
す
る
者
全
て
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
説
く
。
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若
諸
人
天
誦
持
此
陀
羅
尼
者
、（
中
略
）
一
切
悪
業
重
罪
悉
皆
消
滅
、
即
得
転
生

他
方
浄
土
、
蓮
華
化
生
、
不
受
胎
身
湿
卵
之
身
。
何
況
受
持
読
暗
誦
者
（
Ｔ
２０
・

１０９
ａ
）

図
像
で
は
東
西
方
向
に
化
生
童
子
が
飛
ん
で
い
く
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
そ
の
行
き
先
を
阿
弥
陀
浄
土
に
限
定
し
な
い
こ
の
文
言
に
、
よ
く

対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
そ
の
行
く
先
に
、
左
右
と

も
わ
ず
か
に
山
脈
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
図
に
描
か
れ
た
世
界
の

隣
の
世
界
の
鉄
囲
山
を
表
現
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
大
仏
蓮
弁
最
下
段
に
み
え

る
の
と
同
じ
山
脈
（
金
剛
山
と
の
説
が
あ
る
）
を
表
現
し
た
も
の
、
と
い
う
二
つ

の
可
能
性
が
あ
る
が
、
確
証
を
欠
く
た
め
保
留
と
し
た
い
。

以
上
三
節
に
わ
た
っ
て
、
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
に
対
す
る
検
討
を
ま
じ
え
つ
つ
、

二
月
堂
光
背
裏
面
の
世
界
図
の
図
像
を
解
読
し
て
き
た
。
摩
醯
首
羅
天
の
位
置

づ
け
の
問
題
な
ど
を
は
じ
め
、
な
お
議
論
を
要
す
る
部
分
は
多
い
も
の
の
、

『
華
厳
経
』
を
主
柱
に
据
え
、
か
つ
『
梵
網
経
』
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

と
み
ら
れ
る
奈
良
朝
の
東
大
寺
に
相
応
し
い
図
像
と
し
て
位
置
づ
け
う
る
、
ほ

ぼ
体
系
的
な
解
釈
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
で
は
最
後
に
、
二
月
堂
光
背

の
表
裏
の
上
層
部
に
お
い
て
三
層
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
、
仏
菩
薩
図
に
つ

い
て
の
私
見
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

三
、
表
裏
両
面
上
部
の
仏
菩
薩
図

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
二
月
堂
光
背
身
光
に
は
、
表
裏
と
も
上
部
に
三
層

の
区
画
が
設
け
ら
れ
、
仏
菩
薩
の
図
像
が
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
図
像
の

解
釈
も
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の

構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
面

上
層

三
仏
と
四
十
菩
薩

裏
面

上
層

三
仏
と
二
十
六
菩
薩

中
層

一
仏
と
三
十
四
菩
薩

中
層

七
仏
と
十
四
菩
薩

下
層

一
仏
と
六
菩
薩

下
層

一
仏
と
六
菩
薩

こ
の
う
ち
諸
菩
薩
の
尊
数
の
意
味
、
及
び
各
尊
の
名
称
を
特
定
す
る
こ
と
は

ま
ず
不
可
能
だ
が
、
少
な
く
と
も
如
来
像
に
関
し
て
は
、
特
徴
的
な
図
像
構
成

か
ら
判
断
し
て
、
必
ず
や
特
定
の
仏
名
と
対
応
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。は

じ
め
に
表
面
（
図
１１
）
だ
が
、
図
像
全
体
の
主
役
は
何
と
い
っ
て
も
千
手
観

音
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
諸
仏
の
尊
名
を
推
測
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
観
音
と
関
わ
る
如
来
、
と
い
う
方
向
で
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
中
層
の
図
像
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
表
面
中
層
は
表
裏
計
六
つ
の
仏
菩

薩
図
に
お
い
て
唯
一
、
楽
器
を
手
に
し
た
菩
薩
群
及
び
踊
る
菩
薩
を
従
え
た
如

来
像
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
が
「
浄
土
」
で
あ
る
こ
と
を
特
に
強
く

意
識
し
た
図
像
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
浄
土
と
い
え
ば
ま
ず
阿
弥
陀

浄
土
で
あ
り
、『
千
手
経
』
に
「
本
師
阿
弥
陀
如
来
」（
Ｔ
２０
・
１０７
ａ
）
と
明
言
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
の
層
の
主
尊
が
阿
弥
陀
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ

ぼ
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
勿
論
敦
煌
絵
画
の
例
を
み
て
も
、
釈
迦
や

薬
師
の
浄
土
に
奏
楽
の
天
人
を
配
し
た
事
例
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ

の
い
ず
れ
に
あ
て
て
も
、
蓋
然
性
で
は
遠
く
及
ば
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

で
は
上
層
及
び
下
層
に
描
か
れ
た
如
来
像
の
尊
名
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

『
千
手
経
』
な
い
し
大
悲
心
陀
羅
尼
と
関
連
づ
け
て
考
え
得
る
観
音
ゆ
か
り
の

如
来
、
あ
る
い
は
観
音
の
経
歴
や
将
来
に
関
わ
る
如
来
と
し
て
は
、
以
下
の
よ

う
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

①
『
千
手
経
』
の
観
音
の
神
変
の
場
で
説
法
し
て
い
た
釈
迦
如
来
。

②
『
千
手
経
』
に
い
う
、
観
音
に
大
悲
心
陀
羅
尼
を
授
け
た
「
千
光
王
静
住
如
来
」。
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③
『
千
手
経
』
は
、
観
音
が
か
つ
て
如
来
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
事
実

に
も
言
及
し
て
お
り
、
そ
の
名
を
「
正
法
明
如
来
」
と
い
う
。
な
お
こ
の
説
は
中

国
撰
述
経
典
で
あ
る
『
観
世
音
三
昧
経
』
に
も
あ
ら
わ
れ
、
同
経
に
は
観
音
の
前

身
た
る
正
法
明
如
来
が
釈
尊
を
弟
子
と
し
て
い
た
と
の
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ（
８３
）

る
。

④
ま
た
阿
弥
陀
仏
と
の
関
係
に
お
い
て
は
『
観
世
音
菩
薩
授
記
経
』（
Ｔ
１２
・
３５３

以
下
）
の
説
も
あ
わ
せ
て
注
目
さ
れ
る
。
同
経
に
は
阿
弥
陀
の
両
脇
を
固
め
る
観

音
・
勢
至
菩
薩
の
二
尊
が
「
金
光
師
子
遊
戯
如
来
」
の
も
と
で
発
心
し
、
阿
弥
陀

の
脇
侍
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
釈
尊
の
も
と
も
訪
問
し
て
い
る
。
ま
た
「
阿
弥

陀
仏
は
そ
の
名
の
と
お
り
無
量
寿
だ
が
、
や
は
り
遠
い
将
来
涅
槃
に
入
る
。
観
音

は
阿
弥
陀
の
正
法
滅
後
、『
普
光
功
徳
山
王
如
来
』
と
し
て
成
佛
し
、
勢
至
は
普

光
功
徳
山
王
如
来
の
あ
と
を
嗣
い
で
『
善
住
功
徳
法
王
如
来
』
と
な
る
」
と
い
う

説
が
述
べ
ら
れ（
８４
）

る
。

こ
れ
ら
を
検
討
す
れ
ば
、
ま
ず
下
層
は
本
図
の
中
段
・
下
段
に
展
開
さ
れ
る

「
観
音
の
神
変
図
」
と
の
関
係
を
重
視
す
る
と
、
後
述
す
る
と
お
り
裏
面
の
同

位
置
に
あ
る
尊
格
が
釈
迦
と
み
ら
れ
る
点
か
ら
み
て
も
、
①
の
釈
迦
仏
で
あ
る

蓋
然
性
が
、
き
わ
め
て
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
上
層
の
三
仏
の
名
称
は

特
定
し
き
れ
な
い
が
、
千
光
王
静
住
如
来
を
中
心
に
、
観
音
の
成
仏
形
で
あ
る

正
法
明
如
来
と
普
光
功
徳
山
王
如
来
を
配
し
て
い
る
と
す
る
解
釈
、
或
い
は
両

脇
の
二
仏
は
通
肩
で
合
掌
す
る
姿
か
ら
、
中
央
の
仏
の
脇
侍
と
し
て
の
性
格
を

留
め
て
い
る
よ
う
に
み
え
、
か
つ
阿
弥
陀
浄
土
の
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、

④
の
説
に
対
応
し
て
い
る
可
能
性
、
す
な
わ
ち
師
で
あ
る
金
光
師
子
遊
戯
如
来

を
中
心
に
、
観
音
・
勢
至
の
成
仏
し
た
姿
を
配
し
た
と
す
る
解
釈
な
ど
が
候
補

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
論
証
で
き
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
試

案
だ
が
、
あ
る
程
度
は
可
能
性
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
ま
た
右

に
挙
げ
た
尊
名
の
う
ち
か
な
り
の
部
分
が
、
今
日
の
東
大
寺
修
二
会
の
称
名
悔

過
で
唱
え
ら
れ
る
仏（
８５
）
名
と
対
応
し
て
い
る
点
も
甚
だ
興
味
深
く
、
奈
良
朝
当
時

の
観
音
悔
過
の
場
で
、
実
際
に
こ
こ
に
描
か
れ
た
諸
仏
の
名
が
唱
え
ら
れ
た
可

能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
裏
面
の
仏
菩
薩
図
（
図
１２
）
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
う
ち
中
層
の

七
仏
は
ご
く
単
純
に
考
え
れ
ば
、
過
去
七
仏
（
漢
訳
名
称
に
異
同
が
あ
る
が
、
毘
婆

尸
仏
、
尸
棄
仏
、
毘
舎
浮
仏
、
拘
楼
孫
仏
、
拘
那
含
牟
尼
仏
、
迦
葉
仏
、
釈
迦
牟
尼
仏
の

七
尊
）
を
表
し
た
図
像
で
あ
る
可
能
性
が
ま
ず
想
定
さ
れ
る
。
過
去
七
仏
と
み

な
さ
れ
る
図
像
、
も
し
く
は
こ
の
説
と
関
連
す
る
図
像
は
中
国
で
も
北
涼
時
代

か
ら
奈
良
朝
が
範
と
し
た
唐
代
に
至
る
ま
で
、
夥
し
い
数
量
の
作
例
を
確
認
で

き
、
光
背
に
表
現
さ
れ
た
例
も
す
こ
ぶ
る
多
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
こ
の
三

層
は
釈
尊
の
世
代
的
系
列
に
沿
っ
て
表
現
が
行
わ
れ
た
も
の
と
な
り
、
下
層
の

一
仏
は
自
動
的
に
弥
勒
仏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
下
層
の
一
仏
は
、
樹
下
で
結
跏
趺
坐
し
、
触
地
印
を
結
ぶ
そ

の
姿
か
ら
み
て
、
成
道
の
釈
迦
仏
を
表
現
し
た
図
像
で
あ
る
と
み
な
す
の
が
最

も
自
然
な
解
釈
（
唐
代
の
造
像
に
お
い
て
弥
勒
仏
は
通
常
倚
坐
像
で
表
現
さ
れ
る
）

と
考
え
ら
れ
、
成
道
直
後
の
釈
尊
の
深
い
さ
と
り
の
内
容
を
、
あ
り
の
ま
ま
に

開
示
し
た
経
典
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
『
華
厳
経
』
と
関
わ
る
本
図
に
配
さ
れ
る

図
像
と
し
て
、
ま
こ
と
に
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ（
８６
）
る
。
で
は
上
の
三
仏
プ
ラ

ス
七
仏
、
す
な
わ
ち
十
仏
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で

中
層
の
七
仏
に
再
度
注
目
し
た
い
。

結
論
か
ら
先
に
い
え
ば
、
こ
の
七
仏
は
釈
尊
の
成
仏
に
至
る
ま
で
の
過
程
に

関
わ
る
図
像
と
し
て
、
過
去
七
仏
の
う
ち
釈
迦
仏
を
除
く
六
仏
と
弗
沙
仏
（
底

沙
仏
、
晨
宿
仏
な
ど
と
も
い
う
）
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
最
も
高
い
、

と
筆
者
は
考
え
る
。
釈
尊
が
発
心
か
ら
さ
と
り
ま
で
要
し
た
時
間
、
及
び
そ
れ
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と
過
去
多
仏
の
出
世
の
相
互
関
係
に
関
す
る
各
種
仏
典
の
記
載
は
村
上
真
完
氏

に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
お（
８７
）
り
、
以
下
同
氏
の
研
究
に
沿
っ
て
要
点
を
述
べ
る
な

ら
ば
、
ま
ず
所
要
時
間
に
つ
い
て
は
北
伝
仏
教
で
は
三
阿
僧
祇
劫
、
も
し
く
は

三
阿
僧
祇
劫
に
九
十
一
劫
を
加
え
た
も
の
と
す
る
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
一
方
こ
の
各
阿
僧
祇
劫
（
及
び
九
十
一
劫
）
と
そ
の
間
に
出
世
し
た
過

去
仏
の
対
応
関
係
は
諸
経
論
の
説
に
異
同
が
あ
る
が
、
仮
に
『
阿
毘
達
磨
大
毘

婆
沙
論
』
巻
百
七
十
八
の
説
（
Ｔ
２７
・
８９２
ｃ
）
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
第
一
阿
僧
祇

劫
は
釈
迦
牟
尼
仏
か
ら
宝
髻
仏
に
至
る
七
万
五
千
仏
、
第
二
阿
僧
祇
劫
は
宝
髻

仏
か
ら
然
燈
仏
（
燃
燈
仏
・
定
光
仏
の
こ
と
）
に
至
る
七
万
六
千
仏
、
第
三
阿
僧

祇
劫
は
然
燈
仏
か
ら
勝
観
仏
（
毘
婆
尸
仏
の
こ
と
）
に
至
る
七
万
七
千
仏
、
最
後

の
九
十
一
劫
が
勝
観
仏
か
ら
迦
葉
仏
に
至
る
六
仏
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
倶
舎
論
』
巻
十
八
（
Ｔ
２９
・
９５
ａ
）、『
順
正
理
論
』
巻
四
十
四
（
Ｔ
２９
・
５９１
ａ
）、

『
大
智
度
論
』
巻
四
（
Ｔ
２５
・
８７
ａ
）
な
ど
の
重
要
な
論
書
に
お
い
て
も
、
こ
れ

と
同
様
の
第
三
阿
僧
祇
劫
の
末
尾
に
毘
婆
尸
仏
を
お
く
説
が
み
ら
れ
る
の
で
、

中
国
以
東
の
仏
教
界
で
は
、
釈
尊
の
成
仏
ま
で
の
期
間
と
し
て
は
、
端
数
の
九

十
一
劫
を
加
え
た
説
の
方
が
一
般
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

釈
尊
の
前
世
は
同
名
の
釈
迦
牟
尼
仏
の
も
と
で
ま
ず
発
心
し
た
の
ち
、
三
阿
僧

祇
劫
（
な
い
し
プ
ラ
ス
九
十
一
劫
）
の
間
、
こ
れ
ら
諸
仏
の
も
と
に
転
生
を
繰
り

返
し
、
各
仏
を
供
養
し
て
さ
と
り
を
求
め
る
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
た
と
解
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
過
程
に
お
け
る
一
大
事
で
あ
る
燃
燈
仏
に
よ
る
授
記
は
、
し

ば
し
ば
美
術
作
品
の
題
材
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
右
に
述
べ
た
釈
尊
の
成
仏
ま
で
の
所
要
時
間
の
う
ち
、
端
数
で
あ

る
九
十
一
劫
は
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
徒
に
と
っ
て
も
特
別
の
意
味
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
問
題
の
弗
沙
仏
が
登
場
す
る
釈
尊
の
前
世
物
語

と
深
く
関
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
物
語
は
『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
百
七
十
七
（
Ｔ
２７

・
８９０
ｃ
）
そ
の
他
に
み
え
る
も
の
で
、
弗
沙
仏
の
も
と
で
修
行
し
て
い
た
釈
迦

菩
薩
が
、
七
日
七
夜
一
偈
を
以
て
仏
を
讃
歎
し
た
功
徳
に
よ
っ
て
、
通
常
（
三
阿

僧
祇
劫
プ
ラ
ス
）
百
劫
を
要
す
る
修
行
期
間
の
う
ち
九
劫
を
短
縮
し
、
共
に
修
行

し
て
い
た
弥
勒
菩
薩
に
先
ん
じ
て
、
九
十
一
劫
で
成
仏
を
遂
げ
た
と
い
う
も
の

で
あ（
８８
）
る
。
か
つ
て
筆
者
は
、
中
国
北
斉
時
代
の
小
南
海
中
窟
に
表
現
さ
れ
た
右

の
「
弗
沙
仏
授
記
」（
適
切
か
ど
う
か
は
お
く
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
呼
称
を
用
い

る
）
の
浮
彫
が
、
対
置
さ
れ
た
『
涅
槃
経
』
所
説
の
雪
山
童
子
の
本
生
譚
（
い
わ

ゆ
る
施
身
聞
偈
の
物
語
）
の
浮
彫
と
、「
成
仏
ま
で
の
過
程
短
縮
」
を
共
通
の
テ
ー

マ
と
し
、
そ
の
可
能
性
が
あ
ら
ゆ
る
修
行
者
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
す
た
め
の
一
連
の
図
像
で
あ
っ
た
と
こ
と
を
解（
８９
）
明
し
た
が
、
こ
の
話
は
唐
代

の
高
僧
た
ち
の
間
で
は
常
識
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
模
様
で
、
基
の
『
大
乗

法
苑
義
林
章
』
や
法
蔵
の
『
華
厳
五
教
章
』
に
も
言（
９０
）
及
が
み
ら
れ
る
。

二
月
堂
光
背
裏
面
上
部
中
層
の
七
仏
図
像
が
、
釈
尊
が
成
仏
を
遂
げ
る
ま
で

の
最
後
の
九
十
一
劫
に
お
い
て
出
会
っ
た
毘
婆
尸
仏
か
ら
迦
葉
仏
ま
で
の
六
仏

と
弗
沙
仏
を
、
一
括
り
の
過
去
仏
と
し
て
表
現
し
た
も
の
と
考
え
る
私
見
の
論

拠
は
お
お
よ
そ
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
し
い
と
な
れ
ば
、
こ
の
七
仏
は
過
去

に
出
現
し
た
諸
仏
を
単
純
に
時
系
列
に
そ
っ
て
な
ら
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
小

南
海
中
窟
の
場
合
と
同
様
の
、
成
仏
ま
で
の
過
程
短
縮
に
成
功
し
た
釈
尊
を
た

た
え
る
図
像
、
も
し
く
は
自
ら
も
早
く
成
仏
し
た
い
と
い
う
願
望
を
反
映
し
た

図
像
で
あ
る
と
み
な
し
う
る
。
右
の
私
見
を
立
証
す
る
に
は
今
後
、
中
国
唐
代

の
七
仏
な
い
し
関
連
図
像
の
中
に
、
こ
の
弗
沙
仏
を
含
ん
だ
も
の
が
あ
る
か
ど

う
か
を
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
成
否
は
「
摩
醯
首
羅
天
が
報

土
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
」
と
い
う
問
題
と
も
深
く
関
わ
る
が
、
と
も
あ
れ
、

中
層
の
図
像
を
釈
尊
を
含
む
過
去
七
仏
と
考
え
た
場
合
に
生
ず
る
、
下
層
の
図

像
と
の
重
複
と
い
う
不
都
合
を
解
消
で
き
る
解
釈
と
し
て
は
、
最
も
有
力
な
仮
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説
で
あ
る
と
考
え（
９１
）
る
。

で
は
上
層
の
三
仏
は
ど
う
か
。
こ
の
仏
名
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、『
六
十
華
厳
』
仏
昇
須
弥
頂
上
品
に
み
え
る
、
以
下
の

偈
文
と
の
対
応
関
係
を
考
え
て
お
き
た
い
。

迦
葉
如
来
具
大
慈
、
諸
吉
祥
中
最
無
上
。
彼
仏
曾
来
入
此
処
、
是
故
此
地
最
吉
祥
。

拘
那
牟
尼
慧
無
礙
、
諸
吉
祥
中
最
無
上
。
彼
仏
曾
来
入
此
処
、
是
故
此
地
最
吉
祥
。

拘
楼
仏
身
如
金
山
、
諸
吉
祥
中
最
無
上
。
彼
仏
曾
来
入
此
処
、
是
故
此
地
最
吉
祥
。

随
葉
如
来
離
三
垢
、
諸
吉
祥
中
最
無
上
。
彼
仏
曾
来
入
此
処
、
是
故
此
地
最
吉
祥
。

尸
棄
如
来
常
寂
然
、
諸
吉
祥
中
最
無
上
。
彼
仏
曾
来
入
此
処
、
是
故
此
地
最
吉
祥
。

毘
婆
尸
仏
如
満
月
、
諸
吉
祥
中
最
無
上
。
彼
仏
曾
来
入
此
処
、
是
故
此
地
最
吉
祥
。

弗
沙
明
達
第
一
義
、
諸
吉
祥
中
最
無
上
。
彼
仏
曾
来
入
此
処
、
是
故
此
地
最
吉
祥
。

提
舎
如
来
弁
無
礙
、
諸
吉
祥
中
最
無
上
。
彼
仏
曾
来
入
此
処
、
是
故
此
地
最
吉
祥
。

波
頭
摩
仏
浄
無
垢
、
諸
吉
祥
中
最
無
上
。
彼
仏
曾
来
入
此
処
、
是
故
此
地
最
吉
祥
。

錠
光
如
来
明
普
照
、
諸
吉
祥
中
最
無
上
。
彼
仏
曾
来
入
此
処
、
是
故
此
地
最
吉
祥
。

（
Ｔ
９
・
４４１
ｂ
〜（
９２
）

ｃ
）

こ
の
偈
文
に
過
去
六
仏
と
弗
沙
仏
が
連
続
し
て
登
場
す
る
点
は
、
中
層
の
七

仏
に
つ
い
て
の
私
見
を
さ
ら
に
補
強
す
る
も
の
だ（
９３
）
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
こ
の

文
言
は
『
華
厳
経
』
の
説
処
の
一
つ
で
あ
る
�
利
天
宮
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
十

仏
が
発
心
住
を
含
む
十
住
を
説
い
た
と
解
さ
れ
て
い
る
点
で
あ（
９４
）
り
、
仮
に
上
層

の
三
仏
を
提
舍
仏
、
波
頭
摩
仏
、
錠
光
仏
（
燃
燈
仏
・
定
光
仏
）
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
な
ら
ば
、
発
心
と
深
く
関
わ
る
表
面
の
図
像
と
裏
面
の
図
像
を
、

『
華
厳
経
』
の
「
初
発
心
時
、
便
成
正
覚
」
の
思
想
を
介
し
て
結
ぶ
こ
と
も
可

能
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
三
仏
に
つ
い
て
は
先
に
み
た
三
阿
僧
祇
劫
の
三
と

い
う
数
と
の
関
係
も
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
右
に
述
べ
た
可
能
性
も
全
く
の

憶
測
の
域
を
出
な
い
。
ほ
か
に
表
裏
両
面
の
図
像
中
に
、
盧
舎
那
仏
が
含
ま
れ

る
可
能
性
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
論
証
は
困
難
な
も
の
の
、

筆
者
は
や
は
り
表
面
の
三
層
が
観
音
の
師
法
関
係
を
表
現
し
た
図
像
、
裏
面
の

三
層
が
釈
尊
の
成
道
ま
で
の
修
行
過
程
及
び
師
法
関
係
を
表
現
し
た
図
像
と
し

て
、
好
対
照
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
三
章
に
わ
た
っ
て
、
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
を
参
照
し
つ
つ
、
二
月
堂
光
背

の
図
像
解
釈
と
そ
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
て
き
た
。

な
お
検
討
を
要
す
る
箇
所
が
多
く
、
想
像
を
交
え
た
領
域
に
ま
で
踏
み
込
ん
で

議
論
を
行
っ
た
部
分
も
あ
る
。
ま
た
教
学
に
関
し
て
は
全
く
の
素
人
で
あ
る
た

め
、
思
わ
ぬ
誤
り
を
犯
し
て
い
る
こ
と
を
恐
れ
る
。
諸
賢
の
ご
教
示
を
仰
ぐ
次

第
で
あ
る
。
と
は
い
え
少
な
く
と
も
図
様
の
基
本
構
成
、
及
び
そ
れ
が
意
図
し

た
と
こ
ろ
に
関
し
て
は
、
前
稿
と
本
稿
の
二
篇
の
論
考
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
そ
の

全
貌
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
本
図
の
成
立

背
景
に
関
す
る
議
論
に
も
、
あ
る
程
度
ま
で
は
方
向
づ
け
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
筆
者
は
、
本
図
及
び
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
の
内
容

が
、
そ
の
基
礎
的
な
部
分
に
お
い
て
、
道
慈
・
（
９５
）

道
�
・
審
詳
三
者
の
事
蹟
が
交

錯
す
る
、
七
四
〇
年
代
の
大
安
寺
周
辺
に
お
け
る
思
想
状
況
に
対
応
し
て
い
る

蓋
然
性
が
最
も
高
い
と
の
展
望
を
も
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
こ
れ
を
継
承
発
展

さ
せ
た
良
弁
・
実
忠
・
智
憬
ら
の
教
学
と
実
践
、
及
び
鑑
真
来
朝
の
影
響
が
図

像
の
最
終
決
定
に
あ
た
っ
て
反
映
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
玄
�

の
教
学
と
実
践
が
形
跡
を
と
ど
め
て
い
る
か
、
さ
ら
に
は
光
明
皇
后
の
信
仰
が

影
を
落
と
し
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
、
歴
史
的
背
景
や
悔
過
及
び
受
戒

の
儀
礼
の
実
態
と
も
絡
め
て
、
包
括
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
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つ
い
て
は
将
来
の
研
究
を
約
す
る
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
二
篇
の
論
旨
を

要
約
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
二
月
堂
光
背
の
全
て
の
図
様
が
『
千
手
経
』
所
説

の
観
音
の
神
変
に
関
わ
る
表
現
と
し
て
、
有
機
的
に
体
系
づ
け
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
と
、
図
像
構
成
の
背
後
に
『
華
厳
経
』、
な
い
し
唐
・
新
羅
・
日
本
に
わ
た

っ
て
展
開
し
た
華
厳
教
学
に
お
け
る
同
経
及
び
『
梵
網
経
』
に
対
す
る
理
解
が

深
く
影
を
落
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
、
二
点
に
尽
き
る
と
思
わ
れ

る
。補

陀
落
山
の
観
音
が
大
悲
心
陀
羅
尼
の
力
で
千
手
千
眼
を
備
え
、
観
音
の
放

つ
光
明
が
色
頂
か
ら
地
獄
に
至
る
全
世
界
を
照
ら
し
、
ま
ば
ゆ
い
光
の
中
か
ら

諸
仏
が
化
現
す
る
。
観
音
ゆ
か
り
の
諸
仏
や
陀
羅
尼
を
護
持
す
る
者
を
守
る
観

音
の
使
者
た
ち
も
、
光
の
中
に
姿
を
あ
ら
わ
す
。
観
音
の
神
変
は
拝
者
に
と
っ

て
自
他
を
発
心
へ
と
導
く
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
化
現
し
た
諸
仏
を
介
し
て

善
財
童
子
の
な
し
た
善
知
識
歴
参
を
一
瞬
の
う
ち
に
完
遂
さ
せ
、
完
全
な
る
さ

と
り
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
も
あ
る
。
ま
た
釈
尊
の

出
会
っ
た
過
去
諸
仏
に
値
遇
し
、
そ
の
前
世
に
お
け
る
長
い
修
行
の
過
程
を

（
九
劫
を
超
越
し
た
こ
と
も
含
め
）
瞬
時
に
追
体
験
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
も
実

現
さ
せ（
９６
）
る
。

本
光
背
に
は
以
上
の
よ
う
な
内
容
（
そ
れ
は
、
光
背
の
前
に
立
つ
大
観
音
像
の
秘

め
た
潜
在
的
な
可
能
性
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
）
が
凝
縮
さ
れ
、
形
象
化
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
自
ら
の
罪
過
を
告
白
し
、
陀
羅
尼
の
読
誦
を
行
う

と
い
う
儀
礼
を
と
お
し
て
大
観
音
像
に
働
き
か
け
た
者
た
ち
が
目
撃
し
、
体
験

し
た
い
と
願
っ
た
奇
蹟
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
も
と
よ
り
奈
良

時
代
の
東
大
寺
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る
観
音
悔
過
は
、
観
音
の
大
悲
に
よ
る

救
済
力
に
す
が
っ
て
国
家
レ
ベ
ル
の
祈
祷
を
行
う
と
い
う
側
面
が
強
く
、
そ
の

願
目
も
多
く
は
種
々
の
現
世
利
益
や
政
治
的
な
意
図
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た

と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
自
他
の
往
生
な
い
し
成
仏
の
み
に
力
点
が
お
か
れ

て
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
で
は
あ
れ
、
こ
れ
ほ

ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
成
を
も
ち
、
か
つ
強
烈
に
宗
教
的
覚
醒
を
惹
起
す
る
図

像
は
、
わ
が
国
の
仏
教
美
術
史
上
に
類
を
み
な
い
。
そ
こ
に
は
一
心
に
観
音
菩

薩
を
念
じ
、
陀
羅
尼
を
読
誦
す
れ
ば
、
観
音
は
必
ず
や
そ
れ
に
応
え
て
く
れ
る

と
い
う
信
仰
の
力
が
、
た
し
か
に
脈
打
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
か
る

図
像
が
奈
良
朝
の
東
大
寺
に
お
い
て
出
現
し
、
今
日
に
ま
で
伝
来
し
た
こ
と
に

対
し
、
深
い
感
銘
と
畏
敬
の
念
を
お
ぼ
え
る
所
以
で
あ
る
。

注（
１
）
こ
の
光
背
断
片
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
関
野
貞
氏
に
よ
っ
て
法
華
堂
前

の
校
倉
で
発
見
さ
れ
、
当
時
は
全
部
で
六
十
七
片
あ
っ
た
と
い
う
（
濱
田
耕
作

〈
青
陵
〉「
二
月
堂
光
背
の
毛
彫
」『
国
華
』
二
〇
二
、
一
九
〇
七
。
の
ち
『
日
本

美
術
史
研
究
』
座
右
宝
刊
行
会
、
一
九
四
〇
所
収
）。

（
２
）
拙
稿
「
東
大
寺
二
月
堂
本
尊
光
背
の
『
千
手
観
音
五
十
二
仏
図
』
―
奈
良
朝
仏
教

に
お
け
る
観
音
信
仰
と
『
華
厳
経
』
入
法
界
品
解
釈
の
接
点
」（
科
研
基
盤
研
究

（
Ｂ
）（
２
）
報
告
書
『
日
本
上
代
に
お
け
る
仏
像
の
荘
厳
』
奈
良
国
立
博
物
館
、

研
究
代
表
者
・
鷲
塚
泰
光
、
二
〇
〇
三
）。
以
下
「
前
稿
」
と
略
称
。

（
３
）
な
お
前
稿
１１８
頁
の
『
千
手
経
』
の
当
該
部
分
を
要
約
し
た
箇
所
に
誤
記
が
あ
る
。

そ
こ
で
は
観
音
が
釈
尊
の
補
陀
落
山
に
お
け
る
説
法
の
場
で
千
手
千
眼
を
具
足
し

た
、
と
い
う
記
述
を
行
っ
て
い
る
が
、
観
音
が
こ
の
奇
蹟
を
起
こ
し
た
の
は
過
去

世
に
お
い
て
千
光
王
静
住
如
来
か
ら
大
悲
心
陀
羅
尼
を
受
け
た
際
の
こ
と
で
あ
る

と
経
文
に
は
説
か
れ
て
お
り
、
本
稿
本
文
中
の
要
約
文
が
正
し
い
。
し
か
し
な
が

ら
十
四
菩
薩
が
補
陀
落
山
に
お
け
る
会
衆
で
あ
る
点
か
ら
み
て
も
、
本
図
の
千
手

観
音
が
遠
い
過
去
に
お
け
る
姿
と
し
て
観
音
像
を
表
現
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く

く
、
補
陀
落
山
で
も
同
様
の
奇
蹟
が
生
じ
た
と
い
う
理
解
、
あ
る
い
は
観
音
が
衆

生
の
救
済
に
際
し
、
常
に
千
手
千
眼
を
具
足
す
る
潜
在
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う

理
解
に
基
づ
い
て
全
図
の
構
想
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
本
図
を
観
音
の
神
変
の
瞬
間
を
表
現
し
た
図
像
と
み
な
す
、
前
稿
の
論
旨

を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
ほ
か
に
前
稿
で
菩
薩
の
位
階
と
図
像
の
関
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係
を
論
じ
た
箇
所
に
も
不
適
切
な
表
現
（
こ
の
点
は
、
船
山
徹
氏
よ
り
ご
教
示
を

受
け
た
）
が
あ
り
、
１２０
頁
の
「
法
蔵
以
前
の
場
合
、
…
…
」
の
一
文
が
削
除
す
べ

き
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
場
を
借
り
て
付
記
す
る
。

（
４
）
な
お
前
稿
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
英
文
で
刊
行
さ
れ
た
紺
野
敏
文
氏
の
論
考
に
お
い
て
、

二
月
堂
光
背
の
五
十
二
仏
が
、
善
財
童
子
の
歴
参
し
た
善
知
識
の“M

anufesta-

tion
B
uddha”

（
化
仏
）
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

論
拠
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
図
像
を
「
入
法
界
品
」
と
関
連
づ
け

る
点
で
は
私
見
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
善
知
識
そ
の
も
の
の
姿
を
如
来
（
化

仏
）
で
表
現
す
る
こ
と
と
、
善
知
識
へ
の
歴
参
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
体
験
を
見
仏

体
験
と
し
て
示
す
こ
と
は
分
け
て
扱
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
（
善
知
識
の
延
べ

人
数
は
五
十
五
人
）、
後
者
に
対
応
す
る
意
味
内
容
が
図
像
に
込
め
ら
れ
て
い
る

蓋
然
性
の
方
が
高
い
こ
と
は
、
前
稿
１２２
頁
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。K
onno

T
oshifum

i.“T
odaiji's

G
reat

B
uddha:

Its
F
oundation

in
B
uddhist

D
oc-

trine
and
Its
C
hinese

and
K
orean

P
recedents”.T

R
A
N
SM
IT
T
IN
G
T
H
E

F
O
R
M
S
O
F
D
IV
IN
IT
Y
-E
arly

B
uddhist

A
rt
from

K
orea

and
Japan.

（N
ew
Y
ork:Japan

Society.2003

）,p.123.

（
５
）
た
だ
し
第
二
点
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
補
足
を
行
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

前
稿
で
は
二
月
堂
本
尊
と
悔
過
の
関
係
を
考
慮
し
て
、
こ
の
五
十
二
仏
が
『
観
薬

王
薬
上
経
』
な
ど
に
み
え
る
過
去
五
十
三
仏
名
と
も
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
成

立
す
る
余
地
を
残
し
て
お
く
た
め
に
、『
千
手
経
』
に
説
く
十
方
諸
仏
と
し
て
の
意

味
合
い
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
い
う
可
能
性
に
、
あ
え
て
言
及
し
な
か
っ
た
（
前

稿
注
（
２６
）
参
照
）
。
し
か
し
な
が
ら
『
千
手
経
』
で
は
観
音
の
言
葉
と
し
て
「
世

尊
、
若
諸
人
天
、
誦
持
大
悲
章
句
者
、
臨
命
終
時
十
方
諸
仏
皆
来
授
手
」、「
今
誦

大
悲
陀
羅
尼
時
、
十
方
師
即
来
為
作
證
明
、
一
切
罪
障
悉
皆
消
滅
」（
Ｔ
２０
・
１０７

ａ
）
と
あ
る
ほ
か
、
各
大
手
の
機
能
に
関
す
る
文
言
に
も
、「
若
為
面
見
十
方
一
切

諸
仏
者
、
当
於
紫
蓮
華
手
。（
略
）
若
為
十
方
諸
仏
速
来
授
手
者
、
当
於
数
珠
手
。

（
略
）
若
為
十
方
諸
仏
速
来
摩
頂
授
記
者
、
当
於
頂
上
化
仏
手
」（
同
・
１１１
ａ
〜

ｂ
）
と
あ
り
、
十
方
諸
仏
が
見
仏
体
験
及
び
授
記
な
ど
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
で

あ
る
以
上
、
そ
の
一
部
が
大
き
く
表
現
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
、
や
は
り
き
わ
め

て
高
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
が
五
十
二
体
で
表
現
さ
れ
て
い

る
必
然
性
を
説
明
す
る
に
は
、
当
然
別
の
文
脈
か
ら
も
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
て
い

た
と
み
な
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
『
華
厳
経
』
入
法
界
品
に
対
す
る
法
蔵
以
降

の
解
釈
を
想
定
す
る
訳
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
図
像
は
「
十
方
諸
仏
へ
の
値

遇
」
と
、「
善
知
識
歴
参
の
完
遂
」
を
と
も
に
意
味
す
る
両
義
性
を
も
つ
と
考
え
て

お
き
た
い
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
五
十
二
仏
が
善
知
識
そ
の
も
の
を
如
来
の
姿
で

あ
ら
わ
し
た
も
の
で
な
く
、
善
知
識
歴
参
が
も
た
ら
す
宗
教
体
験
を
見
仏
体
験
と

し
て
表
現
し
た
図
像
（
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
善
知
識
の
人
数
で
は
な
く
、
法
門

の
数
）
で
あ
る
と
考
え
る
私
見
を
、
さ
ら
に
補
強
し
よ
う
。
と
も
あ
れ
前
稿
注

（
２６
）
に
述
べ
た
可
能
性
は
否
定
さ
れ
、
過
去
仏
は
裏
面
上
部
の
み
に
描
か
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
（
本
文
第
三
章
参
照
）。

（
６
）
図
版
で
は
光
背
の
現
状
ト
レ
ー
ス
図
を
掲
げ
た
が
、
こ
の
三
十
四
尊
の
部
分
の
現

状
は
、
光
背
断
片
の
復
原
的
配
列
が
行
わ
れ
た
際
に
、
上
下
逆
に
取
り
付
け
ら
れ

る
な
ど
の
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
に
、
当
初
の
位
置
関
係
と
異
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
同
じ
問
題
は
、
裏
面
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
当
初
の
正
確

な
配
置
に
つ
い
て
は
平
田
陽
子
「
東
大
寺
二
月
堂
観
音
光
背
毛
彫
図
の
復
元
に
つ

い
て
」（『
南
都
仏
教
』
十
九
、
一
九
六
六
）、
中
神
敬
子
「
二
月
堂
光
背
図
様
の
描

き
起
こ
し
図
の
作
成
に
あ
た
っ
て
」（
注
（
２
）
前
掲
科
研
報
告
書
所
収
）
参
照
。

（
７
）
松
本
栄
一
『
燉
煌
畫
の
研
究

圖
像
篇
』
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三

七
）、
６５０
―
６８１
頁
。

（
８
）
紺
野
敏
文
「
東
大
寺
大
仏
造
立
の
意
義
」（
東
大
寺
『
東
大
寺
の
歴
史
と
教
学
―
ザ

・
グ
レ
イ
ト
ブ
ッ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
第
一
号
』
法
蔵
館
所
収
、
二
〇
〇
三
）、

１５６
―
１５９
頁
な
ど
参
照
。

（
９
）
山
田
氏
の
挙
げ
た
事
例
か
ら
一
部
引
用
す
れ
ば
、
三
世
紀
の
訳
出
に
か
か
る
『
安

宅
陀
羅
尼
呪
経
』『
撰
集
百
縁
経
』
に
梵
釈
四
天
王
と
二
十
八
部
鬼
神
が
別
々
に
記

さ
れ
、
五
世
紀
訳
出
の
『
過
去
現
在
因
果
経
』
も
四
天
王
、
釈
提
桓
因
（
帝
釈
）、

二
十
八
大
鬼
神
王
を
別
々
に
挙
げ
る
。
ま
た
護
国
経
典
と
し
て
奈
良
朝
で
も
最
重

要
視
さ
れ
た
『
金
光
明
経
』（
曇
無
讖
訳
及
び
義
浄
訳
。
後
者
が
い
わ
ゆ
る
『
最
勝

王
経
』）
に
も
、「
四
王
二
十
八
部
諸
鬼
神
」（
旧
訳
第
六
品
、
Ｔ
１６
・
３４１
ａ
）
の
語

が
あ
る
。

（
１０
）
同
儀
軌
の
正
式
名
称
は
、『
摂
無
礙
大
悲
心
陀
羅
尼
計
一
法
中
出
無
量
義
南
方
満
願

補
陀
落
海
会
五
部
諸
尊
等
弘
誓
力
方
位
及
威
儀
形
色
執
持
三
摩
耶
�
幟
曼
荼
羅
儀

軌
』（
Ｔ
２０
・
１２９
以
下
）。
敦
煌
絵
画
の
千
手
観
音
図
の
諸
作
例
の
概
要
と
そ
の
図

像
解
釈
は
、
注
（
７
）
前
掲
松
本
書
、
６５０
―
６８１
頁
参
照
。
こ
こ
で
は
敦
煌
絵
画
の

千
手
観
音
図
の
眷
属
図
像
の
一
例
と
し
て
、
最
も
優
れ
た
で
き
ば
え
を
示
す
、
大

英
博
物
館
所
蔵
・
ス
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
一
点
（
敦
煌
絵
画
３５
番
。
九
世

紀
初
か
。
図
版
は
ロ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
著
、
上
野
ア
キ
訳
『
西

域
美
術

一
』
、
講
談
社
、
一
九
八
二
、
図
１８
）
に
み
え
る
尊
名
（
カ
ッ
コ
内
は
傍

題
）
を
、
松
本
書
の
説
明
に
沿
っ
て
列
挙
し
て
お
く
。
日
天
（
日
光
菩
薩
）
、
月
天

73 鹿園雜集 6 (2004)



（
月
光
菩
薩
）、
十
方
化
仏
（
同
）、
如
意
輪
観
音
（
如
意
輪
菩
薩
）、
不
空
羂
索
観

音
（
不
空
羂
索
）、
天
女
（
塗
香
）、
天
女
（
散
華
）、
帝
釈
天
（
天
帝
釈
）、
梵
天

（
梵
天
王
）、
摩
醯
首
羅
（
磨
醯
守
羅
天
王
）、
摩
訶
訶
羅
（
同
）、
金
翅
鳥
王
（
同
）、

金
色
孔
雀
王
（
孔
雀
王
）、
四
天
王
・
訶
梨
帝
母
・
慈
氏
・
勢
至
菩
薩
等
（
欠
）、

難
陀
・
跋
難
陀
龍
王
（
欠
）、
貧
児
（
七
宝
施
貧
児
）、
餓
鬼
（
甘
露
施
餓
鬼
）、
婆

薮
仙
（
不
明
）、
功
徳
天
（
同
）、
青
面
金
剛
（
同
）、
火
頭
金
剛
（
同
）、
毘
那
夜

迦
（
欠
）、
金
剛
面
天
（
頻
那
勒
迦
）、
降
三
世
明
王
（
降
三
世
）、
不
明
の
一
尊

（
欠
）。

（
１１
）『
千
臂
経
』
は
天
平
九
年
の
正
倉
院
文
書
（『
大
日
本
古
文
書
』
７
―
７３
）
に
み
え

る
。
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
三

〇
）、
附
表
８４
頁
。

（
１２
）『
千
臂
経
』
巻
下
「
菩
薩
呼
召
天
龍
八
部
鬼
神
印
第
二
十
一
。（
略
。
印
契
と
呪
な

ど
）
若
誦
此
呪
時
、
二
十
八
部
鬼
神
来
詣
、
持
誦
呪
人
辺
坐
聴
誦
呪
」（
Ｔ
２０
・
８９

ａ
）。

（
１３
）『
千
臂
経
』
巻
上
「
千
眼
千
臂
観
世
音
菩
薩
呼
召
大
梵
天
王
及
�
尸
迦
来
問
法
印
第

八
。
准
前
印
上
。
開
腕
以
手
側
相
�
。
仰
掌
以
頭
指
来
去
。
呪
曰
（
略
）」（
Ｔ
２０

・
８６
ａ
）。
同
巻
下
「
菩
薩
呼
召
三
十
三
天
印
第
二
十
。（
略
。
印
契
と
呪
な
ど
）。

若
能
日
日
誦
此
呪
者
、
亦
能
滅
一
切
罪
、
発
菩
提
心
。
其
人
昏
夜
寐
夢
、
漸
漸
増

広
皆
得
吉
祥
。
乃
至
夢
見
如
来
在
菩
提
樹
下
受
記
成
道
。
乃
至
釈
梵
天
常
来
侍

衛
」（
同
８８
ｃ
〜
８９
ａ
）。

（
１４
）
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
の
『
西
大
寺
資
材
流
記
帳
』、
四
王
堂
の
条
に
「
火
頭
菩

薩
像
二
躯
（
割
注：

各
高
一
丈
一
尺
一
寸
、
在
挙
身
光
）
�
」（『
寧
楽
遺
文
』
上
、

４０３
頁
）
と
あ
る
。

（
１５
）『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
巻
五
（
Ｔ
１９
・
１２７
ａ
〜
ｂ
）、『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
九
（
Ｔ
１８

・
８６４
ａ
〜
ｂ
）。
な
お
慧
琳
『
一
切
経
音
義
』
巻
三
十
六
に
は
「
除
穢
忿
怒
尊
。
旧

訳
名
不
浄
金
剛
、
或
名
穢
跡
金
剛
（
略
）
、
或
名
火
頭
金
剛
、
亦
非
正
訳
。
梵
云
烏

蒭
澁
摩
」（
Ｔ
５４
・
５４５
ｃ
）
と
あ
り
、「
烏
蒭
澁
摩
」
が
本
来
、「
火
頭
金
剛
」
以
外

の
不
浄
金
剛
な
ど
の
尊
名
に
も
対
応
す
る
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
注

（
７
）
前
掲
松
本
書
、
７４４
―
７４６
頁
。

（
１６
）
敦
煌
画
の
千
手
観
音
図
中
の
火
頭
金
剛
に
つ
い
て
は
、
注
（
７
）
前
掲
松
本
書
、

７４４
頁
以
下
参
照
。

（
１７
）
な
お
『
儀
軌
』
で
は
「
密
迹
金
剛
士
」
を
一
部
、「
烏
蒭
君
荼
央
倶
尸
」
及
び
「
八

部
力
士
賞
迦
羅
」
を
区
別
し
つ
つ
も
一
部
と
み
な
し
て
い
る
。「
一
密
迹
金
剛
士
、

赤
紅
色
具
三
眼
、
右
持
金
剛
杵
、
左
手
拳
安
腰
。
二
烏
蒭
君
荼
央
倶
尸
、
左
手
持

一
股
金
剛
杵
、
右
手
拳
安
腰
。
八
部
力
士
賞
迦
羅
、
緑
色
、
右
手
持
慧
剣
、
左
手

三
股
印
作
也
」（
Ｔ
２０
・
１３８
ａ
〜
ｂ
）。
な
お
定
深
の
『
千
手
経
二
十
八
部
衆
釈
』

で
は
、『
千
手
経
』
偈
文
の
「
八
部
力
士
賞
迦
羅
」
の
文
言
を
釈
し
て
「
八
金
剛

使
」
と
し
、
八
大
明
王
の
使
者
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
Ｔ
６１
・
７５０
ｂ
）。
以
上
諸

点
を
重
視
す
れ
ば
、
二
月
堂
光
背
の
八
尊
が
「
八
部
力
士
」
と
み
な
さ
れ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
内
訳
が
「
賞
迦
羅
」
の
み
に
対
応
す
る
と
み
な
さ

れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
。
た
だ
し
補
助
的
な
尊
格
で
あ
る
使
者

を
図
像
に
表
現
す
る
こ
と
は
必
然
性
に
乏
し
い
と
考
え
、
本
文
で
は
「
八
部
力

士
」
の
語
を
直
前
に
み
え
る
明
王
系
尊
格
と
一
連
の
も
の
と
す
る
解
釈
が
図
像
化

に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
と
判
断
し
た
。

（
１８
）
注
（
１０
）
前
掲
、
大
英
博
物
館
蔵
・
敦
煌
絵
画
３５
番
。

（
１９
）
持
明
仙
に
関
し
て
は
長
部
和
雄
「
則
天
武
后
時
代
の
密
教
」（『
唐
宋
密
教
史
論

考
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
二
所
収
）
７
頁
以
下
も
参
照
。

（
２０
）『
十
一
面
神
呪
心
経
』「
爾
時
観
自
在
菩
薩
摩
訶
薩
、
與
無
量
倶
胝
那
�
多
百
千
持

呪
神
仙
、
前
後
囲
繞
来
詣
仏
所
」（
Ｔ
２０
・
１５２
ａ
）。
こ
れ
に
対
応
す
る
文
言
は
今

日
の
東
大
寺
修
二
会
に
お
け
る
称
名
悔
過
で
も
、「
南
無
無
量
神
仙
所
囲
繞
」
と
唱

え
ら
れ
る
。（『
東
大
寺
お
水
取
り
―
二
月
堂
修
二
会
の
記
録
と
研
究
』
小
学
館
、

一
九
九
六
、
２２０
頁
）。

（
２１
）
望
月
信
亨
『
仏
教
大
辞
典
』
持
明
仙
の
項
、
石
田
尚
豊
『
曼
荼
羅
の
研
究

研
究

篇
』（
東
京
美
術
、
一
九
七
五
）
な
ど
参
照
。

（
２２
）
道
慈
に
二
巻
か
ら
な
る
『
千
手
千
眼
経
疏
』
の
著
作
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
天
平
十

九
年
六
月
七
日
付
の
正
倉
院
文
書
（
『
大
日
本
古
文
書
』
９
―
３９２
）
の
記
載
か
ら
知

ら
れ
る
。
松
浦
正
昭
「
法
華
堂
天
平
美
術
新
論
」（『
南
都
仏
教
』
八
二
、
二
〇
〇

二
）
は
、『
千
手
経
』
所
説
の
大
悲
心
陀
羅
尼
の
異
名
と
し
て
「
随
心
自
在
陀
羅

尼
」
の
名
が
同
経
に
現
れ
る
点
に
注
目
し
、
こ
れ
が
『
大
唐
西
域
記
』
に
み
え
る
、

イ
ン
ド
中
観
派
の
清
弁
が
観
音
像
を
前
に
誦
し
た
「
随
心
陀
羅
尼
」
に
相
当
す
る

こ
と
を
指
摘
す
る
な
ど
、
千
手
観
音
像
及
び
同
尊
に
ま
つ
わ
る
修
法
の
東
伝
過
程

に
関
す
る
重
要
な
提
言
を
行
う
。
氏
は
在
唐
時
の
道
慈
が
、
玄
奘
か
ら
慧
沼
へ
と

継
承
さ
れ
た
仏
教
知
識
を
共
有
し
、
こ
れ
を
も
と
に
同
疏
を
撰
述
し
た
と
考
え
る

と
と
も
に
、「
定
印
手
を
も
た
な
い
脇
手
の
構
成
が
『
千
手
経
』
に
完
全
に
一
致
す

る
」
葛
井
寺
千
手
観
音
像
を
、
道
慈
が
深
く
関
わ
っ
た
作
例
と
し
て
挙
げ
る
。
た

だ
し
葛
井
寺
像
の
図
像
と
同
経
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
高
橋
照
彦
氏
の
批
判

（「
東
大
寺
前
身
寺
院
に
関
す
る
試
論
」（『
鹿
園
雑
集
』
五
、
二
〇
〇
三
、
注

（
１４８
））
が
あ
り
、
筆
者
も
大
手
の
構
成
に
関
し
て
は
、
年
代
は
下
る
も
の
の
二
月
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堂
光
背
の
千
手
観
音
像
（
宝
鉢
を
の
せ
た
定
印
手
を
も
つ
点
で
葛
井
寺
像
と
異
な

る
）
の
方
が
、
同
経
の
記
載
を
よ
り
正
確
か
つ
合
理
的
に
形
象
化
し
て
い
る
と
考

え
る
（
前
稿
１１８
頁
参
照
）。
と
も
に
『
千
手
経
』
を
典
拠
と
し
つ
つ
も
、
結
果
的
に

異
な
っ
た
姿
を
と
る
両
者
の
図
像
が
、
道
慈
の
造
像
知
識
や
疏
と
い
か
に
関
わ
る

か
と
い
う
問
題
は
、
今
は
な
き
東
大
寺
千
手
堂
本
尊
の
像
容
な
ど
も
視
野
に
入
れ

て
、
慎
重
に
再
検
討
し
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
注
（
５３
）
及
び
（
６４
）
も
併

せ
て
参
照
。
な
お
道
慈
の
生
涯
と
事
蹟
に
つ
い
て
は
井
上
薫
「
道
慈
」（『
日
本
古

代
の
政
治
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
所
収
）、
森
下
和
貴
子
「
藤
原
寺
考

―
律
師
道
慈
を
め
ぐ
っ
て
」（『
美
術
史
研
究
』
二
十
五
、
一
九
八
七
）
な
ど
参
照
。

（
２３
）
千
手
観
音
の
四
十
大
手
（
本
図
の
図
像
で
は
四
十
二
手
）
の
う
ち
い
く
つ
か
は
、

こ
れ
ら
諸
鬼
神
を
召
喚
し
、
司
令
す
る
な
ど
の
機
能
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

『
千
手
経
』「
若
為
召
呼
一
切
諸
天
善
神
者
、
当
於
宝
螺
手
。
若
為
使
令
一
切
鬼
神

者
、
当
於
髑
髏
杖
手
。（
略
）
若
為
善
神
龍
王
常
来
擁
護
者
、
当
於
倶
尸
鉄
鉤
手
」

（
Ｔ
２０
・
１１１
ａ
〜
ｂ
）。

（
２４
）
た
だ
し
二
十
八
弁
か
ら
な
る
蓮
弁
の
図
様
の
細
部
に
は
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
。

ま
た
図
版
に
は
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
の
宮
原
柳
僊
氏
に
よ
る
模
本
を
掲
載
し
た

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
参
考
図
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
、
正
確
な
学
術
資
料
と
し

て
こ
の
図
像
を
扱
う
に
は
前
田
泰
次
・
露
木
惠
子
「
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
毛
彫
の
図

柄
及
び
表
現
技
術
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
国
華
』
九
八
二
、
一
九
七
五
）
、
奥
村
秀

雄
「
東
大
寺
蓮
弁
毛
彫
図
の
研
究
」（『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
十
二
、
一
九
七

六
）
な
ど
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２５
）
た
だ
し
二
十
八
弁
の
う
ち
三
枚
の
例
外
が
あ
る
。
う
ち
二
枚
は
三
層
の
中
の
一
層

に
一
箇
の
家
屋
、
一
枚
は
第
三
層
に
二
箇
の
仏
頭
を
描
く
。
ま
た
二
十
五
層
の
表

現
も
基
本
は
上
十
八
層
に
七
区
の
逆
梯
形
に
縦
割
り
さ
れ
た
下
七
層
を
加
え
る
構

成
だ
が
、
一
部
異
同
が
あ
り
、
う
ち
一
枚
は
計
二
十
四
層
し
か
表
現
し
な
い
。
前

注
所
掲
前
田
・
露
木
論
文
、
２６
頁
は
こ
れ
ら
を
「
彫
工
の
不
用
意
か
ら
来
っ
た
」

と
解
し
て
お
り
、
妥
当
な
見
解
と
み
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
図
６
の
模
本
に
お

け
る
上
三
層
の
描
写
は
、
下
絵
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

（
２６
）
二
月
堂
光
背
の
場
合
、
こ
の
二
十
二
層
の
中
に
如
来
形
は
全
く
表
現
さ
れ
な
い
。

（
２７
）
小
野
玄
妙
「
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
の
刻
画
に
見
ゆ
る
仏
教
の
世
界
説
」（『
仏
教
之
美

術
及
歴
史
』
仏
書
研
究
会
、
一
九
一
六
。
の
ち
『
小
野
玄
妙
仏
教
芸
術
著
作
集

三
』（
開
明
書
院
、
一
九
七
七
）。

（
２８
）
岩
上
智
量
「
東
大
寺
本
尊
に
就
て
」（『
密
教
研
究
』
六
七
、
一
九
三
八
）。

（
２９
）
法
蔵
の
い
う
「
先
の
十
五
」
は
『
六
十
華
厳
』
当
該
箇
所
の
（
１
）
百
万
億
諸
天

神
王
、（
２
）
百
万
億
龍
王
、（
３
）
百
万
億
夜
叉
王
、（
４
）
百
万
億
乾
闥
婆
王
、

（
５
）
百
万
億
阿
修
羅
王
、（
６
）
百
万
億
宝
金
翅
鳥
王
、（
７
）
百
万
億
緊
那
羅

王
、（
８
）
百
万
億
摩
�
羅
王
、（
９
）
百
万
億
婆
羅
門
王
、（
１０
）
百
万
億
一
切
世

間
諸
王
、（
１１
）
百
万
億
諸
釈
天
王
、（
１２
）
百
万
億
夜
摩
天
王
、（
１３
）
百
万
億
兜

率
陀
天
王
、（
１４
）
百
万
億
化
楽
天
王
、（
１５
）
百
万
億
他
化
自
在
天
王
を
指
す
。

一
方
「
後
の
二
十
九
」
は
（
１
）
百
万
億
梵
天
王
、（
２
）
百
万
億
摩
醯
首
羅
天
、

（
３
）
百
万
億
菩
薩
、（
４
）
百
万
億
天
女
、（
５
）
百
万
億
願
天
、（
６
）
百
万
億

宿
命
親
近
善
知
識
天
、〈（
７
）〜（
２７
）
が
本
文
中
に
掲
げ
た
色
界
二
十
一
天
に
相

当
。
略
〉、（
２８
）
百
万
億
種
種
天
、（
２９
）
百
万
億
諸
天
の
文
言
に
対
応
す
る
。

（
３０
）『
大
智
度
論
』
巻
九
「
問
曰
、
何
以
故
、
名
為
浄
居
天
梵
世
天
。
答
曰
、
第
四
禅
有

八
種
。
五
種
是
阿
那
含
住
處
、
是
名
浄
居
。
三
種
凡
夫
聖
人
共
住
。
過
是
八
處
、

有
十
住
菩
薩
住
處
、
亦
名
浄
居
、
号
大
自
在
天
王
。
梵
世
天
者
生
処
有
三
種
。
一

者
梵
衆
天
、
諸
小
梵
生
処
。
二
者
梵
輔
天
、
貴
梵
生
処
。
三
者
大
梵
天
、
是
名
中

間
禅
生
処
。
問
曰
、
離
欲
是
同
、
何
以
故
有
貴
賤
異
処
。
答
曰
、
初
禅
三
種
、
下

中
上
。
若
修
下
禅
生
梵
衆
、
若
修
中
禅
生
梵
輔
、
若
修
上
禅
生
大
梵
」（
Ｔ
２５
・
１２２

ｃ
）。

（
３１
）『
十
地
経
論
』
巻
一
「
二
種
利
益
者
。
現
報
利
益
、
受
仏
位
故
。
後
報
利
益
、
摩
醯

首
羅
智
処
生
故
。
如
経
正
受
一
切
仏
位
故
。
得
一
切
世
間
最
高
大
身
故
」（
Ｔ
２６
・

１２５
ｃ
）。

（
３２
）
智
儼
『
華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
章
』（『
孔
目
章
』）
巻
二
・
三
界
章
「
如
華
厳
経
、

四
天
王
天
、
三
十
三
天
、
夜
摩
天
、
兜
率
陀
天
、
化
楽
天
、
他
化
自
在
天
、
梵
天
、

梵
身
天
、
梵
輔
天
、
梵
眷
属
天
、
大
梵
天
、
光
天
、
少
光
天
、
無
量
光
天
、
光
音

天
、
浄
天
、
少
浄
天
、
無
量
浄
天
、
遍
浄
天
、
密
身
天
、
少
密
身
天
、
無
量
密
身

天
、
密
果
天
。
此
中
不
開
無
想
天
。
不
煩
天
、
不
熱
天
、
善
現
天
、
善
見
天
、
色

究
竟
天
、
識
処
天
、
無
所
有
処
天
、
非
想
非
非
想
天
、
加
其
四
天
、
総
三
十
二
天
」

（
Ｔ
４５
・
５５４
ｂ
）。
智
儼
は
『
華
厳
経
』
所
説
の
色
界
諸
天
と
し
て
、
本
文
中
に
挙

げ
た
同
経
巻
十
三
に
挙
げ
ら
れ
る
二
十
一
天
に
加
え
て
「
梵
天
」
を
挙
げ
て
い
る
。

智
儼
が
『
華
厳
経
』
の
色
界
天
数
を
二
十
二
で
あ
る
（
欲
界
六
天
と
無
色
界
四

天
を
加
え
、
天
の
総
数
を
三
十
二
と
す
る
）
と
し
た
根
拠
は
、『
六
十
華
厳
』
巻
十

二
の
、「
菩
薩
聞
四
天
王
（
天
）、
三
十
三
天
、
夜
摩
天
、
兜
率
陀
天
、
化
楽
天
、

他
化
自
在
天
、
梵
天
、
梵
身
天
、
梵
輔
天
、
梵
眷
属
天
、
大
梵
天
、
光
天
、
少
光

天
、
無
量
光
天
、
光
音
天
、
浄
天
、
少
浄
天
、
無
量
浄
天
、
遍
浄
天
、
密
身
天
、

少
密
身
天
、
無
量
密
身
天
、
密
果
天
、
無
煩
天
、
無
熱
天
、
善
現
天
、
善
見
天
、

色
究
竟
天
」（
Ｔ
９
・
４７７
ｂ
）
と
い
う
記
述
に
存
す
る
と
み
な
さ
れ
る
。
同
様
の
二
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十
二
天
を
挙
げ
る
説
は
『
八
十
華
厳
』
巻
二
十
一
に
も
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
新
訳

で
は
梵
眷
属
天
が
「
梵
衆
天
」
、
第
四
禅
の
四
天
が
「
広
天
・
少
広
天
・
無
量
広
天

・
広
果
天
」
の
名
称
に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
て
い
る
（
Ｔ
１０
・
１１３
ｂ
）。

一
方
奈
良
朝
の
華
厳
学
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、『
八
十
華
厳
』
の
注
釈
書
で

あ
る
澄
観
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』
巻
二
十
四
に
は
、「
天
中
初
六
欲
界
。
已
如

初
会
。
梵
天
已
下
、
明
色
界
天
。
然
色
界
摂
天
多
少
、
諸
説
小
異
。
倶
舎
正
理
皆

説
十
七
、
故
頌
云
、
三
静
慮
各
三
、
第
四
静
慮
八
。
長
行
之
中
建
立
十
六
、
以
梵

王
梵
輔
同
一
天
故
。
瑜
伽
云
処
有
十
八
、
謂
色
究
竟
外
説
大
自
在
。
不
言
無
想
、

意
在
広
果
中
収
。
今
此
即
文
而
数
有
二
十
二
。
然
四
禅
初
一
、
皆
是
総
標
。
則
初

静
慮
四
、
二
三
各
三
、
第
四
有
八
還
成
十
八
。
正
理
初
説
有
三
、
今
加
梵
身
。
」（
Ｔ

３５
・
６７９
ｃ
〜
６８０
ａ
）
と
あ
り
、
こ
の
二
十
二
天
が
実
質
的
に
十
八
に
要
約
さ
れ
る

と
す
る
解
釈
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
に
続
け
て
「
晋
経
梵
衆
名
梵
眷

属
。
若
然
身
亦
衆
義
。
則
梵
身
是
外
所
領
之
衆
生
、
梵
衆
則
為
内
眷
属
衆
」
と
あ

っ
て
、
梵
身
天
と
梵
衆
天
が
一
括
り
に
さ
れ
る
べ
き
天
で
あ
る
と
の
考
え
が
述
べ

ら
れ
て
お
り
、『
華
厳
経
』
に
列
挙
さ
れ
る
色
界
諸
天
の
数
は
、
基
本
的
に
は
二
十

一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
二
十
二
天
を
十
八
に

要
約
す
る
澄
観
の
説
は
、
本
文
中
に
挙
げ
た
、
二
十
一
天
を
十
七
天
に
要
約
す
る

法
蔵
の
説
と
、
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
注
（
２８
）
前
掲
岩
上
論

文
、
２４３
頁
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
注
（
６１
）
も
参
照
。

（
３３
）
こ
の
「
華
厳
に
云
く
」
の
文
言
は
、『
十
地
経
論
』
巻
十
二
の
経
文
「
経
曰
。
是
三

昧
現
在
前
時
、
即
有
大
宝
蓮
華
王
出
。
周
円
如
十
阿
僧
祇
百
千
大
千
世
界
。
一
切

衆
宝
、
間
錯
荘
厳
。
過
於
一
切
世
間
境
界
、
出
世
間
善
根
所
生
、
行
諸
法
如
幻
性

境
界
所
成
、
光
明
普
照
一
切
法
界
、
過
一
切
諸
天
所
有
境
界
（
下
略
）」（
Ｔ
２６
・

１９４
ａ
）
に
よ
く
対
応
す
る
。
ち
な
み
に
『
六
十
華
厳
』
巻
二
十
七
の
対
応
箇
所
に

は
「
是
三
昧
現
在
前
、
即
時
大
宝
蓮
華
王
出
。
周
円
如
百
万
三
千
大
千
世
界
。
一

切
衆
宝
、
間
錯
荘
厳
。
過
於
一
切
人
天
所
有
、
出
世
間
善
根
所
生
。
知
一
切
法
、

如
幻
如
化
、
空
慧
所
成
。
光
明
能
照
一
切
世
界
（
下
略
）
」
と
あ
る
（
Ｔ
９
・
５７１
ｃ
）。

な
お
摩
醯
首
羅
智
処
に
十
地
の
菩
薩
が
生
じ
、
こ
こ
が
仏
の
報
土
で
あ
る
と
い
う

『
十
地
経
論
』
の
説
は
注
（
３１
）
参
照
。

（
３４
）
訓
み
は
鎌
田
茂
雄
『
仏
典
講
座

華
厳
五
教
章
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
七
九
）
に
よ

る
。
な
お
中
国
の
華
厳
学
に
お
い
て
、
摩
醯
首
羅
天
が
『
華
厳
経
』
の
色
界
二
十

一
天
に
含
ま
れ
な
い
と
の
理
解
が
存
し
た
こ
と
は
本
文
中
で
確
認
し
た
と
お
り
だ

が
、『
六
十
華
厳
』
巻
十
三
の
諸
衆
を
列
挙
し
た
文
言
（
注
（
２９
）
参
照
）
中
に
、

こ
の
二
十
一
天
と
は
別
に
摩
醯
首
羅
天
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、

「
色
界
が
何
天
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
問
題
と
、「
経
文
に
い
く
つ
の
天

の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
問
題
を
明
確
に
区
別
し
た
上
で
、
右
の
理
解

が
成
り
立
っ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
注
（
５４
）
に

掲
げ
た
『
大
乗
起
信
論
』
の
文
言
が
、
菩
薩
が
成
仏
す
る
場
所
を
「
摩
醯
首
羅
智

処
」
と
せ
ず
、「
色
究
竟
処
」
と
表
記
す
る
点
も
併
せ
て
留
意
さ
れ
る
。

（
３５
）
道
慈
の
大
安
寺
へ
の
移
籍
は
、
興
福
寺
西
金
堂
の
完
成
か
ら
天
平
九
年
（
七
三

七
）
四
月
八
日
の
大
安
寺
に
お
け
る
大
般
若
経
転
読
の
恒
例
化
ま
で
の
間
の
こ
と

で
あ
る
。
注
（
２２
）
前
掲
森
下
論
文
は
そ
の
要
因
を
、
帰
国
直
後
に
興
福
寺
に
入

り
、
光
明
皇
后
の
信
任
を
得
た
玄
�
の
台
頭
に
求
め
る
。

（
３６
）
堀
池
春
峰
「
奈
良
時
代
仏
教
の
密
教
的
性
格
」（『
西
田
先
生
頌
寿
記
念

日
本
古

代
史
論
叢
』
一
九
六
〇
、
の
ち
『
南
都
仏
教
史
の
研
究

下

諸
寺
篇
』
法
蔵
館
、

一
九
八
二
所
収
）、
注
（
２２
）
前
掲
高
橋
論
文
、
３７
―
３８
頁
な
ど
参
照
。
天
平
十
三

年
（
七
四
一
）
か
ら
同
十
五
年
に
か
け
て
、
福
寿
寺
写
一
切
経
所
及
び
金
光
明
寺

写
一
切
経
所
で
玄
�
発
願
に
よ
る
千
手
経
一
千
巻
の
書
写
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

本
稿
と
の
関
係
上
特
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
事
業
の
詳
細
は
、
栄
原
永
遠
男
「
千

手
経
一
千
巻
の
写
経
事
業
」（『
奈
良
時
代
写
経
史
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
所

収
）
参
照
。

（
３７
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
注
（
２２
）
前
掲
松
浦
論
文
の
指
摘
す
る
、
随
心
陀
羅
尼
法
に

関
す
る
知
識
の
玄
奘
周
辺
に
お
け
る
共
有
、
と
い
う
現
象
も
注
意
さ
れ
る
。

（
３８
）
平
田
寺
蔵
・
聖
武
天
皇
勅
書
（
展
覧
会
図
録
『
東
大
寺
の
す
べ
て
』
奈
良
国
立
博

物
館
、
二
〇
〇
二
、
図
版
１０
）、『
続
日
本
紀
』
巻
三
な
ど
。

（
３９
）
田
辺
三
郎
助
「
光
背

旧
二
月
堂
本
尊
付
属
」（『
奈
良
六
大
寺
大
観

東
大
寺

二
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
）、
５９
頁
は
「
大
仏
蓮
弁
が
天
平
勝
宝
（
七
四
九
―
七

五
七
）
末
年
近
く
に
鋳
成
さ
れ
た
上
、
線
刻
が
施
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
大
仏

蓮
弁
よ
り
も
線
刻
の
上
で
も
進
歩
を
み
せ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
二
月
堂
光
背
は
、

降
っ
て
天
平
宝
字
期
（
七
五
七
―
七
六
五
）
頃
に
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
」
と
す
る
。

（
４０
）
こ
の
例
外
的
な
四
体
の
属
す
る
断
片
は
、
復
原
的
に
配
列
さ
れ
た
光
背
の
現
状

（
こ
の
配
置
は
、
一
部
当
初
の
状
態
と
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
）
に
お
い
て
も
、
当
初
ど
お
り
の
正
確
な
位
置
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
か
か
る
例
外
が
存
在
す
る
理
由
は
、
①
光
背
の
制
作
過
程
に
お
い
て
、
画
師

な
い
し
工
人
が
制
作
最
終
段
階
の
現
場
で
犯
し
た
ミ
ス
。
②
原
図
が
将
来
図
像
で

あ
っ
て
、
大
陸
に
お
け
る
原
本
か
ら
の
転
写
作
業
の
際
に
生
じ
た
写
し
崩
れ
。
の

い
ず
れ
か
に
絞
ら
れ
る
が
、
制
作
の
前
段
階
で
原
図
の
チ
ェ
ッ
ク
が
東
大
寺
の
僧
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ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
の
で
、
そ
の
最
終
決
定
の
時
点

で
か
か
る
例
外
が
存
在
し
た
と
は
、
や
は
り
考
え
に
く
い
。
こ
の
た
め
筆
者
は
①

の
可
能
性
が
よ
り
大
き
い
と
考
え
、
化
仏
の
有
無
に
よ
っ
て
色
界
の
階
層
が
区
分

さ
れ
る
こ
と
の
意
味
に
対
し
、
奈
良
朝
の
仏
教
界
で
し
か
る
べ
き
説
明
が
与
え
ら

れ
て
い
た
と
み
な
す
。
ち
な
み
に
大
仏
蓮
弁
の
場
合
も
、
一
枚
の
下
絵
か
ら
二
十

八
枚
の
蓮
弁
線
刻
図
が
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
一
方
で
、
そ
の
刻
入
作
業
は
か

な
り
お
お
ら
か
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
、
結
果
的
に
二
十
八
枚
の
図
様
に
は
相
当

な
ば
ら
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
（
注
（
２４
）
前
掲
前
田
・
露
木
論
文
参
照
）。

（
４１
）『
法
苑
珠
林
』
巻
二
「
如
婆
沙
論
中
説
、
天
有
三
十
二
種
。
欲
界
有
十
、
色
界
有
十

八
、
無
色
界
有
四
、
合
有
三
十
二
天
也
。（
略
）
問
曰
、
未
知
此
三
十
二
天
、
幾
凡

幾
聖
。
答
曰
、
二
唯
凡
住
、
五
唯
聖
住
、
自
餘
二
十
五
天
凡
聖
共
住
。（
略
）
若
総

大
小
乗
説
、
合
有
四
天
。
故
涅
槃
経
云
、
有
四
種
天
。
一
世
間
天
、
二
生
天
、
三

浄
天
、
四
義
天
。
世
間
天
者
、
如
諸
国
王
。
生
天
、
従
四
天
王
乃
至
非
想
非
無
想

天
。
浄
天
者
、
従
須
陀
�
至
辟
支
仏
。
義
天
者
、
十
住
菩
薩
摩
訶
薩
。
以
何
義
故
、

十
住
菩
薩
名
為
義
天
。
以
能
善
解
諸
法
義
見
一
切
法
是
空
義
故
」（
Ｔ
５３
・
２８２
ｃ
）。

こ
こ
に
は
『
智
度
論
』
の
説
へ
の
言
及
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
な
お
『
大
毘
婆
沙

論
』
巻
百
三
十
七
（
Ｔ
２７
・
７０７
以
下
）
と
同
様
の
色
界
十
八
天
説
を
と
る
論
書
と

し
て
、『
立
世
阿
毘
曇
論
』（
巻
六
。
Ｔ
３２
・
１９９
ａ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
『
倶

舎
論
』
の
場
合
、
巻
八
に
十
七
の
色
界
諸
天
が
列
挙
さ
れ
る
が
（
次
注
参
照
）
、
巻

五
に
無
想
天
へ
の
言
及
が
あ
り
、
こ
れ
が
広
果
天
中
に
含
ま
れ
る
と
の
説
明
が
あ

る
。
「
無
想
有
情
居
在
何
処
。
居
在
広
果
。
謂
広
果
天
中
有
高
勝
処
、
如
中
間
静
慮
、

名
無
想
天
」（
Ｔ
２９
・
２４
ｂ
）。

（
４２
）『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
八
「
此
欲
界
上
処
有
十
七
。
謂
三
静
慮
処
各
有
三
。
第
四

静
慮
処
、
独
有
八
。
器
及
有
情
総
名
色
界
。
第
一
静
慮
処
有
三
者
。
一
梵
衆
天
、

二
梵
輔
天
、
三
大
梵
天
。
第
二
静
慮
処
有
三
者
。
一
少
光
天
、
二
無
量
光
天
、
三

極
光
浄
天
。
第
三
静
慮
処
有
三
者
。
一
少
浄
天
、
二
無
量
浄
天
、
三
遍
浄
天
。
第

四
静
慮
処
有
八
者
。
一
無
雲
天
、
二
福
生
天
、
三
広
果
天
、
四
無
煩
天
、
五
無
熱

天
、
六
善
現
天
、
七
善
見
天
、
八
色
究
竟
天
（
下
略
）」（
Ｔ
２９
・
４１
ａ
）。

（
４３
）『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
八
「
無
色
界
中
都
無
有
処
。
以
無
色
法
無
有
方
所
。
過
去

未
来
無
表
無
色
不
住
方
所
。
理
決
然
故
。
但
異
熟
生
差
別
有
四
。
一
空
無
辺
処
、

二
識
無
辺
処
、
三
無
所
有
処
、
四
非
想
非
非
想
処
。
如
是
四
種
名
無
色
界
。
此
四

非
由
処
有
上
下
、
但
由
生
故
勝
劣
有
殊
。
復
如
何
知
彼
無
方
処
。
謂
於
是
処
得
彼

定
者
、
命
終
即
於
是
処
生
故
」（
Ｔ
２９
・
４１
ａ
〜
ｂ
）。
ま
た
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻

四
に
は
、
本
文
中
に
引
い
た
色
界
の
構
成
に
つ
い
て
の
文
言
に
続
け
て
「
復
次
無

色
界
、
有
四
処
所
、
或
無
処
所
。
有
情
量
建
立
者
」（
Ｔ
３０
・
２９５
ａ
）
と
あ
る
。

（
４４
）『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
二
「
問
、
如
是
諸
蔵
、
三
界
五
趣
何
処
具
有
被
何
衆
生
。

答
、
仁
王
経
中
列
変
化
衆
無
色
界
衆
。
又
無
色
界
天
、
仏
辺
側
立
聴
阿
含
経
。
陀

羅
尼
経
烈
（
「
列
」
の
誤
り
）
地
獄
衆
。
故
知
、
契
経
被
三
界
五
趣
真
化
之
身
。
盧

舎
那
仏
経
、
説
十
八
梵
天
諸
神
王
等
、
倶
能
解
悟
皆
悉
受
菩
薩
戒
法
。
故
知
、
調

伏
亦
被
二
界
五
趣
有
情
実
身
。
無
色
界
中
無
有
耳
識
、
不
聞
教
故
。
故
知
、
但
被

二
界
五
趣
有
情
実
身
。
以
経
威
力
地
獄
衆
生
得
聞
法
故
。
諸
大
菩
薩
於
地
獄
中
教

化
受
戒
種
種
事
故
。
然
得
戒
者
義
即
差
別
。
有
此
教
者
亦
唯
二
界
五
地
無
遮
。

（
略
）
然
中
陰
経
説
仏
於
中
有
教
化
無
色
界
衆
生
者
、
非
大
乗
宗
。
大
乗
宗
者
、

此
是
化
衆
生
、
定
非
真
身
。
無
業
果
故
。
不
爾
便
違
瑜
伽
等
説
」（
Ｔ
４５
・
２７６
ａ
〜

ｂ
）。

（
４５
）『
探
玄
記
』
巻
十
「
問
、
無
色
亦
難
、
何
故
不
説
彼
。
答
、
菩
薩
不
生
無
色
天
。
故

又
釈
、
理
実
亦
聞
但
随
相
。
彼
無
形
色
、
絶
聴
受
故
、
不
彰
聞
也
」（
Ｔ
３５
・
２９４
ｃ
）。

１３２
ｂ

（
４６
）『
探
玄
記
』
巻
九
「
此
是
世
間
中
最
高
勝
処
。
於
彼
現
成
仏
故
、
云
世
間
高
大
之

身
」（
Ｔ
３５
・
２８４
ｂ
）。

（
４７
）
注
（
５９
）
参
照
。

（
４８
）『
六
十
華
厳
』
の
経
文
自
体
に
「
二
十
五
重
の
光
明
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
そ
の
所
説
を
吉
村
氏
の
言
葉
を
借
り
て
述
べ
る
な
ら
ば
、「
如
来
光

明
覚
品
は
十
段
に
分
け
て
二
十
五
重
の
放
光
を
説
い
て
お
り
、『
仏
の
両
足
の
相

輪
か
ら
放
た
れ
た
光
明
が
順
次
三
千
大
千
世
界
（
１
）、
仏
国
土
（
２
）、
百
世
界

（
３
）
へ
と
拡
っ
て
ゆ
き
…
…
十
億
世
界
か
ら
、
百
億
世
界
、
千
億
世
界
、
百
千

億
世
界
、
さ
ら
に
不
可
説
の
（
２４
）、
虚
空
法
界
に
等
し
い
数
の
一
切
の
世
界

（
２５
）
を
照
し
出
す
』
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
Ｔ
９
・
４２２
ｂ
〜
４２７
ａ
、
吉
村
一
九

九
九
・
６１
頁
）。
智
儼
『
大
方
広
仏
華
厳
経
捜
玄
分
斉
通
智
方
軌
』（『
捜
玄
記
』）

巻
一
下

光
明
覚
品
第
五
「
仏
足
相
輪
放
光
、
示
十
信
是
行
足
円
備
故
也
。
此
中

放
光
分
斉
、
有
二
十
五
重
。
初
九
別
列
、
余
者
総
結
。
文
相
如
経
（
Ｔ
３５
・
２６
ｃ
）。

『
探
玄
記
』
巻
四
「
大
約
総
数
有
二
十
五
重
。
前
九
別
説
、
後
十
六
同
弁
。
則
為

十
段
。
此
中
非
是
二
十
五
度
放
光
。
亦
非
一
放
光
次
第
漸
照
二
十
五
処
。
但
一
放

光
則
並
頓
照
、
同
時
顕
現
」（
Ｔ
３５
・
２７２
ａ
）。

（
４９
）『
梵
網
経
』
巻
上
「（
前
略
）
号
為
盧
舎
那
、
住
蓮
花
台
蔵
世
界
海
、
其
台
周
辺
有

千
葉
、
一
葉
一
世
界
為
千
世
界
、
我
化
為
千
釈
迦
拠
千
世
界
、
後
就
一
葉
世
界
、

復
有
百
億
須
弥
山
百
億
日
月
百
億
四
天
下
百
億
南
閻
浮
提
」（
Ｔ
２４
・
９９７
ｃ
）。
同

巻
下
「
我
今
盧
舎
那
、
方
坐
蓮
花
台
、
周
匝
千
花
上
、
復
現
千
釈
迦
、
一
花
百
億
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国
、
一
国
一
釈
迦
」（
Ｔ
２４
・
１００３
ｃ
〜
１００４
ａ
）。

（
５０
）『
梵
網
経
』
巻
下
「
爾
時
千
花
上
仏
千
百
億
釈
迦
、
従
蓮
花
蔵
世
界
赫
赫
師
子
座
起
、

各
各
辞
退
挙
身
不
可
思
議
光
、
光
皆
化
無
量
仏
、
一
時
以
無
量
青
黄
赤
白
花
、
供

養
盧
舎
那
仏
」（
Ｔ
２４
・
１００３
ｃ
）。

（
５１
）
注
（
２８
）
前
掲
岩
上
論
文
、
２４３
頁
。『
六
十
華
厳
』
巻
二
「
仏
子
当
知
、
有
須
弥
山

微
塵
等
風
輪
、
持
此
蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
。
最
下
風
輪
名
曰
平
等
、
彼
持
一
切
宝

光
明
池
。（
略
）
最
上
風
輪
名
勝
蔵
、
持
一
切
香
水
海
。
彼
香
水
海
中
有
大
蓮
華
、

名
香
幢
光
明
荘
厳
、
持
此
蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
」（
Ｔ
９
・
４１２
ｂ
）。

（
５２
）
狭
川
宗
玄
「
寧
楽
仏
教
の
一
断
面
―
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
毛
彫
蓮
華
蔵
世
界
私
考
」

（『
南
都
仏
教
』
一
、
一
九
五
四
）、
同
「
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
毛
彫
蓮
華
蔵
世
界
」

（『
古
美
術
』
二
一
、
一
九
六
八
）な
ど
参
照
。『
梵
網
経
』
特
有
の
「
蓮
華
台
蔵
世

界
」
説
に
対
す
る
法
蔵
の
解
釈
は
以
下
の
と
お
り
。『
探
玄
記
』
巻
三
「
然
此
本
師

仏
摂
化
境
界
、
諸
教
所
説
分
斉
不
同
。
若
小
乗
中
、
但
有
此
一
娑
婆
世
界
。
若
三

乗
有
二
。
一
化
身
化
境
、
謂
此
娑
婆
等
。
二
他
受
用
身
化
境
、
謂
十
八
円
満
浄
土

等
。
若
約
一
乗
、
十
仏
化
境
、
蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
。
有
三
種
。
一
蓮
華
台
蔵
世

界
、
雖
遍
法
界
、
対
地
上
菩
薩
機
現
、
有
増
減
。
寄
在
色
頂
、
唯
説
一
界
。
二
即

此
遍
法
界
之
華
蔵
、
説
十
顕
無
尽
。
即
無
尽
箇
華
蔵
、
一
一
皆
遍
法
界
。
三
樹
形

等
雑
類
世
界
、
一
一
皆
有
蓮
華
蔵
、
竝
似
彼
界
、
悉
遍
法
界
。
各
各
有
十
、
無
尽

無
尽
。
此
三
中
初
一
、
約
弁
同
教
一
乗
。
後
二
約
顕
別
教
顕
耳
」（
Ｔ
３５
・
１６２
ｃ
）。

た
だ
し
法
蔵
は
初
期
の
著
作
で
あ
る
『
五
教
章
』
で
は
、
こ
の
『
梵
網
経
』
の
説

を
大
乗
始
教
に
位
置
づ
け
て
お
り
（
本
文
第
一
節
参
照
）、
解
釈
に
変
更
が
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
５３
）
吉
津
宜
英
『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
一
）、
５３３
―
５３４
頁
、

同
５５１
頁
以
下
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
堀
池
春
峰
「
華
厳
経
講
説
よ
り
見
た
良
弁
と

審
詳
」（『
南
都
仏
教
』
三
一
、
一
九
七
三
。『
南
都
仏
教
史
の
研
究

上

東
大
寺

篇
』
に
再
録
）、
山
下
有
美
「
東
大
寺
の
花
厳
宗
と
六
宗
―
古
代
寺
院
社
会
試
論
」

（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
八
、
二
〇
〇
二
）
な
ど
も
参
照
。
堀
池
論
文
に
は
『
大
安

寺
審
詳
師
経
録
』
が
備
わ
る
が
、
華
厳
関
連
の
も
の
に
つ
い
て
は
吉
津
氏
も
述
べ

る
と
お
り
、
元
暁
・
法
蔵
の
著
作
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
『
華
厳
経
』
と
『
梵

網
経
』
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
に
菩
提
僊
那
と
と
も

に
来
朝
し
て
大
安
寺
西
唐
院
に
止
住
し
、
大
仏
開
眼
供
養
の
お
り
呪
願
師
を
務
め
、

『
華
厳
経
』
の
み
な
ら
ず
『
梵
網
経
』
に
も
深
い
理
解
を
示
し
て
晩
年
に
は
『
註

梵
網
経
』
三
巻
を
著
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
唐
僧
・
道
�
（
七
〇
二
―
六
〇
）
の
影

響
力
を
重
視
す
る
井
上
薫
氏
の
研
究
（「
東
大
寺
大
仏
の
造
顕
思
想
」『
奈
良
朝
仏

教
史
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
所
収
）
が
改
め
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
道

�
に
つ
い
て
は
堀
池
春
峰
「
婆
羅
門
菩
提
僧
正
と
そ
の
周
辺
」（『
霊
山
寺
菩
提
僧

正
記
念
論
集
』
霊
山
寺
、
一
九
八
八
所
収
）
も
参
照
。
ち
な
み
に
『
梵
網
経
』
は
、

道
�
来
朝
の
三
年
前
の
天
平
五
年
の
正
倉
院
文
書
に
初
出
す
る
（『
大
日
本
古
文

書
』
７
―
１５
、
注
（
１１
）
前
掲
石
田
書
参
照
）。

な
お
七
世
紀
前
半
の
わ
が
国
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
及
び
華
厳
教
学
の
受
容
史

に
関
わ
る
最
近
の
注
目
す
べ
き
成
果
に
、
石
井
公
成
「
日
本
の
初
期
華
厳
教
学
―

寿
霊
『
五
教
章
指
事
』
の
成
立
事
情
」（『
華
厳
思
想
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九

六
所
収
）
と
森
本
公
誠
「
東
大
寺
と
華
厳
経
―
聖
武
天
皇
に
よ
る
華
厳
経
止
揚
へ

の
過
程
を
追
っ
て
」（『
南
都
仏
教
』
八
三
、
二
〇
〇
三
）
が
あ
り
、
両
論
文
に
沿

っ
て
本
稿
に
関
連
す
る
重
要
な
史
実
の
み
を
略
記
し
て
お
く
。
ま
ず
文
献
に
お
け

る
新
訳
の
『
八
十
華
厳
』（
唐
・
聖
暦
二
年＝

六
九
九
成
立
）
の
初
出
は
、『
続
日

本
紀
』
養
老
六
年
（
七
二
二
）
十
一
月
の
条
で
、
大
安
寺
に
は
同
十
四
年
（
七
四

二
）、
華
厳
七
処
九
会
図
（
新
訳
に
基
づ
く
）
が
作
成
さ
れ
た
。『
八
十
華
厳
』
を

将
来
し
た
人
物
は
道
慈
と
（
右
の
井
上
論
文
）、
新
羅
に
派
遣
さ
れ
た
留
学
僧
と
す

る
説
（
右
の
堀
池
一
九
七
三
年
論
文
）
が
あ
る
。『
六
十
華
厳
』
の
伝
来
は
詳
ら
か

で
は
な
い
が
、
奈
良
朝
で
は
こ
ち
ら
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
審
詳
の
講
説
も
こ
れ

に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
同
経
と
関
連
す
る
聖
武
天
皇
の
事
蹟
と
し
て
は
、
天
平
三

年
（
七
三
一
）
の
奧
書
を
も
つ
宸
翰
『
雑
集
』
に
お
け
る
、
越
州
の
僧
釈
霊
実
の

『
鏡
中
釈
霊
実
集
』
中
の
「
盧
舎
那
像
讃
一
首
并
序
」
の
書
写
が
注
目
さ
れ
る
。

つ
い
で
金
鍾
寺
で
華
厳
経
初
講
が
行
わ
れ
た
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
の
二
月
、

天
皇
は
智
識
寺
の
盧
舎
那
仏
を
拝
し
て
お
り
（『
続
紀
』
巻
二
）、
こ
れ
が
同
十
五

年
（
七
四
三
）
に
大
仏
建
立
の
詔
（
同
巻
三
）
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
。
翌
十

六
年
に
は
勅
に
よ
っ
て
金
鍾
寺
で
知
識
花
厳
別
供
が
建
て
ら
れ
、
同
寺
に
お
け
る

華
厳
講
説
が
公
的
の
も
の
に
な
り
、
同
経
は
大
仏
開
眼
会
に
際
し
て
も
講
じ
ら
れ

た
（『
東
大
寺
要
録
』）。
森
本
論
文
１９
頁
は
『
華
厳
経
』
の
教
説
に
関
す
る
聖
武

の
師
と
し
て
、
天
平
元
年
（
七
二
九
）、
僧
綱
の
律
師
に
任
命
さ
れ
た
道
慈
を
想
定

し
、
石
井
論
文
は
天
平
感
宝
元
年
（
七
四
九
）
の
「
花
厳
経
を
本
と
す
」
と
の
詔

勅
（
注
（
３８
）
参
照
）
の
背
後
に
、
良
弁
の
存
在
を
想
定
す
る
。

（
５４
）『
起
信
論
疏
』
巻
下
「
初
中
言
功
徳
成
満
者
、
謂
第
十
地
因
行
成
満
也
。
色
究
竟
処

示
高
大
身
、
乃
至
一
切
種
智
等
者
。
若
依
十
王
果
報
別
門
、
十
地
菩
薩
第
四
禅
王
。

在
於
色
究
竟
天
成
道
。
則
是
報
仏
他
受
身
。
如
十
地
経
摂
報
果
中
云
。
九
地
菩
薩

作
大
梵
王
、
主
二
千
世
界
。
十
地
菩
薩
作
魔
醯
首
羅
天
王
、
主
三
千
世
界
。
楞
伽

経
言
。
譬
如
阿
梨
耶
識
。
頓
分
別
自
心
現
身
器
世
界
等
。
報
仏
如
来
如
是
。
一
時
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成
就
諸
衆
生
界
。
置
究
竟
天
浄
妙
宮
殿
修
行
清
浄
之
処
。
又
下
頌
言
。
欲
界
及
無

色
、
仏
不
彼
成
仏
。
色
界
中
上
天
、
離
欲
中
得
道
」（
Ｔ
４４
・
２２０
ｃ
）。
こ
の
文
言

は
『
大
乗
起
信
論
』
の
「
又
是
菩
薩
、
功
徳
成
満
、
於
色
究
竟
処
、
示
一
切
世
間

最
高
大
身
。
謂
以
一
念
相
応
慧
、
無
明
頓
尽
、
名
一
切
種
智
。
自
然
而
有
不
思
議

業
、
能
現
十
方
、
利
益
衆
生
」（
Ｔ
３２
・
５８１
ｂ
）
と
い
う
箇
所
に
対
す
る
注
釈
の
一

部
で
あ
る
。

（
５５
）
注
（
２７
）
前
掲
小
野
論
文
。『
梵
網
経
』
巻
上
「
爾
時
釈
迦
牟
尼
仏
、
第
四
禅
地
中

摩
醯
首
羅
天
王
宮
、
與
無
量
大
梵
天
王
不
可
説
不
可
説
菩
薩
衆
、
説
蓮
華
台
蔵
世

界
盧
舎
那
仏
所
説
心
地
法
門
品
。
是
時
釈
迦
身
放
慧
光
所
照
。
従
此
天
王
宮
乃
至

蓮
華
台
蔵
世
界
、
其
中
一
切
世
界
一
切
衆
生
、
各
各
相
視
歓
喜
快
楽
（
下
略
）」

（
Ｔ
２４
・
９９７
ｂ
）。

（
５６
）『
梵
網
経
』
の
「
十
八
梵
天
」
が
無
想
天
を
含
む
と
す
る
解
釈
は
、
新
羅
の
義
寂

（
義
湘
門
下
と
さ
れ
る
）
の
『
菩
薩
戒
本
疏
』
巻
上
（
Ｔ
４０
・
６６３
ａ
―
ｂ
）
に
も

み
え
る
。
同
書
は
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）、『
梵
網
経
古
迹
記
』
は
天
平
勝
宝
三

年
（
七
五
一
）
の
正
倉
院
文
書
（『
大
日
本
古
文
書
』
９
―
３８３
、
同
１２
―
５０
）
に
み

え
る
。
注
（
１１
）
前
掲
石
田
書
参
照
。

（
５７
）『
梵
網
経
』
巻
下
「
仏
即
口
放
無
量
光
明
、
是
時
百
万
億
大
衆
諸
菩
薩
、
十
八
梵
天
、

六
欲
天
子
、
十
六
大
国
王
、
合
掌
至
心
聴
仏
誦
一
切
仏
大
乗
戒
」（
Ｔ
２４
・
１００４
ａ
）。

（
５８
）
本
光
背
表
裏
の
上
三
層
の
仏
菩
薩
図
中
に
描
か
れ
た
諸
菩
薩
は
、
浄
居
天
・
無
想

天
の
菩
薩
形
と
同
等
で
は
あ
り
得
な
い
と
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的

に
化
仏
を
も
た
な
い
。
そ
の
一
方
で
裏
面
中
層
の
諸
菩
薩
の
う
ち
、
中
央
の
四
体

の
み
が
化
仏
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
大
仏
蓮
弁
の
最
上
段
に
い
る
諸
菩
薩
も
、
や

は
り
す
べ
て
化
仏
を
も
た
な
い
。
こ
れ
ら
諸
点
の
ほ
か
、
観
音
が
頭
上
に
い
た
だ

く
化
仏
と
こ
の
図
像
の
関
係
な
ど
も
問
題
と
な
る
。

（
５９
）
た
だ
し
無
色
界
の
省
略
が
「
同
界
を
図
化
す
る
必
要
が
な
い
」
と
い
う
考
え
で
は

な
く
、
本
文
第
二
章
第
一
節
に
言
及
し
た
よ
う
な
、「
図
化
す
る
こ
と
自
体
が
不

可
能
で
あ
る
」
と
の
考
え
に
起
因
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
し
き
れ
な
い
。
ま
た

「
図
化
の
必
要
が
な
い
」
と
の
考
え
を
省
略
の
理
由
と
み
な
し
た
場
合
も
、
①

「
無
色
界
は
形
身
の
図
す
べ
き
も
の
な
き
を
以
て
、
之
を
図
出
す
る
必
要
な
き
が

故
な
ら
む
」
と
い
う
、
注
（
２７
）
前
掲
小
野
論
文
の
述
べ
る
よ
う
な
素
朴
な
理
解

に
基
づ
く
。
②
教
化
・
救
済
の
対
象
か
ら
外
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
結
果
に
よ
る
。

③
光
明
の
波
及
す
る
範
囲
を
説
く
経
典
の
文
言
中
に
み
え
な
い
こ
と
に
よ
る
。
な

ど
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
②
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
で
は
、『
梵
網

経
』
に
無
色
界
諸
天
が
登
場
し
な
い
の
に
対
し
、『
六
十
華
厳
』
巻
四
十
一
・
離
世

間
品
に
は
「
仏
子
、
菩
薩
摩
訶
薩
有
十
種
鼻
。
何
等
為
十
。（
略
）
聞
下
至
阿
鼻
地

獄
、
上
至
非
想
非
非
想
処
衆
生
之
香
、
悉
能
了
知
諸
根
本
行
（
略
）。
仏
子
、
菩
薩

摩
訶
薩
有
十
種
身
。
何
等
為
十
。
所
謂
人
身
、
教
化
成
熟
一
切
人
故
。
非
人
身
、

教
化
成
熟
地
獄
畜
生
餓
鬼
閻
羅
王
故
。
天
身
、
教
化
成
熟
欲
界
色
界
無
色
界
衆
生

故
（
下
略
）」（
Ｔ
９
・
６５８
ａ
）
と
い
っ
た
、
菩
薩
の
教
化
対
象
と
し
て
無
色
界
諸

天
を
含
め
る
文
言
が
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
『
華
厳
経
』
の
会
衆
に
無

色
界
諸
天
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
法
蔵
の
如
き
解
釈
（
本
文
第
一
節
所
引
『
探

玄
記
』
巻
七
参
照
）
も
あ
る
。
さ
ら
に
③
に
関
し
て
は
、
両
経
と
も
「
三
千
大
千

世
界
」
を
照
ら
し
た
と
し
つ
つ
も
、
具
体
的
に
光
明
の
波
及
す
る
範
囲
を
述
べ
た

箇
所
（
注
（
５７
）
及
び
（
７７
）
参
照
）
、
無
色
界
諸
天
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い

点
が
留
意
さ
れ
る
。
以
上
諸
点
と
両
図
の
天
界
図
像
の
対
応
関
係
は
、
図
像
の
全

体
構
想
に
あ
た
っ
て
『
華
厳
経
』『
梵
網
経
』
両
経
の
説
の
す
り
合
わ
せ
が
い
か
に

行
わ
れ
た
か
、
と
い
う
問
題
に
直
結
し
、
無
想
天
が
図
化
さ
れ
て
い
る
理
由
を
よ

り
正
確
に
特
定
す
る
上
で
も
重
要
な
論
点
に
な
る
の
で
、
今
後
慎
重
に
検
討
し
た

い
。
な
お
も
し
「
三
界
の
構
造
を
正
確
に
図
式
化
」
す
る
の
な
ら
、
無
想
天
と
広

果
天
の
間
に
、
他
と
同
じ
界
線
は
引
か
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

（
６０
）
こ
の
現
象
が
『
大
毘
婆
沙
論
』
な
ど
の
説
（
注
（
４１
）
参
照
）
が
重
視
さ
れ
た
結

果
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
が
、『
倶
舎
論
』『
瑜
伽
論
』
な
ど
、
一
天
と
は
数
え

な
い
も
の
の
無
想
天
に
言
及
す
る
論
書
の
説
が
考
慮
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
。
と
は
い
え
図
像
中
の
無
想
天
が
光
明
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
点
、

ま
た
本
図
の
制
作
年
代
が
大
仏
蓮
弁
よ
り
下
る
可
能
性
が
高
い
点
を
重
視
す
る
な

ら
ば
、
よ
り
直
接
的
に
は
『
梵
網
経
』
の
説
が
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
の
が
無

難
で
あ
ろ
う
。

（
６１
）『
六
十
華
厳
』
の
呼
称
に
従
っ
て
、
両
図
に
表
現
さ
れ
た
色
界
十
八
天
の
名
称
を
最

終
的
に
確
定
す
る
な
ら
ば
、
下
か
ら
順
に
梵
身
天
、
梵
輔
天
、
大
梵
天
、
少
光
天
、

無
量
光
天
、
光
音
天
、
少
浄
天
、
無
量
浄
天
、
遍
浄
天
、
少
密
身
天
、
無
量
密
身

天
、
密
果
天
、
無
想
天
、
無
煩
天
、
無
熱
天
、
善
現
天
、
善
見
天
、
阿
迦
尼
�
天

と
な
る
（
う
ち
無
想
天
は
同
経
に
説
か
れ
な
い
）。
こ
の
結
論
は
注
（
２７
）
前
掲
小

野
論
文
の
掲
げ
る
説
に
一
致
す
る
。
な
お
浄
影
寺
慧
遠
の
『
大
乗
義
章
』
巻
十
一

は
、『
華
厳
経
』
の
説
と
し
て
二
十
二
天
の
名
称
を
列
挙
す
る
が
、
こ
こ
に
は
無
想

天
が
含
ま
れ
て
お
り
、
か
つ
二
十
一
天
の
名
称
も
同
経
と
異
な
る
（
Ｔ
４４
・
６２７
―

６２８
）。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
木
村
清
孝
『
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究
』（
春
秋
社
、

一
九
七
七
）、
１８３
頁
は
「
か
れ
の
記
憶
違
い
に
よ
る
の
か
、
二
十
二
天
説
と
二
十

一
天
説
を
同
質
と
見
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
、
権
威
づ
け
を
意
図
し
た
た
め
か
は
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不
明
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
か
れ
の
主
張
に
、
理
論
的
根
拠
が
薄
弱
で
あ
る
こ
と
だ

け
は
確
か
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。

（
６２
）
関
連
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
、
晩
年
の
法
蔵
が
朝
廷
か
ら

救
農
の
方
法
を
問
わ
れ
た
際
、
宝
思
惟
訳
『
随
求
即
得
大
自
在
陀
羅
尼
神
呪
経
』

（
長
寿
二
年＝

六
九
三
訳
）
の
総
持
の
語
を
書
写
し
て
龍
池
に
投
ず
れ
ば
霊
験
あ

り
と
奏
上
し
、
そ
の
と
お
り
修
法
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
験
あ
っ
て
大
雪
が
降
っ

た
と
い
う
話
が
新
羅
・
崔
致
遠
の
『
唐
大
薦
福
寺
故
寺
主
飜
経
大
徳
法
蔵
和
尚

伝
』（
Ｔ
５０
、
九
〇
四
年
成
立
）
に
み
え
る
こ
と
で
あ
る
（
木
村
清
孝
「
華
厳
経
の

受
容
と
法
蔵
の
生
涯
」（
鍵
主
良
敬
・
木
村
清
孝
『
人
物
中
国
の
仏
教

法
蔵
』
大

蔵
出
版
、
一
九
九
一
、
８７
頁
。
注
（
５３
）
前
掲
吉
津
書
、
１０５
頁
）。
注
（
２１
）
前
掲

石
田
書
、
４４
―
４５
頁
は
現
図
胎
蔵
曼
荼
羅
中
の
大
随
求
菩
薩
の
八
臂
像
に
つ
い
て
、

同
経
に
は
像
の
記
述
は
な
い
も
の
の
八
つ
の
三
摩
耶
形
が
説
か
れ
、
こ
れ
が
そ
の

像
容
に
通
ず
る
と
述
べ
る
。
法
蔵
の
当
時
に
こ
の
八
臂
像
が
実
在
し
た
と
は
考
え

に
く
い
と
み
な
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
姿
は
や
は
り
摩
醯
首
羅
天
に
通
ず
る
も
の

で
、
摩
醯
首
羅
天
・
不
空
羂
索
観
音
・『
華
厳
経
』
な
い
し
華
厳
教
学
の
三
者
の
関

係
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
材
料
を
提
供
す
る
。
こ
の
陀
羅
尼
に
つ
い
て
は
注

（
１９
）
前
掲
長
部
論
文
に
も
詳
細
な
論
及
が
あ
る
。

（
６３
）
浅
井
和
春
「
法
華
堂
本
尊
不
空
羂
索
観
音
像
の
成
立
」（『
日
本
美
術
全
集

四

東
大
寺
と
平
城
京
』
講
談
社
、
一
九
九
〇
所
収
）
な
ど
参
照
。「
金
鍾
」
の
字
義

（
本
稿
で
は
「
金
鐘
寺
」
の
表
記
は
用
い
な
い
）
に
関
し
て
は
注
（
５３
）
前
掲
森

本
論
文
、
１９
頁
以
下
に
も
言
及
が
あ
る
。
玄
奘
訳
『
不
空
羂
索
神
呪
心
経
』「
仏
像

右
辺
、
応
復
画
作
観
自
在
菩
薩
。
似
大
自
在
天
（
下
略
）
」（
Ｔ
２０
・
４０５
ｂ
）
。
ち
な

み
に
大
自
在
天
は
『
法
華
経
』
普
門
品
に
説
く
、
観
音
の
三
十
三
応
現
身
の
一
つ

で
も
あ
る
（
Ｔ
９
・
５６
ａ
）。

（
６４
）
大
安
寺
に
は
華
厳
院
な
る
堂
宇
が
あ
り
、
ま
た
天
平
感
宝
元
年
（
七
四
九
）
制
作

さ
れ
た
三
丈
の
盧
舎
那
仏
像
、
両
脇
に
各
一
丈
五
尺
の
千
手
観
音
像
な
ら
び
に
不

空
羂
索
観
音
像
が
あ
っ
た
。
福
山
敏
男
「
大
安
寺
花
厳
院
と
宇
治
華
厳
院
」（『
日

本
建
築
史
研
究

続
編
』
墨
水
書
房
、
一
九
七
一
所
収
）
は
こ
の
三
者
を
い
ず
れ

も
画
像
と
推
定
す
る
。
ま
た
東
大
寺
の
華
厳
会
に
お
い
て
大
仏
殿
両
脇
に
懸
け
ら

れ
た
大
繍
曼
荼
羅
が
、
不
空
羂
索
観
音
像
と
観
音
像
で
あ
っ
た
と
い
い
（『
東
大

寺
要
録
』
巻
八
な
ど
。
た
だ
し
『
七
大
寺
日
記
』
等
の
記
載
で
は
前
者
は
二
十
臂
、

後
者
は
聖
観
音
と
す
る
）
、
注
（
２２
）
前
掲
高
橋
論
文
５２
頁
で
は
こ
れ
を
大
仏
殿
・

法
華
堂
・
千
手
堂
三
者
の
伽
藍
配
置
と
対
応
す
る
可
能
性
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

千
手
千
眼
陀
羅
尼
と
不
空
羂
索
陀
羅
尼
、
千
手
千
眼
像
と
不
空
羂
索
像
が
並
ん
で

現
れ
る
『
正
倉
院
文
書
』
の
実
例
を
挙
げ
る
。

（
６５
）
注
（
２２
）
前
掲
高
橋
論
文
４９
―
５８
頁
で
は
、
こ
れ
ら
の
動
向
を
可
能
な
限
り
整
合

的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
６６
）『
智
度
論
』
所
引
『
大
品
般
若
経
』
に
列
挙
さ
れ
る
菩
薩
の
名
称
は
以
下
の
と
お
り
。

「
諸
菩
薩
如
是
等
無
量
功
徳
成
就
。（
中
略
）
其
名
曰
、
�
陀
婆
羅
菩
薩
〈
原
注
・

秦
言
善
守
〉、
剌
那
伽
羅
菩
薩
〈
原
注
・
秦
言
宝
積
〉、
導
師
菩
薩
、
那
羅
達
菩
薩
、

星
得
菩
薩
、
水
天
菩
薩
、
主
天
菩
薩
、
大
意
菩
薩
、
益
意
菩
薩
、
増
意
菩
薩
、
不

虚
見
菩
薩
、
善
進
菩
薩
、
勢
勝
菩
薩
、
常
勤
菩
薩
、
不
捨
精
進
菩
薩
、
日
蔵
菩
薩
、

不
缺
意
菩
薩
、
観
世
音
菩
薩
、
文
殊
尸
利
菩
薩
〈
原
注
・
秦
言
妙
徳
〉
、
執
宝
印
菩

薩
、
常
挙
手
菩
薩
、
弥
勒
菩
薩
。
如
是
等
無
量
千
万
億
那
由
他
諸
菩
薩
摩
訶
薩
、

皆
是
補
処
紹
尊
位
者
」（
Ｔ
２５
・
１１０
ｃ
）。

（
６７
）『
華
厳
経
』
巻
一
が
「
盧
舎
那
仏
宿
世
善
友
」
と
し
て
列
挙
す
る
二
十
菩
薩
の
名
称

（
Ｔ
９
・
３９５
ｂ
）
は
、
前
注
所
掲
『
智
度
論
』
が
挙
げ
る
二
十
二
菩
薩
の
尊
名
と

著
し
く
異
な
る
。

（
６８
）
娑
婆
世
界
は
狭
義
で
は
閻
浮
提
の
み
を
さ
す
が
、
一
つ
の
三
千
大
千
世
界
を
指
す

こ
と
も
あ
る
。『
法
苑
珠
林
』
巻
二
「（
前
略
）
皆
是
一
化
仏
所
統
之
処
。
名
為
三

千
大
千
世
界
、
号
為
娑
婆
世
界
」（
Ｔ
５３
・
２７８
ａ
）。

（
６９
）
太
賢
『
梵
網
経
古
迹
記
』
上
に
は
、「
世
界
海
者
。
如
智
論
云
。
数
此
三
千
大
千
世

界
如
恒
河
沙
為
一
世
界
種
。
数
此
種
復
至
恒
沙
為
一
世
界
海
。
数
此
海
復
至
十
万

恒
沙
為
一
仏
世
界
。
雖
在
千
葉
中
央
台
上
。
而
言
在
於
世
界
海
者
。
如
化
身
在
一

閻
浮
州
言
在
娑
婆
為
一
仏
土
。
二
身
遊
化
量
亦
爾
故
。
千
百
億
釈
迦
身
土
、
如
戒

本
記
釈
」（
Ｔ
４０
・
６４０
ｃ
）
と
あ
り
、
か
か
る
注
釈
書
の
記
載
と
図
像
の
照
合
が
第

一
の
課
題
で
あ
る
。

（
７０
）
今
一
つ
問
題
と
な
る
の
は
、『
智
度
論
』
の
当
該
箇
所
に
対
応
す
る
釈
尊
の
説
法
の

舞
台
が
霊
鷲
山
で
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
大
仏
蓮
弁
の
上
部
の
図
像
が
摩
醯
首
羅

天
宮
中
の
釈
迦
を
表
し
て
い
る
点
、
及
び
同
図
下
部
の
七
枚
の
蓮
弁
中
に
描
か
れ

た
須
弥
山
図
中
の
閻
浮
提
に
一
仏
二
菩
薩
が
表
現
さ
れ
て
い
る
点
と
、
整
合
的
に

解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
図
像
に
表
現
さ
れ
た
個
々
の
菩
薩
の
名
称

を
特
定
す
る
根
拠
に
も
関
わ
る
も
の
で
、
会
衆
の
菩
薩
像
が
『
千
手
経
』
の
経
文

に
列
挙
さ
れ
る
菩
薩
の
名
称
を
以
て
明
確
に
特
定
で
き
、
そ
の
舞
台
が
補
陀
落
山

で
あ
る
こ
と
も
確
定
で
き
る
二
月
堂
光
背
表
面
の
図
像
の
場
合
と
、
状
況
が
大
き

く
異
な
る
。

（
７１
）
こ
れ
ら
の
問
題
を
論
じ
た
仏
典
の
一
例
と
し
て
、『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
七
・
仏

土
章
の
「
第
六
処
所
者
、
其
法
性
土
即
真
如
理
。
無
別
処
所
。
自
受
用
土
亦
充
法
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界
、
更
無
別
処
。
他
受
用
土
、
仏
地
経
言
、
超
過
三
界
所
行
之
処
。
彼
論
釈
言
、

非
三
界
愛
所
執
受
故
。
離
相
応
所
縁
二
縛
随
増
、
言
超
過
三
界
。
故
是
道
諦
、
善

性
所
摂
。
彼
有
三
釈
。
有
義
各
別
。
有
処
説
在
浄
居
天
上
、
有
処
在
西
方
等
故
。

有
義
同
処
。
浄
土
周
円
無
有
辺
際
。
遍
法
界
故
に
。
如
実
義
者
、
自
受
用
土
、
周

遍
法
界
、
無
処
不
有
。
不
可
説
言
離
三
界
処
即
三
界
処
。
若
他
受
用
土
、
或
在
色

界
浄
居
天
上
、
或
在
西
方
等
、
処
所
不
定
」（
Ｔ
４５
・
３７２
ｂ
）
と
い
う
文
章
を
挙
げ

て
お
く
。

（
７２
）
高
田
修
「
地
獄
と
地
獄
絵
」（『
日
本
絵
巻
物
全
集

六
』
角
川
書
店
、
一
九
六
〇
。

の
ち
『
仏
教
美
術
史
論
考
』
中
央
公
論
美
術
出
版

一
九
六
九
、
所
収
）。

（
７３
）
例
え
ば
大
英
博
物
館
所
蔵
の
報
恩
経
変
（
ス
タ
イ
ン
敦
煌
絵
画
１
番
）
に
み
え
る

盧
舎
那
仏
の
仏
身
上
に
、
三
本
足
の
鬲
か
ら
半
身
を
出
し
て
合
掌
す
る
亡
者
を
あ

ら
わ
し
た
地
獄
の
図
像
が
あ
る
。
注
（
１０
）
前
掲
ウ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
書
、
図

１１
。

（
７４
）『
経
律
異
相
』
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
は
と
も
に
奈
良
朝
で
の
書
写
（
後
者
は
天
平
七

年
、
天
平
二
十
年
の
正
倉
院
文
書
に
み
え
る
）
を
確
認
で
き
る
。
注
（
１１
）
前
掲

石
田
書
参
照
。

（
７５
）『
大
智
度
論
』
巻
七
十
に
は
、「
有
人
説
、
国
土
世
間
八
方
有
辺
、
唯
上
下
無
辺
。

有
人
説
、
下
至
十
八
地
獄
、
上
至
有
頂
、
上
下
有
辺
八
方
無
辺
。
如
是
種
種
説
世

界
辺
」（
Ｔ
２５
・
５４７
ａ
）
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
世
界
の
上
下
の
果
て
が
「
有
頂
」

と
「
十
八
地
獄
」
で
あ
る
と
す
る
「
あ
る
人
の
説
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
『
智
度
論
』
の
地
獄
説
は
一
般
的
な
八
大
地
獄
説
で
あ
り
、
同
論
が
二
月
堂

光
背
の
地
獄
図
の
直
接
的
な
典
拠
と
な
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

（
７６
）
小
林
太
市
郎
「
唐
代
の
大
悲
観
音
」（『
仏
教
芸
術
』
二
〇
〜
二
二
、
一
九
五
三
〜

四
。
の
ち
『
小
林
太
市
郎
著
作
集
七

仏
教
芸
術
の
研
究
』
淡
交
社
、
一
九
七
四

所
収
）
参
照
。

（
７７
）『
六
十
華
厳
』
巻
五
・
如
来
光
明
覚
品
「
爾
時
世
尊
、
従
両
足
相
輪
放
百
億
光
明
、

遍
照
三
千
大
千
世
界
、
百
億
閻
浮
提
、
百
億
弗
婆
提
、
百
億
拘
伽
尼
、
百
億
欝
単

越
、
百
億
大
海
、
百
億
金
剛
囲
山
、
百
億
菩
薩
生
、
百
億
菩
薩
出
家
、
百
億
仏
始

成
正
覚
、
百
億
如
来
転
法
輪
、
百
億
如
来
般
泥
�
、
百
億
須
弥
山
王
、
百
億
四
天

王
天
、
百
億
三
十
三
天
、
百
億
時
天
、
百
億
兜
率
陀
天
、
百
億
化
楽
天
、
百
億
他

化
楽
天
、
百
億
梵
天
、
百
億
光
音
天
、
百
億
遍
浄
天
、
百
億
果
実
天
、
百
億
色
究

竟
天
。
此
世
界
所
有
一
切
悉
現
」（
Ｔ
９
・
４２２
ｂ
）。
同
巻
二
十
七
・
十
地
品
「
是

菩
薩
坐
大
蓮
華
上
、
即
時
足
下
出
百
万
阿
僧
祇
光
明
、
照
十
方
阿
鼻
地
獄
等
、
滅

衆
生
苦
悩
」（
同
５７２
ａ
）。
同
巻
三
十
二
・
仏
小
相
光
明
功
徳
品
「
又
菩
薩
摩
訶
薩
、

於
兜
率
天
放
大
光
明
、
名
曰
幢
王
、
普
照
十
世
界
微
塵
数
刹
、
遍
照
彼
処
地
獄
衆

生
、
滅
除
苦
痛
。（
略
）
彼
諸
衆
生
、
見
光
明
已
皆
大
歓
喜
、
命
終
皆
生
兜
率
天
上
。

生
天
上
已
聞
天
妙
音
、
名
不
可
楽
。
此
音
声
語
諸
天
子
言
。
以
不
放
逸
故
。
於
諸

仏
所
種
善
根
故
。
遇
善
知
識
故
。
盧
舎
那
仏
威
神
力
故
。
於
地
獄
命
終
、
生
此
天

上
。
如
来
足
下
千
輻
輪
中
有
妙
光
明
、（
略
）
乃
至
普
照
阿
鼻
地
獄
。
其
中
衆
生
、

命
終
皆
兜
率
天
上
」（
同
６０５
ａ
）。
な
お
右
の
同
経
の
記
載
と
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
の

関
係
は
、
橋
本
聖
圓
「
大
仏
蓮
弁
毛
彫
図
と
華
厳
経
」（
京
都
大
学
美
学
美
術
史
学

研
究
会
『
芸
術
的
世
界
の
論
理
』
創
文
社
、
一
九
七
一
、
の
ち
『
東
大
寺
と
華
厳

の
世
界
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
三
所
収
）
に
、
ま
た
二
月
堂
光
背
と
の
関
係
は
井
上

一
稔
「
聖
林
寺
十
一
面
観
音
像
の
台
座
・
光
背
―
天
平
期
荘
厳
具
の
試
論
と
し

て
」（
注
（
２
）
前
掲
科
研
報
告
書
所
収
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
言
及
が
あ
る
。

（
７８
）『
大
智
度
論
』
巻
五
「
閻
浮
洲
、
此
洲
有
五
百
小
洲
囲
遶
」（
Ｔ
２５
・
３２０
ａ
）。
同
巻

七
「
池
四
辺
有
四
流
水
、
東
方
象
頭
出
恒
河
、（
略
）
南
方
牛
頭
出
辛
頭
河
、（
略
）

西
方
馬
頭
出
婆
叉
河
、（
略
）
北
方
師
子
頭
出
私
陀
河
」（
同
１１４
ａ
）。

（
７９
）『
智
度
論
』
所
説
の
仏
の
足
下
の
光
明
と
奈
良
朝
の
光
背
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

注
（
７７
）
前
掲
井
上
論
文
、
９６
頁
に
お
い
て
も
、
筆
者
と
は
異
な
っ
た
観
点
か
ら

言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
８０
）『
望
月
仏
教
大
辞
典
』「
阿
修
羅
」「
帝
釈
天
」
の
項
な
ど
参
照
。
阿
修
羅
と
帝
釈
の

交
戦
に
つ
い
て
の
最
も
詳
し
い
記
述
は
『
正
法
念
処
経
』
巻
二
十
〜
二
十
一
（
Ｔ

１７
・
１１４
以
下
）
に
み
え
る
。

（
８１
）『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
四
「
八
、
修
羅
大
身
喩
。
喩
菩
薩
現
法
界
等
身
徳
（
本
文
中

の
①
に
対
応
、
中
略
）
。
九
、
帝
釈
破
怨
喩
。
喩
菩
薩
降
破
衆
魔
徳
（
同
、
②
に
対

応
）」（
Ｔ
３５
・
１９２
ａ
）。

（
８２
）
か
か
る
理
解
が
唐
代
に
存
在
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
興
味
深
い
史
料
と
し
て
、

小
林
太
市
郎
氏
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
李
�
「
国
清
寺
碑
」
の
「
浄
水
宝
珠
、
見

者
無
染
。
高
山
甘
露
、
受
者
有
知
。
起
念
事
功
、
頓
超
十
劫
之
地
。
坐
入
位
証
、

遙
比
千
眼
之
天
」（『
全
唐
文
』
巻
二
六
二
）
と
い
う
文
言
を
挙
げ
て
お
く
（
注

（
７６
）
前
掲
小
林
論
文
）
。
こ
の
文
言
の
天
と
地
を
千
手
観
音
・
地
蔵
（
観
音
・
地

蔵
セ
ッ
ト
の
「
放
光
菩
薩
」）
に
対
応
さ
せ
る
氏
の
解
釈
は
誤
読
に
基
づ
く
荒
唐

無
稽
な
も
の
で
、
ま
た
天
台
山
の
碑
文
で
あ
る
点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

「
高
山
甘
露
」
は
『
華
厳
経
』
の
教
え
を
示
す
言
葉
に
他
な
ら
ず
、「
頓
超
十
劫
之

地
」
が
修
行
階
梯
の
ジ
ャ
ン
プ
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
疑
い
な
い
。

（
８３
）『
観
世
音
三
昧
経
』
の
成
立
・
流
伝
・
内
容
に
つ
い
て
は
牧
田
諦
亮
『
疑
経
研
究
』

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
六
）、
２１２
頁
以
下
に
詳
細
な
研
究
が
あ
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る
。

（
８４
）『
観
世
音
菩
薩
授
記
経
』
及
び
『
観
世
音
三
昧
経
』
は
と
も
に
奈
良
朝
に
お
け
る
書

写
が
確
認
で
き
、
当
時
の
教
団
が
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
『
普
門
品
』
に
対
す
る
各

種
注
釈
書
（
例
え
ば
吉
蔵
『
法
華
義
疏
』
巻
十
二
、
Ｔ
３４
・
６２８
ｂ
）
に
も
当
該
箇

所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
前
注
所
掲
牧
田
書
２１６
頁
、
注
（
１１
）
前
掲
石
田
書
な
ど

参
照
。
な
お
右
の
『
法
華
義
疏
』
に
は
「
華
厳
経
中
善
知
識
但
説
一
法
門
、
今
観

世
音
現
一
切
身
説
一
切
法
門
」（
同
・
６２８
ｃ
）
と
い
う
文
言
が
み
え
、『
千
手
経
』

と
『
華
厳
経
』
入
法
界
品
の
複
合
的
表
現
に
よ
っ
て
、
観
音
の
神
変
が
全
て
の
善

知
識
へ
の
歴
参
を
完
遂
さ
せ
、
全
て
の
法
門
を
得
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
と

い
う
意
味
内
容
を
表
現
し
た
、
本
図
表
面
の
千
手
観
音
五
十
二
仏
図
の
性
格
（
観

音
が
五
十
三
全
て
の
法
門
を
説
く
、
と
の
理
解
が
背
後
に
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定

で
き
る
）
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

（
８５
）
東
大
寺
修
二
会
称
名
悔
過
「
南
無
毘
盧
舎
那
仏
、
遍
周
法
界
盧
舎
那
仏
、（
略
）
補

陀
落
山
観
音
宝
殿
釈
迦
尊
、
当
来
教
主
慈
氏
尊
、
去
来
現
在
常
住
三
宝
、
聖
智
海

遍
照
庄
厳
王
如
来
、
一
切
如
来
応
正
等
覚
、
金
光
師
子
遊
戯
如
来
、
白
蓮
華
眼
無

障
碍
頂
熾
盛
功
徳
光
応
如
来
、
万
徳
円
満
美
音
光
如
来
、
観
音
本
師
阿
弥
陀
如
来
、

観
音
本
体
正
法
明
如
来
、
普
光
功
徳
山
王
如
来
、（
下
略
）
」（
注
（
２０
）
前
掲
『
東

大
寺
お
水
取
り
』、
２１９
―
２２０
頁
）。
こ
こ
に
は
玄
奘
訳
『
十
一
面
神
呪
心
経
』
の
説

が
大
き
く
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。「
白
蓮
華
眼
無
障
碍
頂
熾
盛
功
徳
光
応
如
来
」
は

同
経
所
説
の
十
一
面
神
呪
を
観
音
に
最
初
に
授
け
た
如
来
（
大
正
蔵
の
経
文
で
は

「
百
蓮
華
」
と
な
っ
て
い
る
）、「
万
徳
円
満
美
音
光
如
来
」
も
同
経
所
説
の
、
そ

の
後
長
い
時
を
経
て
再
度
同
呪
を
観
音
に
授
け
た
如
来
で
あ
る
。
大
観
音
が
十
一

面
観
音
で
あ
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
文
中
に
挙
げ
た
案
に
加
え
、
こ
れ
ら
諸
仏

が
図
像
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
検
討
に
値
し
よ
う
。

（
８６
）
唐
代
造
像
に
お
い
て
は
触
地
印
は
通
常
釈
迦
仏
の
標
識
だ
が
、
阿
弥
陀
仏
そ
の
他

に
転
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
韓
国
に
お
け
る
代
表
例
で
あ
る
慶
州
石
窟

庵
本
尊
の
尊
格
に
つ
い
て
は
釈
迦
説
と
阿
弥
陀
説
が
あ
り
、
本
図
の
成
道
釈
迦
仏

図
像
も
、
華
厳
信
仰
と
の
関
係
お
よ
び
そ
の
仏
身
論
に
お
け
る
位
置
づ
け
な
ど
を

を
含
め
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の
中
で
そ
の
意
味
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

（
８７
）
村
上
真
完
『
西
域
の
仏
教
―
ベ
ゼ
ク
リ
ク
誓
願
画
考
』（
第
三
文
明
社
、
一
九
八
四
）、

２７３
―
２８５
頁
。

（
８８
）
弗
沙
仏
讃
歎
の
物
語
は
、
他
に
『
倶
舎
論
』
巻
十
八
（
Ｔ
２９
・
９５
ｂ
）、『
順
正
理

論
』
巻
四
十
四
（
Ｔ
２９
・
５９１
ｃ
）、『
智
度
論
』
巻
四
（
Ｔ
２５
・
８７
ｃ
）
な
ど
数
多

く
の
仏
典
に
み
え
る
。
前
注
所
掲
村
上
書
、
２８４
頁
。

（
８９
）
拙
稿
「
小
南
海
中
窟
と
僧
稠
禅
師
―
北
斉
石
窟
研
究
序
説
」（
荒
牧
典
俊
編
『
北
朝

隋
唐
中
国
仏
教
思
想
史
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
所
収
）、
２８７
頁
以
下
。
こ
の
図
像

の
傍
題
の
偈
讚
は
『
智
度
論
』
の
文
言
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
同
論
考
を
草
し
た

時
点
で
は
、
遺
憾
な
が
ら
注
（
８７
）
前
掲
村
上
書
を
見
逃
し
て
い
た
た
め
、
そ
の

成
果
を
活
か
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
９０
）『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
七
「
於
不
共
者
、
唯
一
仏
変
。
諸
有
情
類
、
無
始
時
来
、

種
性
法
爾
更
相
繋
属
。
或
多
属
一
、
或
一
属
多
。
如
底
沙
仏
令
釈
迦
菩
薩
超
九
劫

等
」（
Ｔ
４５
・
３７２
ｃ
）。『
華
厳
五
教
章
』
巻
二
「
若
依
始
教
、
修
行
成
仏
定
経
三
僧

祇
。（
略
）
仍
此
教
中
、
就
釈
迦
身
以
分
此
義
。
如
優
婆
塞
戒
経
云
、
我
於
往
昔
宝

頂
仏
所
満
足
第
一
阿
僧
祇
劫
、
然
燈
仏
所
満
足
第
二
阿
僧
祇
劫
、
迦
葉
仏
所
満
足

第
三
阿
僧
祇
劫
。
我
於
往
昔
釈
迦
仏
所
、
始
発
阿
耨
菩
提
心
。
又
依
本
業
経
、
亦

有
百
劫
修
相
好
業
。
但
是
変
化
非
実
修
也
。
又
以
一
偈
歎
弗
沙
仏
、
即
迢
九
劫
。

但
九
十
一
劫
即
成
仏
也
」（
Ｔ
４５
・
４９０
ｂ
〜
ｃ
）。
法
蔵
は
こ
の
成
仏
ま
で
の
所
要

時
間
に
関
す
る
説
を
、
始
教
の
説
と
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

（
９１
）
た
だ
し
中
層
の
菩
薩
像
に
は
中
央
部
の
四
体
の
み
に
化
仏
が
あ
り
、
こ
れ
は
画
師

の
ミ
ス
で
描
き
込
ま
れ
た
も
の
と
は
み
な
し
に
く
い
。
そ
の
意
味
の
解
明
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。
注
（
５８
）
も
参
照
。

（
９２
）
小
南
海
中
窟
で
は
『
華
厳
経
偈
讃
』
と
し
て
、
こ
の
文
言
を
ベ
ー
ス
に
字
句
の
入

替
を
行
っ
た
石
刻
文
が
み
ら
れ
る
。
注
（
８９
）
前
掲
拙
稿
、
２８３
頁
以
下
参
照
。

（
９３
）
な
お
最
近
、
良
弁
の
弟
子
で
あ
る
智
憬
の
著
と
認
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
『
大
乗
起

信
論
同
異
略
集
』（
崔
�
植
「
『
大
乗
起
信
論
同
異
略
集
』
の
著
者
に
つ
い
て
」『
駒

沢
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
七
、
二
〇
〇
一
）
巻
下
に
も
「
如
釈
迦
仏
第
三
劫
初
逢

燃
燈
仏
、
布
髪
掩
泥
超
於
八
劫
、
第
三
劫
満
、
修
相
報
初
逢
勝
観
仏
亦
弗
沙
、
翹

足
讃
歎
超
於
九
劫
」（
続
蔵
７１
―
４
―
３８３
）
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
弗
沙

仏
が
勝
観
仏
（
毘
婆
尸
仏
の
異
称
）
と
同
一
視
さ
れ
て
お
り
、
仏
名
に
対
す
る
理

解
に
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
本
図
の
制
作
時
に
お
い
て
は

『
華
厳
経
』
の
記
載
を
重
視
し
て
、
毘
婆
尸
仏
と
弗
沙
仏
を
別
仏
と
み
な
す
解
釈

が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
探
玄
記
』
の
こ
の
二
仏
に

つ
い
て
釈
し
た
箇
所
で
は
「
毘
婆
尸
、
此
云
種
種
見
。
新
名
浄
観
。
弗
沙
、
此
云

増
盛
。
以
無
欠
減
故
。
亦
是
星
名
」（
Ｔ
３５
・
１９３
ｂ
）
と
あ
る
。

（
９４
）『
六
十
華
厳
』
で
は
「
仏
昇
須
弥
頂
上
品
」
で
迦
葉
仏
ら
十
過
去
仏
、「
佛
昇
夜
摩

天
宮
自
在
品
」
の
末
尾
で
名
称
仏
ら
十
過
去
仏
、「
如
来
昇
兜
率
天
一
切
宝
殿
品
」

で
無
礙
仏
ら
十
過
去
仏
を
讃
歎
す
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
十
住
・
十
行
・
十
迴
向

の
説
処
に
対
応
し
て
お
り
、
高
い
階
位
の
教
え
を
説
く
ほ
ど
説
処
が
上
昇
し
、
よ

82



り
過
去
に
出
現
し
た
仏
を
歎
ず
る
と
い
う
図
式
が
こ
こ
に
み
ら
れ
る
。

（
９５
）
道
�
に
つ
い
て
は
、
注
（
５３
）
参
照
。

（
９６
）
ト
ル
フ
ァ
ン
・
ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
九
洞
（
ド
イ
ツ
隊
に
よ
る
旧
編
号
。
現
在
の
編
号

で
は
第
二
〇
洞
）
に
は
釈
尊
が
過
去
世
に
お
い
て
多
く
の
如
来
像
に
値
遇
し
、
供

養
す
る
様
子
を
並
べ
た
「
誓
願
画
」
と
称
さ
れ
る
画
像
が
あ
り
、
注
（
８７
）
前
掲

村
上
書
は
そ
の
内
容
の
詳
細
な
読
解
を
行
っ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
窟
内
の

中
堂
奥
壁
に
千
手
観
音
を
主
尊
と
す
る
大
悲
経
変
が
描
か
れ
て
い
た
点
（
同
書
６５

頁
以
下
。
注
（
７
）
前
掲
松
本
書
、
６７３
頁
以
下
）
で
あ
る
。
村
上
書
で
は
、「
観
音

の
存
在
は
大
乗
仏
教
（
密
教
）
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
」
と
述
べ
る
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
両
者
の
関
係
は
、
千
手
観
音
と
過
去
仏
の
図
像
が
、「
拝

者
が
釈
尊
の
修
行
過
程
を
瞬
時
に
追
体
験
す
る
」
と
い
う
願
望
を
介
し
て
結
び
つ

い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
二
月
堂
光
背
の
場
合
と
酷
似
し
て
い
る
。
同
様
の
事
例

は
第
四
洞
（
現
在
の
第
十
五
洞
）
に
も
み
ら
れ
る
。
時
代
・
地
域
・
図
像
の
内
容

に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
も
の
の
、
両
者
は
千
手
観
音
信
仰
の
本
質
的
な
部
分
を

共
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
系
譜
を
考
え
る
上
で
ベ
ゼ
ク
リ
ク
の
例
は
き

わ
め
て
重
要
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

〈
付
記
〉
掲
載
図
版
の
う
ち
図
１
と
６
は
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
原
板
（
撮
影：

森
村
欣

司
氏
）
を
使
用
し
、
図
１
に
つ
い
て
は
東
大
寺
か
ら
掲
載
許
可
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
二
月
堂
光
背
の
現
状
ト
レ
ー
ス
図
は
、
当
館
が
平
成
十
二
年
度
か
ら
十
四
年

度
に
か
け
て
行
っ
た
科
学
研
究
費
の
助
成
に
よ
る
研
究
「
日
本
上
代
に
お
け
る
仏

像
の
荘
厳
」（
基
盤
研
究
Ｂ
２
、
研
究
代
表
者
・
鷲
塚
泰
光
）
を
進
め
る
過
程
で
作

成
し
た
も
の
を
使
用
し
、
掲
載
に
際
し
て
は
作
図
の
労
を
と
っ
て
下
さ
っ
た
中
神

敬
子
氏
の
ご
了
承
を
得
た
。
各
位
に
対
し
、
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
科
学
研
究
費
（
若
手
研
究
Ｂ
）
の
助
成
に
よ
る
研

究
「
六
―
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
仏
教
美
術
と
華
厳
思
想
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
い
な
も
と

や
す
お

当
館
教
育
室
長
）
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図１ 二月堂本尊光背 身光 表面 現状 東大寺
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図２ 身光 表面 現状トレース図（中神敬子氏作図 以下同じ）
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図３ 身光 裏面 現状トレース図
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図４ 頭光 表面 現状トレース図

図５ 身光 表面 眷属図像（現状トレース図 部分）
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図
６
大
仏
蓮
弁
線
刻
図
模
本（
宮
原
柳
僊
氏
作
図
）
奈
良
国
立
博
物
館
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図
７
身
光
裏
面
化
生
童
子
と
飛
天
（
現
状
ト
レ
ー
ス
図
部
分
）

図
８
身
光
裏
面
須
弥
山
図
（
現
状
ト
レ
ー
ス
図
部
分
）
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図９ 身光 裏面 色界図像の上八層（現状トレース図 部分）

図１０ 身光 裏面 地獄（現状トレース図 部分）
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図１１ 身光 表面上層 仏菩薩図（現状トレース図 部分）

図１２ 身光 裏面上層 仏菩薩図（現状トレース図 部分）
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奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
六
号

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集
発
行

奈
良
国
立
博
物

館

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地

印

刷

株
式
会
社
天
理
時
報
社

天
理
市
稲
葉
町
八
〇
番
地

﹇
編
集
後
記
﹈

本
号
に
掲
載
さ
れ
る
八
篇
の
論
考
の
う
ち
三
篇
は

館
外
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
戸
大
学
の
黒
田
龍
二
氏
と
石
田
理
恵
氏
に
は
、

東
大
寺
大
仏
殿
の
江
戸
再
建
に
関
わ
る
重
要
資
料
で

あ
る
建
地
割
板
図
を
、
紹
介
を
か
ね
て
ご
考
察
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
当
館
で
は
平
成
十
四
年
度
開
催

の
特
別
展
『
大
仏
開
眼
一
二
五
〇
年

東
大
寺
の
す

べ
て
』
に
際
し
、
神
戸
大
学
建
築
史
研
究
室
に
同
図

の
縮
尺
図
の
作
製
を
お
願
い
し
会
場
に
展
示
す
る
機

会
を
得
ま
し
た
が
、
今
回
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
ご

寄
稿
頂
い
た
次
第
で
す
。

韓
国
国
立
中
央
博
物
館
の
金
有
植
氏
と
閔
丙
贊
氏

に
は
、
平
成
十
五
年
三
月
八
日
に
当
館
で
行
わ
れ
た

国
際
研
究
集
会
（
平
成
十
二
〜
十
四
年
度
科
学
研
究

費
助
成
金
基
盤
研
究（
Ｂ
）（
２
）『
日
本
上
代
に
お
け

る
仏
像
の
荘
厳
』
の
一
環
と
し
て
開
催
）
に
お
い
て

研
究
発
表
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
回
そ
の
発

表
内
容
に
基
づ
き
執
筆
を
お
願
い
し
ま
し
た
。（
Ｔ
）
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A CONSIDERATION OF THE ICONOGRAPHIC IMAGES ON THE

NIMBUS OF THE JŪICHIMEN KANNON OF THE NIGATSUDŌ AT

TŌDAIJI, IN LIGHT OF THE ENGRAVED IMAGES ON THE LOTUS-PETAL

BASE OF THE GREAT BUDDHA

INAMOTO Yasuo
Nara National Museum

arious splendidly engraved images cover the front and back of the bronze nimbus (entrusted
to Nara National Museum) that was once attached to the Ōgannon, the Greater Kannon, a
statue of Jūichimen Kannon (Sks., Ekādasamukha), the utmost secret main worship object of

the Nigatsudō (Hall of the Second Month) at Tōdaiji (the Great Eastern Temple). The nimbus, which
is thought to have been produced around the year 760, has great significance in the hisory of art
and of Buddhism as it is one of the very few extant Buddhist images from the Nara period. Nev-
ertheless, a comprehensive study that would elucidate the meaning of its complex imagery has yet
to be produced.

The author indicated in a previously published study (“The Image of the Fifty-two Buddhist Di-
vinities and Sashasra-bhuja-sahasra-netra’on the Nimbus of the Main Worship Object of the Nigat-
sudō at Tōdaiji: The Intersection of the Interpretation of the’Entering the Dharma Realm’Chapter

・of the Avatamsaka-sutra and Nara-era Faith in Avalokitesvara” that there is a high probability that
the iconographic images on the face of the nimbus are a composite, respresenting the contents of the

・Nyūhkkai chapter of the Kegonkyō (Avatamsaka-sūtra) and the Senju sengan Kanzeon bosatsu kōdai
enman muge daihishin daranikyō,popularly called the Senjukyō.This article is a sequel to the pre-
vious study, treating the various iconographic images on the front and back of the nimbus that had
not been fully addressed in the earlier article and offering a complete, reconsideration of them in
light of the most appropriate objects of comparison, the engraved images on the lotus-petal base
of the Great Buddha. The following are the results of this new study.

First, the iconographic images of the thirty-four attendant divinities of Senju Kannon represent
the deities who protect those who uphold the Daihishin darani (the dharani of the great benevolent
heart) expounded in the Senjusengenkyō. The deities include Bonten (Sks., Brahma), Taishaku (Sks.,
Indra) and the Four Guardian Kings (Jpns., Shitennō) and the remaining twenty-eight, which are
not directly related iconographically to the Nijūhachibu-shū,but the number twenty eight suggests
some link to this later type.

Second, it can be confirmed that the composition of the iconographic images of the Buddist heav-
ens depicted in registers on the front and back of the nimbus and the lotus-petal base of the Great
Buddha and the names of each Buddhist heaven conform to the wording describing the radiant light
of the Buddha that is found in the Kegonkyō, and the description of the heavenly realms in both the
Bonmōkyō and Kegonkyō are derived from Nara and Silla period Buddhist interpretations of these
sutras.

These and several new facts have been revealed by this study, and the meaning of the nearly all
the motifs has been elucidated.

The iconographic images depicted in the Nigatsudō nimbus are an organic whole; all represent
transformations of Kannon expounded in the Senjukyō. It is undoubtedly the case that behind the
composition of iconography are the Kegonkyō, the Bōnmōkyō and a profound understanding of the
two sutras found in Kegon teachings developed in China, Silla and Japan. Further research is required
to determine the place of the images in the history of Buddhism, but the author is confident that this
study brings to a conclusion much of the long-standing debate over the interpretation of these ico-
nographic images and those on the lotus-petal base of the Great Buddha.
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